
ユ25　　観世薪九郎家文庫目録(上)

(凡

観世新九郎家文庫目録(上)

ニ1 ｢催花｣額

例)

▼｢観世新九郎家文庫｣は'北海道千歳市の服部康治氏が昭和50年6月15日付で法政大学能楽研究所に寄託された'小鼓観世
家伝釆文書の総称である｡寄託時の概算で約五百点に及ぶ同文庫の'解題付き分輯目録が本稿で'紙数の関係上'上･下の二部に分けて掲載する｡

∇分類の方針は'｢Ir道具類｣と｢ニ'軸物･巻子･短冊の類｣と'貴重文書の多い｢三'慶長以前の古文書｣との三種を
まず別目に立て'残る文書は'冊子本形態のものと書付額とに大別Lt冊子本･書付類を内容に応じて細分し'四以下に並べることにした.(下)に廻したのは'冊子本のうちの｢八'実技関係手付額(冊子本その五)｣と'書付類である｡

∇冊子本に書付頬が挟み込まれているような場合は'その書付の性質に応じて'あるいは冊子本に続けて(a)(ち)(C)の記

号を冠して並べたり'分離して書付類に加えたりした｡書付額とl括されている冊子本を書付煩の項に並べた場合もある.

∇解題はその文書の性質に応じて伸縮Lt文書名を掲出するのみで留めた場合もある｡『　』で囲んだ書名は該本の題衣等に
明記されている書名であり'｢　｣で囲んだ分は'仮称を付したり'本文中の記事を書名に転用したりした分である｡文書の大きさは､､､り単位で示すことを原則とLt M×213などの形で縦･横の長さを記した｡同じ観世新九郎家文庫の他文書を'節目番号と列挙番号を組み合わせた｢五8｣などの形で示した｡

▼目録と解題の作成は､他所員の協力を得つつ'表章が主として避当した｡
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一道　具　類

-紫調小鼓　　1個

桜花蒔絵胴｡銘なし｡調べ緒は紫色｡両皮(使用不能)を添えて小鼓観世流独特の円筒形ケース(茶色地紋織出しの布製)に収める｡胴はかなりの名品の由｡紫調は鼓名人に将軍から使用許可が与えられる慣習だったもの(二日等参照)0

2黒式尉面　一枚

近世の作｡鼻部に鼠害がある｡

3扇子　一本

金砂子散らし地に彩色高砂舞台図を刷る｡裏に｢改名御披露大正三年秋　観世真弘　(朱印)｣と刷る｡観世真弘はシテ方観世流23世清廉の弟'硯25世元正の祖父で'旧名は帽次郎｡

ニ　軸物･巻子･短冊の類

-明人友梅筆｢催花｣額　　1軸

軸の長さ1 10仰o本体は脱×3.横に｢催花｣(｢花｣は象形文字)の二字を大書Lt落款に｢大明友松為日本/観世小次郎書(朱印｢友｣)｣とある｡『四座役者目録』に観世小次郎信光の名声を聞いて友梅なる明人が書いて贈ったと言う書｡それには額とあり'もと額装だったものか｡友柿については不明｡｢催花｣の語は玄宗皇帝の故事に基づき'ここの小次郎は孫の元板では

なく'信光に相違あるまい｡
2宮増弥左衛門親賢画像(英甫永雄讃)　　1軸

軸の長さ115讐本体は5-5×2-5｡侍烏帽子･長袴･小刀姿で赤銅色の鼓桶に腰かけて小鼓を打つ役者像を画き'上部に｢諌帝菟耶催杏英/滅宮増角以名鳴/自然天鼓墓園裡/眼聴郡曇答脱声/右宮増弥左衛門親賢其讃/前南禅英甫永雄｣と讃がある.刺裏下部に絵と同代と思われる古い貼紙があり'｢此一幅官増弥左衛門親賢/法名高波月鼓墓像也/窪田日向守統泰絵之/敦賀屋四郎衛門感得之｣とある｡親賢は弘治二年(一五五六)穀o鐘田統泰は天文-天正頃の絵師で'藤兵衛尉とも称Lt謡本二百番を所持していた｡敦賀屋は親賢の弟子であろう｡謡を書いた英甫永排(文人として名高い雄長老)は天正十四年(l五八六)以後建仁寺に任した｡｢前南禅｣とあるからそれ以前の筆と見られ'現存する能役者の画像としてほ最古のものであろう｡

(a)宮増親賢画像讃点江　　l通

前巻に巻き込まれていた文書｡末に｢右讃詞ノ点註ハ建仁寺伯西堂ノ被遊ル也｡讃ハ細川幽斎ノ弟雄長老也｣とある｡
3近衛前久筆豊次夢想和歌　一軸

mx64仰の大和｡本体は3-0×5.｢観･世･彦･衛･門｣の五字を四方と中央に配し'その間に小字で｢をとたかきつゝみのやまをひこ右衛門たのしき御代とならすめてたき｣の歌を散らして書き'｢右夢想為豊次明走禿筆託　三月日　(花押)｣と奥書がある｡花押は近衛前久(竜山)のもの｡豊次が春日明神(普たは北野天神)　の霊夢によって感得した歌を近衛前久に書いて
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もらった掛物の由'家伝諸記録に見える｡豊次は天正十三年穀｡近衛前久は慶長十七年穀.表装に用いている青線地の布は秀吉から拝領した羽織の転用である由'二1 2に言う｡
4御筆短冊　一軸

軸の長さMS.失地金泥絵入りの短冊に｢吾宿の花見かてらにくる人ハ散なむ後はこひしかるべき｣の歌を書-のみで'署名は無い｡金で｢御筆｣と書いた黒塗りの箱に収めへその箱を紺地に葵紋と鱗模様を織出した布張りの幌で囲む｡徳川将軍家の誰かの書いた短冊として伝えられていたものらしく服部小錦治の書画目録に家康筆としているのが本軸らしい｡古くから新九郎家に伝来していた形跡がない｡
5林道春筆短冊　一枚

薄紫色｡｢太公一起繋霜侵三顧頻諸宕/心此道並行不相惇芦花風月　林道春(印)｣｡七言詩の末三字に自己の名を持って来た作らしい｡袋紙に｢林羅山先生筆｣とある｡

6鷹司政通筆短冊　一枚
金銀泥雲模様刷りの薄い斐紙を短冊大に切ったものに｢山露ひさかたの天の芳山あさつく日/霞たなひき春やたつらむ　政通｣とある.包紙の表に｢摂政関白太政大臣政通公短冊　服部家宝｣　とあるのは小錦治の筆｡裏に朱で｢豊照京都へ御使に罷出侯節拝領｣とあるO豊照は文政九年穀｡麿司政通は天保以後永く摂政を勤め'明治元年鞍｡

7松浦乾斎書状額　一面
17×1-3mの書状を額装に仕立てたもので'24×119望文面｢l

筆中人侯　愈無事被相勤侯事と珍重侯　先年於千住離別之後者打絶御疎澗申候　拙者例之宿病兎角不相治　加病も有之　遂二国隠居と中二相成　奉恐入侯義　乍去願之通隠居家督被抑付右御礼も無滞中上　惣髪改名迄も伺之通相済　万端無残所相整候段致安堵候　就而老為祝物軽少二侯得共掛物香箱進入之侯祝納も候ハヾ大慶存侯　頃日も不相替下屋敷江被参候哉　遠堺二而老模様も相分り不申　彼是存遁候而己二俣　老父事も次第二高年二相成候間何卒不相変御心付被下僕様頼入存候　色々申入鹿侯得共兎角頭悩執筆不住心　寓緒申残候　以上　五月十四

(破損)

日　乾斎　無(筆名)　□□新九郎殿　猶々兼而懇意之同列衆へ存出侯ハヾ宜敷伝声頼入侯　呉々も是迄格別二世話二相成侯積挨拶正二中人侯　以上｣｡観世流小鼓を噂んでいた肥前松浦藩主の興(静山の子)は天保十二年閏正月五日に病を理由に隠居した｡その直後の書状であろう｡

8寛永十八年林道春奥書観世小次郎信光画像誤　一巻
高さ2-5の巻子本｡青色布表紙｡題賓なし｡料紙中葉交漉紙｡長さ約3-0望｢道春之手跡｣と墨書ある箱入り.冒頭に｢観世小次郎画像｣と題Ltその全文を書写して返点･送り仮名･朱引を施す｡末に｢観世小次郎信光賛詞者/筆下相国禅寺長老宜竹/周麟所撰述而載之於/翰林葡窟集方今依/観世左近大夫重成之/所乞而不克峻拒遂写/之以投贈蔦/　寛永十八年季秋廿三日/夕顔奄道春/(朱印｢羅山｣(夕陽□｣)｣と奥書があり'その後に服部氏から信光までの釣書がある｡奥書のみが道春の輩と認められる｡観世大夫家から譲られたものか｡



28　9寛､竺一十年観世彦三郎元貞筆信光画像讃　一巻1　未装巻子本.高さ;-･料紙斐緒交遊紙･8を失点まで忠実に模

写したもので'末の奥書に｢右正本者前在通道春今観世左近大

?

夫　諸侍系図改之刻此事見出書アタへ則服部之系図諦鬼へタリ　信光自讃之事故予所望シテ少茂不残書写者也　軍氷弐拾笑未年　三月廿二日　観世彦三郎元貞(花押)　武州江都ニテ｣とある0観世彦三郎は観世座大鼓方o正保二年35歳穀Q
I O軍氷二十年観世勝右衛門元信筆信光画像讃　　l巻

末装巻子本.高さ1-0｡料紙斐梢交鹿紙｡前本と同じく8の模写であるが'8から直接の臨模ではなく前本に基づいているらしい｡末の奥書に｢這害者寛永十八年諸侍系図改之刻当観世左近大夫重成二道春書写遭　右小次郎健守信光老予依為先祖書写置者也　軍水廿実未年　十月十七日　観世勝右衛門元信(花押)｣とある｡包紙には｢信光讃｣と題する｡

‖延宝元年林春斎識｢小鼓紫調記｣　一巻
高さ加の巻子本｡萌黄地草模様蔵出し布表紙に｢紫調記｣と書いた題茶がある｡見返し金砂子紙o紫紐｡牙軸｡料紙は厚薬の斐紙で'裏面全体に金銀泥で雲模様などを画いた豪華な装帳｡｢紫調記｣と墨書した箱入り｡延宝元年十一月十日に六代目の観世新九郎豊重が江戸城での能に際し紫調を許されたことについて'小鼓観世家の由来'紫調の栄誉などを漢文で綴った讃詞｡末に槽書の本文とは別筆で｢延軍冗年英丑十二月/中細弘文院林学士記(朱印｢竹備(まど)｣･朱印)｣と奥書があり'道春の子の林春斎の文D長さ約5mO

(a)天保六年松浦静山識｢小鼓紫条記｣　一過

美濃紙一枚｡十代日新九郎豊綿が文化十三年四月に柴調を許された後に'鼓の弟子だった松浦静山を通じて林述斎に紫調記の述作を乞うたが'多忙を理由に辞退しているうちに豊綿が文政八年に乾した｡後嗣十二代豊紀の願いによってその間の事情を漢文体で記述した文書で'未に｢乙末春三月　松浦静山識｣とあるが'静山筆か否か不明｡包み紙にょれば｢林家より松浦家エノ復翰｣　1通が同封されていたらしいが'今はない.日の箱に同置されている文書｡
ほ享保二十年林信充識｢小鼓紫調記｣　一通

高さ2-7禦長さ3m余の未装巻子本｡料紙は薄薬斐紙o享保二十年四月七日の殿中能に八代日新九郎恭他年が紫調を許されたことを記念Lt林信充が小鼓観世家の由緒'紫詞のいわれ'歴代の紫調認可のことなどを漢文体で記述したもの｡末に｢享保二十年乙卯八月中旬　従五位下大学頭林信充識｣とある｡信充筆か否か不明｡巻子本に仕立てるつもりの清書らしい｡
ほ豆本細字観音経　　l帖

51×34の超小型の折本｡訓字で片面七行に観音経を書写したもので'奥書もない.金紙などで残量にも包み'小箱に収め'箱の題笈には｢六衛門尉信光筆観音経｣とある0古くそうした伝承のあった形跡はない｡江戸期の書写らしい｡
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三　慶長以前の古文書

-正月三日付'橋本与三右衛門あて官増親賢書状　一通
Mx捌｡土色がかった料紙を裏打｡文面｢如仰春之御慶珍蛮二院/偽明夕可参之由/祝着存候　大森新/九郎殿へもこれにて申候/小原殿へハ其方より/被仰侯へ-侯　小次/へハ可申候　返事/如何ゝ被中へく侯哉/彦六へも申開候/恐U謹言/(追奪　返u文御うれ/しく供　御見参/侯て/可申候)　正月三日　親賢(花押)　橋本殿まいる｣｡宛書の部分を切断Lt　裏返しにして右に貼り付けてあり'それには｢〆　官増弥左衛門親賢　橋本与三石衛門殿　御返事｣とある｡橋本は親質の弟子｡文中の彦六は親賢の甥の美濃彦六であろう｡小次は観世小次郎元煩か｡大森･小原は不明｡年を知る手がかりが無い｡

2六月三日付'宮増弥左衛門別賢書状　一通
～;×川｡紙の上下端を補強してある｡文面｢わさと大らへもんを/上せ申侯　何事共/御座候哉　御床敷侯/一せいはういんの内こしやう/こうと申侯人こしはやの/かこをあっけ申候/さためて大らへもんめ/くハしく申ましく侯/御六かしく候共御出侯て/わたさるゝや-にたのミ/侯へ-候　其ため計二/上せ申候　皆くへ文にて/申度候へ共　御心得候て可/給候大郎左衛門殿へよ-/-＼申度候　観又二郎こと/一たん御とうかんも侯ハす侯つる/1しはこふひんとおはし/めし侯ハんと申度侯/目出度御,(,つから可申候/恐JJ謹言　(追書　返V申

侯　越前の/ミちあキ候て御/祝着と/存侯/我らもふとくたり/可申侯　御とも可中侯/一いさ入道殿ふし三人/ほゝ殿はりけ殿/中尾入道殿たうしやう/大もり衆佐野殿/共はかこと
･′-＼くたのミ/入侯へ-候　偽われらかやと/御めにかけたく

候　茶の/湯心かけ侯へ-侯　御-たり/供へく候　あさゆふ/御ゆかしく候-＼)　六月三日　弥左衛門尉　親賢(花押)｣｡宛害を抹消した痕跡がある｡追善に｢越前の道あき侯て-｣と言うのは弘治二年(一五五六)四月に越前の守護朝倉義景が一向一技と和せることを意味するらしく'同年の書状であろ-｡奈良から京都あてか｡観又二郎は豊次の父の又次郎か｡

3観世彦右衛門あて里村紹巴書状　　1通
2-3×4O精紙を全面裏打｡文面｢此間久不面謁侯　御床敷存侯/抑御子息之御つゝみ嶋田殿にて/承候て感涙難留侯つる　都之/銘物残侯とおもひ満足任侠/在渚を不思議二任侠故一人も/名ある人出来供ハ祝着存侯/いよ　-無御油断様こと/乍憧如此候　御母儀次第/おかし-侯　尚以面可申侯　不/及御返事候　(迫書　茶湯こそ存侯ハぬ　旧友之/事侯まゝ　無詮候へ共中人侯/不知ものゝめにょきか/よきと諸道二申侯へく侯｣｡紙背左端の宛書が裏打のため不分明ながら'｢観世彦右衛門殿御宿所　隠江斎　巴｣　とある｡臨江斎は絹巴の号｡彦右衛門の子の又次郎が若年の頃の書状らしいから'天正十年(又次郎25歳)頃か｡彦右衛門は連歌をも噂んだのであろう｡

4永禄十1年十月廿日付'彦右衛門あて下知状　一通
3-0×4-0の奉書｡文面｢城州西岡最福寺落来分事割分/彼在所内



30　　百石被仰付託　除寺社本所井諸/奉公方便知　午貢詔公事物如1　先1,可致/観世彦右街門知行所被仰下也班下知加件/永禄十

1年十月廿日　散位平朝臣(花押)/散位半期臣(花押)｣｡平朝臣両人は十月十八日に将卒宣下を受けたはかりの足利義昭の沙汰人であろう｡酉岡は山城国乙訓郡'長岡の付近｡｢加先々｣と言うからそこに以前から珪石衛門の領地があって'旧餌安堵の下知状を貰ったものらしいo本状にいう百石から寺社額等を除いたのが8に言う72石であろう｡5と一対の文書｡

5永禄十一年十月廿日付∵望巾衛門あて信長朱印状　一連
1-0×415の折紙｡茎m｢西埋取視寺分/河之東西1固二任/御下知之旨可致直務侯/縦錐帯判形　前後/令弁駁上不吋有相/逮之状加件/　蒜卜l十月甘口　信長(朱印)　観世彦右織門戯｣｡織田信長の｢天下布武｣の朱印は小判盟の分.4と同午月日｡信長はこの年九月十四日に上京､骨八日には西岡青竜守成の石成主税助を鵬っている｡彼は小鼓の堪能だったと手?れ'以前から観世彦右衛門出次と関係があったのかも知れない｡

6永禄十一年十月廿四日付'観世小次郎あて信長朱印状　一通
2-5×4-5の奉書｡文面｢紐世小次郎扶助之事/一勧修寺村所t,敬在之事附醍附力/1･1g叫粟院分/一四林院分/二束紬等新介分/1叔蔵主分/1甚二郎分/右前(,以筋目被抑付之問　年頁/訪公事物等無興儀可令収納之状/如件/永掠十l年十月廿四日　｢i;長(七印)｣｡･jl;印は5LJ向,J｡この日‥=lJ利煎昭の仮御所で将軍

･:〓rf･祝賀の能が快さ-巧鵠匪小次郎元Tm.〔観世車軌)も彦右仇門
と共にHl浜したoその標に拝領したのであろう｡7に∵1.1う別猷

の目録が本状と思われる.
7永禄十1年十1月十六日付'観世小次郎あて下知状　　l通

--3×--3の奉書｡文面｢城州所々知行分㍑在寮任/当知行之旨被成御下知華　右早観世/小次郎宜致全蝕知之由所被仰下也/櫓下知如件/永存十一年十一月十六日/散位平朝出(花押)/左兵衛尉神(花押)｣｡6の朱印状の内容を将軍義昭の側で追認した形の下知状o平朝臣の花押は4の右側の分と同じ｡左兵衛眉神は神氏を称した諏訪氏の一人であろう｡当時の幕府奉行衆に諏訪信濃守･諏訪神四郎がいた｡

8十1月廿八日付'観世彦右衛門あて信長朱印状　　1通
1-2×4-0の奉書折紙｡文面｢最福等分半/分七拾弐石余/事任当知行之/日進山不望佃相/違候塊/十一月廿八日　信長(朱印)/観世音iI衛門｣.伝長の｢天下布武｣の朱印は､5･6とは擢い'日の分と同じ-蟻蹄形のもの｡年代も5よりは托'日に近い頃(元亀末)の文吉と思われるO　この文書にt.lIう七十二石と､26の八十二宥(聖霊戊･西院触)との関係は不分明｡

9五月十三口付'観世小次郎元頼書代案文　一通
訳7)(3-5の粗末な楯紙o H部に｢御八之アンモン｣とあるのは後人加筆らしい｡文面｢上醍醐斗戒光院寺徹之TE/御鰐雪在之所ハクリッホ-甲=i地同/艮賢越後両人存知之所東/落合　合的所之杭　中川八郎右総門撃/融ことハり代山峡　嘩桝所被仰候問相/需巾侯,nL禦げ､-望嵩･1.1-1山　乱･L=叩別院　此山たいこへ可/被仰渡候　為不利此伏　PL11 1,㌢箪言/五月十三日　餌付小次郎元頼(花押)/津日金'･iL桁門喝/坊喜三郎似繁.こ｣ ｡元似自筆と
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認められるが､花押部分は‥獣抹してある｡勧修等雨に鮪地を得た後の紛争に関する文書らしいから'元亀元年頃か｡中川･津川･坊については不明｡紙作に｢榊円空状　同此方よりの安と｣とあるのも元掛白蟹であろう0

1 0七月十三日付'観世小次郎あて木下蕗菩郎秀吉書状　一遍

奉書風の懐紙(2-5×4)の両面に書-｡茎仙｢御耗敷折節御状/本望候　如仰今度者御/下殊永U御逗留候つるニ/何事之遊山も御大候ハす候/然共上慌ての御什合共/能候て於我等満足候御/帰路1二何と哉らん/あやまちさせられ侯よし/申候　無御心元侯処-るし/からす御渡供出　これ又尤候/就中勧修等郷両人/事承侯　抑藤右衛門新/紙うつし給令披見侯/無是非儀候　宏空言/7園無其沙汰候つる　様/駄あひきわめ迫的可申候/次すき袋如書状送籍/祝着中候　猶期釆信之時候/恐く謹言　(迫書　猶以彼両人事一団/不存候つる　掛供旨意得/中侯　何篇追而可申入院/文相紛之事慌て使者御帰院/無御心元恢)　七月十三日　華古(花押)　品aLB)ノ√　木藤　秀吉観小次さま御返報｣｡勧修寺郷に関する小次郎からの書状への返答｡日がこの書状の結果らしいから'元亀二年の書状か｡岐阜からの発信らしい｡｢囲藤右衛門折準っつし｣とは7の写しかo秀書の花押は16と同じo秀吉が木下献吾郎から羽柴姓に変ったのは天正元年｡親しさの現れた文言ながら'恐らくは右筆書であろう｡

目元亀三年正月廿八日付､観隼小次郎あて信長朱印状　一過
1-7×糊の奉書折紙の両面に苦-｡文面｢勧修寺郷之事一/同

ニ吾分二被下之旨/御下知明白候開架/印をも追侯シ　三調放状も/令l見仮/然扶ハ､三周かたより/竹木を申懸家来/杏構人夫を狭ニ/申付候由　太不可然候/共通三調へ具申/送之粂　不可有異/儀候　政所をも早く/還住尤候　地下へも/可巾測候　向後者/新以彼郷内ン毎等/をも英二可任覚悟/事簡要鉄　柵状/如件/先皇ra　正月廿八日　信長(朱印)　観世小次郎殿Lo　文中の三捌は幕府御部屋衆三捌大和守藤英･同弥四郎秋豪父子であろう｡両人とも足利義昭に隼え､山城大法寺坂を徹し'本状翌年の天正元年穀｡信長の朱印は8と同じo

ほ元亀凹年六月廿八日付､観世彦右衛門あて荒木村歪書状　1通

焼些一つ折(1-1×4)｡文耐｢鳥義之内/有富名半分/事　為合力/可進之恢　無詔/役等望月領知侯/恐く謹言/元亀二二六月廿八日　荒木信濃守　村歪(花聖　観世彦右裾門殿御摘所｣｡荒木相室は初め信濃守'この年七月頃から摂津守｡信長に協力し初めた直後の書状｡右筆書｡
1 3九月廿五日付'中川清秀書状写し　一迫

懐紙二つ折で1 -oX聖文面｢観世彦奉仙門知/行分之儀　荒摂/被申付候問　筋目/を以可為共分候/貴様百姓中/此通可中村仮　想U/聾tロ/九月廿五指　轍　満秀在判　北但警供㌔｢荒摂｣は荒木摂緋守(村聖に相違ないから'｢瀬活秀｣は村盃の家来で茨木城主の中川瀬兵聖的秀｡｢北巴も証かの略称であろう｡1 2に付随して出された文書らしいから'同じく天正元年(元亀四年)の文書と思われる｡｢在判｣とあるが当時の文書｡活秀から写しを彦右裾門に送付したのであろう｡
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1 4九月廿六日付へ辻玄照あて高助irt: +書状　　1通

粗末な懐紙二つ折で1-5×3.文面｢観世彦右砧門当/知行　従上様/被仰下侯問早ゝ＼/此夫二可被引渡侯/新儀ハ肖此方/近日上便可差下/候問可英之r　=　一/謹言/九月廿六日　高助左実(花押)　辻玄照(右に｢岩田五郎左衛門殿｣､左に｢木下二

つ･,

郎兵衛殿!‖∪)御宿所｣｡相の翌日付であり､同じく天年.g年の文書らしいo高助左･辻玄照らは荒木や中川の配下であろう｡彦右衛門が利重から与えられた知行所の旧所有者が辻か｡

1 5極月廿三日付'ホ伊あて荒木摂津守村重書状　　l通

粗末な懐紙二つ折でt m×4.文面｢於鳥養観世/彦右肘門二申付候/知行無役二/申付晩　堤料以下/可除之族　此旨彼/在所へ喋可申付侯/恐,J謹言/極月廿三日　摂　村蛮(花押)石伊まいる｣｡1 211 4と同じ-天正元年の文書であろう｡花押は1 2と同じ｡石伊は村重配下の人の略称｡

1 6天正拾年三月九口付'観世彦右衛門あて羽柴秀吉折紙　一過
1-0×5-0の折紙｡文面｢為合力知行/百石之事　以/播州之内遣候/全'?有憶知者也/天正約　三月九日　羽柴筑前守　秀詰(花押)　観世彦右桁門入道｣｡秀吉は大正八年に三木城攻略後に播州の地を領していた｡花押は1 0と同じ｡当時は織田信長が健在であり(六月穀)'この百石は山城の七十二石(9の分)とは別の'秀吉個人の合力であろぅ｡

1 7天正十一年九月十日付､観世宗拶あて織田信雛折紙　一遇
二つ折にしてmX5-6の大版の厚英紙o文面｢北伊勢三宙蔀/以智積之内百疋/令扶助託　全/可知行状如件/天正†〓!lL九月十

日　信姓(花押)　侃聖パ捗｣｡花抑ド…旧情姓のものに棋聖仏い.宗拶は孝lG衛門の法名｡天正十一年八月十五口に瀧川一益が秀吉に降り'北伊勇も純Fm信雄竃とtLはつた｡その向後の丈書であり'秀吉の意向を受けての合力と思･tF;九る｡

1 8極月七日付'観世彦右術門あて杉原家次書状　一過

懐紙二つ折(1-1×聖の両面に書-｡破損やや激しい｡文面｢其

7●

方聾墜敷シフ′事　就南禅寺塔/頭慈恥.土院倖　去年/之地子通納所にて/当七月以来難/渋之段不謂儀侯問/秀吉吋申達之通/臼彼御寺訴訟二俣/如何ソ拓木口哉　如前々/急度被相済吋然存候/仰被申候分於在之者/吋亘.口上侯　無其雌/於被拘置薯不被相届/儀候　速`叫被口約慌′′為其令暫院　恐JJ謹言/極月七口　杉噴七郎左衛門山　家次(花押)　観世l湛右衛門入道股｣｡杉原家次は天lE十年八月からや年五月までの京都牽け｡その間の文書であろうから'大正十年に相違あるまいo

柑七月廿l日付'観牡宗拶あて増州民盛折紙　一通

奉寧一つ折で1 -9×4 0文面｢非力屑星敷/地′十十七佑御免/許之再秀吉被/仰出候　可彼成其/意供　恐く笹言/七月廿一日増m仁右的門　長盛(詑押)　観世宗拶嘩下｣｡増は長盛は後に豊臣家五奉行の一人｡その頃は右衛門川と称し'花押も本状とは少し違-｡五奉行以前に秀吉の沙汰人的地位にあったものか｡1 8に｢当七月-｣とあるのが本文書と関係あるとすれば'天正十年の文書である｡

20増附長盛折紙写し　　1過
料×純の折紙｡1 9の写しであるが､同代と思われる古い文書｡
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19に基づいて地代を払わずにいた所へ18の文書が出されたために'本書を証拠として提出したものか｡

2 1天正十三年七月二日什'観世又次郎あて中川秀政折紙　　1通
1->ハuS｡｢以上/鳥養之的有留分/半分之俵任代々旨/観世又次郎方へ避候/全吋知行候/恐JJ笹言/天正拾参年七月二日中川藤兵衛最　秀政(花川:I)　観世又次郎殿御宿所｣｡中川秀政は13の:=秀の長子o産右肘門宗拶はこの年の八月九日穀｡その直前に又次郎が相続したらしく'それに伴なって'12の旧知行を安堵した折紙0

22七月十四口付'今井周防守獲戊書状　　l過
料太な懐紙の二つ折で1-1×弼o文軸｢観世九二郎方知行/分事家三間地/子銭事　た□口へ/申開ニロ如当知行/無別儀可被納所巾/候条可被其意得候/忠,,謹言/七月十四日　今井周防守講房(花押)　道正公･鳩尾殿･石川殿御宿所｣｡　今井溝房は21の中川の配下か｡九二郎は又二郎の誤写であろう｡21と関連する文書で同じ-天氾十三年と思われる｡

23天正拾四年九月三口付'観世又次郎あて豊臣秀次折紙　一通
1-0×50文面｢以上/為扶助/五捨石氾候/者也/天正拾四九月三日　孫七郎　秀次(花押)　観世又次郎とのへ｣｡秀吉とは別に養子の秀次も又次郎に扶持を与えていたことが知られる｡

24大正十九年九月一日付'観世遺叱書状控　一通
3-6×5-0の奉書o書状の案文か控らしく文面｢今度継_∃之御朱印出不申付而/賀茂西院両村之内合八拾弐石之分/当物成預り申候　霞的御朱印出不/申候ハ､右之八木急度返進可申侯/為

其如此候　以上/卯九月一日　観世道叱　金子八郎兵衛殿まいる｣(以下､同文を繰返して書いてある)｡遺叱は又次郎の法名｡金子は豊臣家の役人か｡又次郎自筆文書と認められる｡26の発行が遅れたための文書らしい｡卯年は天正十九年｡

25天正十九年九月朔日付'金子八郎兵衛折紙　一過
1-0×5.文面｢以上/観世又次郎知行/当納無相違可/柑納仮少も異俵/有間数候　為其申/越侯　以上/卯九月朔日　金八良兵(黒印)　西賀茂･西院　両村百姓中｣｡24と同日付であり'朱印状未出を理由に両村百姓が年貢を収めることを怠ることを避けるため'24と引き替えに金子が25を又次郎に与えたのであろう｡黄色の包紙にも｢西賀茂･西院　両村百姓中｣とある｡

26天正十九年九月十三日付'観世又次郎あて秀吉朱印状　一過
二つ折で2-9×6-0の大版の檀紙｡文面｢山城国西院内五石/六斗土居内減分TTB/畠替　西賀茂内本知/残分七拾六石四斗　合/八拾弐石事　宛行之/託　全可領知侯也/天正十九九月十三日

(朱印)　観世又二郎殿｣｡　朱印は確実に秀吉のもの｡24に言
ぅ｢継目の朱印｣がこれであろう｡父が穀して天正十三年に家督を嗣いだはずの又次郎への継目朱印状の下付が遅れた理由は不明｡表下部に｢観世又次郎｣とある包紙も当時のもの｡

27五月十三日付'観世大夫あて秀頼内衆書状　一過
二つ折懐紙で1-0×4-5｡文面｢以上/今度大明神/御祭礼之御能二/弥右脇鼓令/難渋不致候段/御同名又次郎/内府様へ直訴二院/依之又次郎召/連早く可罷出候/御尋被成従者之/加法度可被仰付/旨御託二候　有御/心得早u御参尤候/委曲面を

..･ -==HT‥‥;"1日.-;..-.L -‥A.EJEH.I.Y;_ ".;=T..日.=日､.日日1｣　IP
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以可申候/恐u謹言/五月十三日　山口左入　道阿(花押)/江雪斎　□成(花押)/観世大夫殿御宿所｣0　山岡道阿景友と岡野江雪斎融成は慶長四年頃に豊臣秀頼の内衆'五年以後は家康の側近｡文中の内層は徳川家康｡家康の内大臣の期間と豊国大明神祭礼との重なりを考えると'慶長四-七年の間の書状｡観世大夫は九世の身愛｡文中の弥石は観世座で宗拶から遣叱の代まで脇鼓を打った弥石与四郎｡
28五月十五日付'観世又二郎あて藤堂高虎書状　一通

懐紙二つ折でmX5-6｡文面｢三石街門上慎二付而令/啓供　連々如申此者之/鼓弥指南棺人中侯/仇其方子共弥切ミ/出入侯様尤候　如在中/間数侯　能乱舞於/有之老人を可進之候間/可被越候　文江戸駿河/にて猶以用之事侯老/可被串原　不可有疎意候/恐u琴言　(退書尚u杉原五菜/諮自之手樽一進之候/以上)　五月十五日　藤和泉守(花押)　観世又二郎殿御宿所｣｡藤堂高虎が和泉守になったのは慶長十l年九月以後｡又次郎が逼塞して京都に住んだ頃の書状らし-'慶長末年頃であろう｡
29文明十八年筆弓法聞書　一遇

2-0×純の相紙一枚｡冒頭に｢文明十八年五月三日/近江国,,,マンシ二テタカノフソコトノニーイ申侯事｣とあり'主として弓に関する故実15ヶ条を書き並べる｡原本と認められ'観世新九郡家文庫中の最古の文書｡多賀豊後守は室町幕府に仕えた武家礼法の家｡
甲水正八年奥書信光伝書｢声ツカウコト｣　　1通

高さZP長さ約1-5mの薄葉斐紙のl通｡冒頭に題記し'末尾に

｢永正八年卯月十六日　信光く｣とある｡自筆ではな-室町末期の転写であろう｡前半は片仮名'後半は平仮名が主体｡一調二機三声論や同音の付け方などの謡伝書｡
3 1天文十一年奥書官増弥左衛門伝書　　l通

高さ1-7｡料紙蒋薬斐紙で'長さ約2m.法会之舞乱拍子の分かち'その他鼓の基本的心得を説いた伝書.末に｢天文十l年極月十日　宮増弥左衡門　親賢(花押)　観世九郎殿参｣と奥書があるが'室町末期頃の転写本らしい｡観世九郡は彦右衛門の初名で'当時18歳｡中道論なども見え'信じ得る内容｡

g3享禄三年奥書能伝書　　l冊

袋綴の横木o EcY,×脚｡紺地草模様織出し布表紙｡見返し金銀切箔散らし｡料紙は粗末な格紙を裏打｡墨付13丁｡片仮名書｡式三番次第･十二月往来･能謡の起原･宿神説･ワキノシテノ風体ノ事など'興味深い内容で'末に｢享禄三年二月吉日｣とある0享禄三年(一五三〇)筆の原本か転写本か不明確｡
33慶長頃筆｢音曲盲首｣　　一冊

袋綴の美濃本.2-4×脚｡紺表紙.金泥模様入り題叢｡料紙は拷紙で墨付六丁｡百首の音曲道歌(通常流布のもの)を連ねた末に｢右此詠観世音阿弥作也/大歳九郎能氏在判｣とある｡江戸初期の写本｡

34｢液応答長俊授息書｣　　l冊
袋綴の大本.3-0×2 0黒表紙｡題茶剥離｡料紙稀紙.塁付十丁｡｢永正拾年二月十四日　坂戸四郎権守元正(花押)　観世弥次郎殿｣と奥書ある伝書と'｢天文二二年六月十一日　観世弥次郎
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長俊(花押)　観世小二郎殿｣と奥書ある伝書を'軍水十八年に椙世勝右衛門重俊(後の元室が合写したもの.両書とも新九邦家伝来の書物の串など'後年加筆と見られる注記の額が多くへ寛文二年八月十八日に宗与(元信の法名)から観世長吉に譲る旨の相伝識語もある｡内容はヮキ方の伝書｡観世弥次郎長俊の説そのままとは限らないようである｡

35新九郎流小鼓習事伝書　一冊
袋綴の半紙本.捌×Z.表紙脱｡料紙は相続.本文墨付44丁｡官増親祭↓観世宗拶Ⅰ観世道叱-観世宗冶(豊勝)と伝来した書を観牡物量ハ衛豊俊(四代豊勝の子o別家初代)が書写した由の奥書がある(正保五年間正月廿日の書写)｡関口置鼓･道成寺蘭雅子･法会之舞･獅子･像法･白拍子など'秘事に属する事のみを集めた小鼓伝書｡道叱･宗治の説もかなり混じるが'興味深い内容で'江戸後期の鼓手付類にも大き-影響している｡

36室町末期筆謡本｢篠梅｣　一冊
袋綴の半紙本.217×1-5｡背表紙の車上に朱色題釜｡料紙は薄手の交漉紙｡内題なく片面七行｡朱の節付は観世流｡奥書はないが'天正頃の謡本と認められる｡

訂江戸初期筆謡本｢女郎花｣　一冊

綴菓袋.大型半紙本｡2-7×川.背表紙.金泥絵入り題香｡料紙は厚葉の交漉紙で'墨付十丁｡内題な-片面七行｡奥書なし｡観世流江戸初期の節付で'朱や青で後人が細かな直しや振仮名を加筆してある｡

38観世小次郎元頼筆弱法師曲舞　一通

裏打した精鉄一枚(獅×4)に弱法師のサツ･クセのみを書き'観世流の節付を施す｡奥書はないが'包紙に｢小次郎元析之筆｣とあり､信じ得る伝えのようである｡

39天正十三年八月十日付機外宗拶禅人下火語　一通
裏打した粗祇一枚(捌,J4)｡同年八月九日に照した観世彦右衛門宗拶をダビに付した際の法語｡大徳寺明淑和尚筆の巾を他文書に言う｡

40天正拾三年城州愛宕郡西賀茂村検地帳　一冊
仮綴の美濃本｡2-7×1-.共表紙に題記や｢天正拾三年　拾月吉日｣の年記､｢勧世又二郎｣｢山口次左衛門口ロ｣の名'割印などがある｡椅紙で全八丁｡末尾に｢都合八拾弐石(黒印)　天正十三十一月晦日　山口次左衛門｣とあり'観世又次郎の領有地の検地帳｡
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四　版本の類(冊子本その1)

-古活字本｢謡之抄｣　一冊

仮綴の大本(gsnx212)｡後補佐裏紙｡文禄年間に編まれた最初の謡曲注釈書たる謡抄の台林木(または同版本)から'金札･御裳濯･皇帝二二咲･歌占･石橋の六番分を抜き出して合接した本｡後表紙に｢右六番之抄ハ謡紗百番之外也　謡曲拾菓抄訳増抄話語須知等ニモ右六番之抄ハ無之也　困慈秘蔵可致也　慶応三丁卯年七月十日　観世豊成｣と識語がある｡豊成が家蔵の揃本から六番を抜いたのではなく合綴本を入手したのであろう｡全体に朱引と墨筆による振仮名が施されている｡本冊所収の六番には｢台林刊行｣の刊記が無いが'版式から見ていわゆる台林木に相違ない｡台林木は元和頃刊行と推定される古活字本｡

2軍水卯月本｢景清｣　　l冊

袋綴の半紙本｡l番綴.後補茶色表紙｡長形書題箕.寛永六年卯月の奥付(刊著名なし)がある｡観世流謡本として著名な版本で'流布も広い｡架で出し･粒付･手付を書き入れる｡
3万治二年刊晶あいの本』　幸二冊

袋絹の中本C-xl)｡黒表紙｡長形刷題叢｡上冊には｢高さご｣以下27番へ下冊には｢うこん｣以下29番'計56番の間語りを収め'下田末に｢諸鐙｡山本五兵衛捌開板｣と刊記がある｡下僧後表紙に｢右問之本式冊者天保三辰年五月求之　芝　観世氏｣と豊成の識語がある｡目録内題は｢うたひあいの本｣｡｢百

井文庫｣の蔵印がある｡間狂言の版本で年記のある本としては正保四年本に次ぐ本｡
4寛文元年序『訊増抄』巻一　一冊

袋綴の半紙本(2-5×1-0)｡水色表紙｡長形刷題茶｡加藤盤斎著の全十二冊の謡曲注釈書の第一冊のみ｡序･訊増抄大意･能作者付(能本作老注文)等｡
5正徳五年刊『歌舞名物同異紗』　　上中下　三冊

袋韻の美濃本(2-6×～E=)｡打出し模様入り茶色表紙｡長形刷題等
(下冊剥落)｡下冊に奥付があり'｢正徳五年正月五日　京師書

琴谷口七左衛門｣の刊行.｢猿楽｣に関する古記録を集めて考察した竹田権兵衛広貞(金春流能役者)の著｡
6元文元年序『高砂増々抄』　　乾坤二冊

袋桜の美濃本(胴×捌)｡青表紙｡長形刷題茶｡奥付がないが'上冊の自序の末に｢元文高年元年　千秋之初秋　播州高砂　漁甫迂台題｣とある｡上冊は｢高砂増々抄　乾｣下冊は｢増々抄付録　坤｣と題する｡謡曲高砂l番の詳細な注釈書で'乾坤揃本は伝本が比較的少ない｡保存のいい美本｡

7宝暦五年仲春山本長兵衛刊｢式三番｣　一冊

袋綴の中本｡黒表紙｡長形刷題賓｡奥付あり｡

8宝暦九年刊『乱舞排』　　上中下　三冊

袋綴の半紙本｡水色表紙｡長形刷題茶.内題は｢和楽桝｣o　溝口敬明著の故実研究書｡下冊末に｢宝暦九己卯歳六月吉日　浪花吉野　心斎橋筋呉服町角　岡田三郎右衛門｣と刊記がある｡

(a)豊成筆｢乱舞弁目録前書｣　一通

8に封入｡天保十四年に同書を入手したイキサツと読後感｡
9宝暦十四年抜『謡曲閉言解』　一冊

袋鐙の中本(2-9×ー).薄茶色表紙｡長形刷題策｡見返しに｢木田六右衛門撰｣｢平安寮畢　本屋清八･銭屋忠兵衛発行｣などとあるのTiで奥付なし｡末尾の紋文には｢宝暦甲申美春　平安木田為邦識｣とあり'宝暦甲中は十四年o莫春は三月｡宝暦十年刊の潮海茂兵衛著『泰曲正名関言』(全三冊｡能･謡曲の概説書)の注解書で'著者の木聖ハ右衛門為邦は潮海茂兵衛の弟子｡内題や版心には｢秦曲関言上解｣とあるが'中･下に相当する分は刊行されずに終ったらしい｡

1 0明和二年刊『二百拾番謡目録』　　l冊

袋綴の美濃本(2-2×禦｡濃紺表紙｡千鳥模様刷長形題茶.十五世観世大夫元章刊の明和改正謡本の日録で'序の末に｢明和二

観世新九郎家文庫日録(上)

乙酉年四月五日　観世左近泰元葦｣とある｡｢二百拾番謡目録･独吟八十五曲目録｣合綴本　一冊前本と同じ本と'明和改正謡本の一部である｢独吟｣の目録とを合綴した本o前本と同装ながらへ刷題実を一つ並べて貼ってある｡明和本｢独吟｣は全九冊で'その内の一冊が目録｡謡本
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と独吟の両目森を合綴したのは所蔵者の便宜上のこと｡
1 2明和二年刊『九視舞』　一冊

袋縁の美濃本｡表紙脱(もと布表紙だったらしい)｡明和改正謡本の一部たる｢九祝辞｣(翁や立合の望早九種を集める｡クツユウプと呼んだらしい)の刑.奥付に｢明和二年乙酉林鍾　御書物帥　日本橋聾芋nI　出芸等和泉縁(朱印)｣とある.出雲寺は

幕府御用書琴o
1 3明和二年刊｢木賊｣　一冊

明和改正謡本の習十番の中の一冊｡10と同装｡奥付なし｡
1 4明和九年観世大夫元章刊『習道書』　一冊

袋綴の美濃本(2-1Xt)｡丹表紙の中央上部に長形刷題茶｡序の末に｢明和九壬辰八月九日　観世左近秦元章(黒印二個)｣とあるのみで奥付はないが'明和九年中に刊行されたのであろう｡世阿弥伝書の江戸期の唯一の版本｡観世元章が家蔵の写本に基づいて校訂Lt私家版として刊行した本と認められる｡座衆の一部や高弟のみに配った書らしく伝本が極めて稀で'観世座
関係の旧家から出た本二'三種の存在が知られている程度である｡すこぶる保存のいい美本｡

1 5｢群書類従巻第三百六十三｣　　1冊

袋綴の美濃本.布目入り黄土色表紙o題箕なし｡｢遊戯部五｣の巻で,洛陽田楽記･文安田楽能記･乳河原勧進猿楽日記･異本札河原勧進申楽記･粟田口猿楽記を収める｡塙保己一にょる群書額従の刊行は安永八年から文政二年まで｡
1 6文化十三年｢勧進能興行場所全図｣　　二枚

2-5×410の二枚で1組｡淡黄色刷o文化十三年に江戸幸橋門外で催された観世大夫清場の勧進能の興行場図｡｢真観｣印があり'観世大夫家蔵版と認められる｡
1 7弘化五年『勧進能興行場所之図』　一枚

mxs｡多色刷りl枚物｡弘化五年の宝生大夫友子の江戸筋達橋門外での勧進能の興行略図｡左下に｢応需英泉画｣｢宝生蔵

巨L訂rLトヒ.ら



38　　版｣｢開板所　日本籍瀬戸物町　文化堂喜三郎]などと刷る｡袋入01

1 8｢南都薪能興行図｣　一枚

鰯×5-5のl枚物.興福寺南大門での薪能興行図.上部に薪能の由来などの説明があり'左下には｢校本南都北魚星西町　いせや庄六｣とある｡江戸後期の刊行であろう｡以上の1 6･1 7･1 8は冊子本ではないが便宜上ここに並べた｡

1 9革氷頃刊富山藩主蔵版『武楽見聞抄』　　l帖
1-2×65の小型折本｡濃紺表紙に薄朱色題琴かある.曲趣別に宝生流の曲名を列記Lt種別ごとにそれぞれ見処･聞処を掲出した形の宝生流伝書｡末尾に｢右五百帖柳令活版畢余老尚倹他日云網　七宝連｣と刊記めいた文がある.首都に豊成筆の貼紙があって'｢此武楽見聞紗ハ富山松平長門守様/御蔵板ニテ革氷五子年七月十三日御同人様御付鈴木権佐より到来｣とあるので'本書の素姓が判明する｡｢富山｣とあるから｢長門守｣は｢出雲守｣の誤りで'宝生流を窄んだ富山藩主前田別保(弘化三年隠巧安政六年撃が自身で編み､身辺の宝生流愛好者に配布した本と思われる｡刊行は別保在職中かも知れない｡貼紙の鈴木権佐は嘉永七年の武鑑にも富山藩の組頭として名が見えている｡本書の版下書体は'『天締賢』(てつけ)と題する宝生流型付(全五冊｡横木)と明らかに同筆であり'『天津賢』もまた富山藩主の私刊本だったことが推測される｡天保十五年奥付の宝生流横型謡本(全二冊)もまた富山庚と通称されており､前田利保の刊行らしい｡稀親本｡

20十番合綴喜多流謡本　一冊

袋接の半紙本｡茶色表紙｡御裳濯･関原与市･飛鳥川･鱗形･葛城天狗･枕慈童･愛宕空也･水無痛･土車･寵紙王の十番を合綴｡御裳濯のみ安永五年版'他九番は文化三年板｡未に｢弘化三丙午年正月良辰　豊成｣と墨書｡喜多流の稀曲を集めた冊らしい｡御裳濯･飛鳥川･鱗形･葛城天狗･愛宕空也･水無瀬には鼓の手付を朱で書入れてある｡左記の三点の文書を封入｡

(a)天保八年豊成筆'鱗形書付　一通

二月二十八日の本丸演能(大平大･豊紀)の際のメモ｡

(･B)慶応三年豊成筆'葛城天狗書付　　1通

七月二十四日喜多稽古能の際のメモ｡イノリ手付など｡

(C)慶応三年豊成筆､水無瀕書付　一通

十月二十l日喜多稽古能の際のメモ｡塑付に近い｡

引正徳六年奥付観世流五番綴本　　l冊
大型半紙本｡観世水模様打出し藍色表紙｡横型刷題叢｡正徳六年弥生山本長兵衛刊行の奥付があるが'安永以降の後刷本｡全二十二冊百十番揃本の端本で'難波･兼平･千手･卒都婆小町･紅葉狩の組｡豊口の朱印があり'全曲に朱･青･墨で直しが書き込まれているが'鼓の手付は無い｡

22観世流謡本｢弱法師･恋重荷｣　　1EE
半紙本｡青表紙.長形害腰衣には｢弱法師｣とのみあるが'恋重荷を合綴.奥付は無いが'弱法師は天保十一年山本長兵衛本で'直しと鼓手付を書き込む｡恋蚕荷は天明新十番本と同版で書入れは無い｡｢豊成｣の印がある｡

23観世流1番緩謡本　三冊(鞍馬天狗o定家｡東岸県士)

139　観世新九郡家文庫目録(上)

半紙本｡薄茶色表紙.長形書題茶.三相とも奥付がないが'2と同種の山本長兵衛本｡李膏二塁で直し宝買込む｡定家の末に朱印で｢観世｣　｢豊照｣とある｡

24-3 1江島伊兵衛刊明治期宝生流謡本
以下八積は,奥付のない本もあるがすべて明治期の江島伊兵衛刊の木版本｡服部小錦治が武田氏･堀川氏に就いて宝生流の謡を稽古した際のテキスJ･で'各種の書込みが多く｢黄邸｣｢催花堂｣｢服部文庫｣｢服部蔵書｣等々の蔵印がある｡五番綴本のものを一番綴本に転用したりして表紙はみな後補のものoすべて半紙本｡

〔讐薄茶色表紙一番綴本　七冊

芦刈o井筒｡女郎花.国柄｡絃J1.蝉丸｡松風.各冊の末に､宝生九即の版権免許と江島伊兵衛の版権所有を示す二個の朱印
(木印)を押捺する｡江島の住所は日本橋通四丁目十番地で'同

人発行の宝生流謡本では最初の本｡

〔LnN]自薄表紙三番諸本　　l冊

満仲･九世戸･西王母｡奥付の頬なし｡

〔m誓茶色表紙二番綴本　一冊

大仏供養･大原御幸｡表紙は江島刊の五番綴本の転用｡24と同文の二個の印がゴム印になり'かつ江島の住所が八番地に変更されており'24よりは後の発売の分｡

〔27〕日清表紙一番綴本　一冊

江口｡末尾のゴム印は前本と同じ｡

〔讐自厚表紙1番綴本　二冊

鵜飼｡班女｡前本と同じゴム印を押捺｡

〔gSj明治三十六年奥付'自厚表紙一番綴本　四冊

葉上｡善知鳥｡望月｡紅葉狩｡前本と同装で'｢明治三十六年六月五日分冊発行｣という江島伊兵衛の奥付がある｡

〔53]明治三十六年奥付'茶色表紙一番謎本　l冊

求塚｡前本と同奥付｡装幌が異なるのみ｡

〔31〕渋表紙改装混綴本　十九冊

前本などと同種の一番本を合綴した本で'四番綴から八番綴まであり,五番本の表紙に渋を刷き'黒題茶に金色で曲名を書く.内組の曲と外組の曲が混じ'総計一三番｡但し桜川が重複する｡使用者小錦治の書き込みが多い｡
32明治四十四年椀屋謡曲書砕刊石版刷一番綴本　十三冊

綾鼓.雲林院.清隆｡絃上｡絃上o高野物狂｡住蓋絹｡誓願寺.錦木o野守｡二人静･六浦｡夕原｡各冊｢夕榛之巻｣などと題した布貼り鼠色表紙･石版刷の謡本.全冊に奥付があり'｢明治四十四年十月五日発行｣の本｡
33大正四年椀屋謡曲書慶刊石版刷一番綴本　一冊

誓頗寺｡前本と同装･同版･同奥付ながら'奥付年記の末尾に｢大正四年三月発行｣と米で刷り加えてある｡
34大正初年刊石版刷和泉流狂言本『狂言集』　一冊

仮綴半紙本.付加表紙に題記o奥付なし.石版刷の狂言本で､従来知られていなかった珍本｡胆物･仏師二一九十八･舟ふな･狐塚･柿山伏･萩大名･姻牛･井杭･寝音曲･芥川･吃･酢

苧かねのねの十四番を合凝しているが'本来は一番ごとの本



細　らしい｡内容は明らかに和泉流.明治末に盛岡で版行された石1

版刷和寒侃聖日本と感じは似るが別版｡野村万蔵氏の御教示にょれば'本書の書体は､もと鷺流狂言師で明治末に野村家の厄介になっていた日吉市之助の手に成る同家蔵の宗狂言六義』と同筆であり'また野村万斉は明治44年から北海道へ狂言教授に出張しており'函館や札幌で'主として鉄道関係者に教えていた｡恐ら-はその時の教授用のテキストとして'皇昌之助筆の本を石版刷で刊行したもので'大正初年頃の本であろう,とのことであった｡本書に蔵印を捺している服部小錦治も一時鉄道に奉職していたから'恐らくはそうであろう｡

35大坂足長四郎刊『嘉永四辛亥ti=』　　l冊
袋鐙の小型本o印刷表紙｡冒頭に｢江戸照開板所　大坂星長四郎｣とある｡

五1観世勝右衛門元信筆『四座役者目録』
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五　能楽史料の類(冊子本その二)

-観世勝右衛門元信筆『四座役者目録』　　幸二冊
㍑×21-の大本｡料紙は緒紙.原裳は共表紙を添えてコヨリで綴じ,背の部分に紙を貼って補強したのみの仮綴本｡｡ヨリが切れ,バラバラになりかかっていたので､近時'金縁色敏子表紙と角裂を準えて袋綴忙し'幌に収めた｡新九郎家五代目の元信が,観世与左衛門国広編の『四座之役者』や'家伝の書物'自己の見聞などに基づいて編んだ能役者の伝記集で'能楽史料として著名な書の著者自筆原本｡上冊は｢四座役者目録　上｣と題し,全41丁｡下冊は｢近代四座役者目録　下｣と題Lt全77丁｡上･下とも'正保三年極月の観世勝右衛門元信名義の奥書と,承応二年正月の休斎宗与(元信の隠居名)名義の奥書とがある｡正保三年竺応成立した後に'増補J訂正を加えた跡が顕著で,頭書や行間への書入れが多い｡承応の奥書は実子の観世長吉宛であるが'長吉はこの年に生れており'後に宛書を追記したらしい｡朱筆振仮名･朱引の塀も多い.本書に基づ-多-の転写本が作られており,田中允氏校訂の晶四座役者目録』(わんや書店｢能楽史料｣第六編)も転写本に拠った都印であったが,昨年(昭和50年)本書を参照した改訂版が出されている｡

2江戸中期筆『四座役者目録』　　幸二冊
捌×2-7の大本.袋綴.茶色表紙｡長形題算に題記｡料紙は交塵紙｡前本に基づ-転写本で'書写関係の識語がないが(二冊と

も末丁の半分が切除されている｡そこに識語があったらしい)'江戸中期の写本らしい｡原本の頭書は'本文の末に｢頭書日｣と注して連ねる形｡6の豊成の付記に'観世勝次郎畳表家伝来の｢四座役者目録｣を死後に取り上げた中空冒｡恐ら-本書か次本であろうが'本書の可能性が強そうである｡
3江戸末期筆『俵楽者目録』　　上下二冊

袋潰｡2-1×EO格子模様入り背表紙｡長形題叢に題記｡料紙は薄薬紙｡本書もーに基づ-転写本で'原本の頭書をも本文の未に注なしで書き続ける形｡両冊とも末に｢文久三突卯年仲夏良日　豊成(朱印)｣と奥書があるが'槽書で書かれた本文は豊成とは別筆らしい｡但し江戸末期の写本であろう｡
4江戸中期筆『古今四座役者井白人芸者記録』　一冊

㍑×川の大本｡袋綴.茶色表紙中央の題茶に表記の如-題するが,別に｢役者記録｣とも墨書がある｡薄手の料紙で'墨付1-1丁｡四座役者目録の異本と見なされる害｡-に基づきながらも'古代(上)と近代(下)を一緒にLt座は観世･金春･宝生･金剛'その他の順に'役は大夫･脇･小･大･太･連･狂言の順に統一し,記事にも手を加えたり前後させたりして'大幅に編集し
直してある｡朱引が多く朱筆にょる追記などもある｡書写に関する識語がないが'江戸中期筆と認められる｡改訂の正確な年代や改訂者は不明.本書が同系異本の祖本と思われるが'明確ではない｡

(a)喜多七太夫家系書付　　l通

前本に封入されていた文書｡五代目の十代夫までで'江戸中期
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の筆b通説とは異なる誼や法名を記載する0
5江戸中期筆｢能楽古記録集｣　一冊

墨付16丁で厚さは異なるが4と同装で'本来は一群の書らしい｡もと.讃名があったらしいが'題茶が剥落している.Ⅲ歌舞之濫暢(常照禅師筆'沢庵朕｡原本は観世宗家歳)'闇明人友梅筆催花額'他覚正五年乳河原勧進能記'㈲近衛前久筆豊次夢想和歌'㈲永禄六年(実は七年)相国寺八幡観世大夫勧進能記録(承応三年六月十九日観世庄右衛門元信奥書)'㈲延宝元年林学士述小鼓紫調記の'計六種の能楽史料を集成書写した書｡同内容を有する6･7の両本よりは本書が古い形と思われる｡
6江戸中期筆｢増補能楽古記録集｣　一冊

2-7×湖｡袋綴.茶色表紙｡題茶剥落｡前本所収の六種の史料に'新たにm観世･金春両座大夫･小鼓役者略系(休斎宗与奥書)と'㈱小鼓名筒之由来(ll 'rS与奥書)の二種を加え'仙㈲惚㈲㈹㈱価制の順に書写してある｡浅野太左衛門栄足が文化八年正月に編んだ『優位錬』(その一部を晶四座役者目録』に翻印)は本書をさらに増補した形｡途中や末に天保十三年と嘉永五年の観世新九郎豊成の追記があり'本書の原本を元信筆かと疑い､その原本紛失の事から四度役者目録溢写の問題に言及している｡

7江戸後期筆『猿楽起原抄』　　一冊
㍑×1.袋綴｡青表紙の題釜に表記の如く書名がある｡料紙は薄菓紙｡前本と同内容で'前本からの転写本と認められる｡本書の書名が本来のものか否かは疑問｡

8正保三年観世勝右衛門筆｢覚書｣　一冊

帖装の小型本(93XI)O　表紙なし｡伏見(這小謡昔公方ノ御謡初二観世大夫ウタヒタル也∵鼓滝(石膏表紙章句写之老也)の小謡'後小松院-後陽成院の各天皇と歴代将軍の名を記した後にへ世阿弥･禅竹･禅鳳･信光･宗印らの逸話の額を書連ねる｡奥書｢正保参初冬六　観世勝右衛門(花押)｣｡-にも投影している書｡以下数種も同様で'冊子本以外にも元信がEl座役者日録の編著と並行して記録した文書が少な-ない｡

9正保四年観世元信筆『観世家系図』　一冊
2-9×輿U仮綴｡共表紙に右の如-題記し'｢元信｣｢弐冊之内｣とも墨書する(見返しにも)｡次本と一組の写本｡-の原装とほぼ同装｡3林道春筆の観世小次郎画像讃(二8)･惚観世之系図(ニ8付我の釣書を増補Lt元信まで∵㈲｢観世之系図｣と題

した常照禅師の歌舞之濫晦とを合写し'闇と他の末に｢正保四丁亥正月十一日書之　服部(又ハ観世)勝右衛門元信｣の奥書がある｡正保以後の追加記事(『花伝』第三の奥書など)もあり'最末に｢寛文二王寅八月十八日　日小次郎権守信光五代観世正右衛門人遺体斎　宗与(花押･印)　観世長吉殿まいる｣とあって'-と同様'元信が実子の長音に相伝した書｡

1 0慶安二年観世元信筆『観世家系図註』　't冊
2-3×Z.仮綴｡共表紙oやや大きいが前本とほぼ同装で'木靴の表紙にも｢弐冊之内｣とある.観世小次郎画像謡の和訳で'｢右之註　観世左近大夫重成二有ヲ以写ス也｣と末に注する｡元信の奥書は慶安二年五月廿五日付で､｢付翁宗与｣の署名や｢観世長吉殿まいる｣の宛書も書き加えてある｡
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‖慶安二年観世宗兵衛豊俊筆『小次郎系図』　　1EE

響;-･袋綴｡背表紙｡朱色題茶｡内題は｢観世家画像｣で'
林道春奥書の観世小次郎信光画像讃(ニ8)の写し｡末に本文料紙と同質同大の紙が挿入されており,それに本音同輩で慶安二年六月十昔の観世宗兵衛豊俊の奥書(整岬は音と同文)がある｡ニ8から直接ではな-､-19からの転写らしい｡

p-

1 2江戸初期筆『小次郎系図』　一冊

讐聖袋綴｡青表紙｡斐紙題驚前本と同題ながら'本書の
内容は1-と同じく観世小次郎画像諺の和訳｡奥書なし｡

1 3観世新九郎豊重所持｢小鼓紫調記｣　一冊

警警大本｡仮綴.共表紙o無題｡延宝元年の紫調記(=‖)
の写しであるが,詳細に訓点を加える｡首都に弘文院林学士が紫調記を与えた事情,末尾に翌延宝二年五月に宝生大夫の関寺小町の小鼓を命ぜられたことが注記されており'墓の所持本らしい｡本文は注記と別筆｡料紙が厚菓棉紙で'全八丁｡

1 4江戸後期筆｢小鼓紫調記｣　一冊

仮綴の美濃本｡前本の本文の写し｡
1 5延宝頃筆｢観金大夫･観世脇･小鼓次第之事｣　一冊

仮綴半紙本｡共表紙の題記は後人加筆らしい｡観世大夫次第･金春大夫次第･観世脇之次第･小鼓之次第の順に主な役者の略歴を連ねる｡芸写しに相違ない大夫の分は名を連ねるのみ｡脇･小鼓の分も簡略｡貞享四年義軍l年の年号も見えるがそれは後人加筆の分で,原形は延宝頃の本と認められる｡全体が加筆の疑いのある両大夫の分以外は元信筆の可能性もある｡

(a)正供元年元信筆｢観世大夫次第･金春大夫次第｣　表

門の表紙嚢に貼り付けてある｡懐紙の片面o観望美は観阿弥から｢当左近｣(重成)まで(後人が重清分の｢当右近｣を加筆)～金春大夫は禅竹から｢当八郎｣(元信)-,法名または通称を並べるのみ｡末に｢正保元極月晦日観勝右衛門元信(花押)観世次兵衛殿まいる｣と奥書がある｡観世次兵衛は讐役者付にょれば観世直の小鼓方｡
1 6垂阜頃筆｢観世方小鼓名人之次第井子孫弟子南開害｣　高

仮綴の半紙本.共表紙に題記｡四座役者目録などに基づき'貞享管での人物に及んで芸系を釣書の形で示した記事など｡全六丁の小冊ながら小鼓方系譜として有用な害｡末尾覧苛能大夫渋谷家の釣書もある｡元禄二年の書込みがあり'それ以前の書写｡豊成の考証風の書入れもある｡

(a)金春先祖に関する書付　1通

前本に封入･毘沙王権守･毘沙王次郎･金華蔀についての書付で,｢右者浄元書物如此御座候｣とある｡浄元は金春八左衛門安害の法名o首部に鼓筒に関する書付少々｡
1 7木下藤吉郎秀吉書状考証　一冊

袋綴の美濃本｡黄茶色表紙｡無題｡秀吉から観世小次郎に宛てた書状(三10)を模写し,その後に,信長･秀吉と小鼓の関係などについて考証した書｡秀吉の筆跡を多-蔵するという人(釈九郡家の弟子筋の大名か)の著の写し｡江戸末期の書写｡
柑観世新九郎豊成筆｢両観世家関係覚書｣　義

仮綴の小型本(讐Eu.共表紙に｢観世大夫方之習事相手小鼓



44　は新九郎方二限ルト云訳書｣と題記がある｡奥書は無いが幕末1

の豊成筆に相違ない｡室町末期の観世大夫元忠と弥次郎長俊の関係や'江戸初期の観世大夫重清への新九郎家からの習事相伝から説き起し'観世大夫の習事の相手の小鼓は新九郎流に限られ'新九郎流は観世大夫以外の相手をも勤める事の当然性を主張している｡当時の観世大夫清孝が事清流を用いたことへの不満などが背景らしい｡『鋳仙』昭和42年6月号に全文翻印｡
1 9享保六年観世新九郎恭豊｢由緒書｣　一冊

仮綴の大型枕本｡共表紙｡厚紙の袋に｢恭豊由緒書｣と題する｡享保六年書上の草稿で'末尾の｢別紙｣の分はない｡恭豊筆か否かは不明｡汚損のはげしい本｡

20江戸後期筆｢享保六年書上｣　一冊
仮綴の大型枕本(横に二つ折の美濃版薄菓紙を重ねてコヨリで綴じる)｡112×416｡共表紙左端部に｢享保六年丑年就御尋仲ケ問中書上侯打｣とある｡享保六年書上の名で呼ばれている能楽諸家からの書上の集成で'省略が比較的少ない善本｡能の起源や作者'家系･拝領物'曲目､その他広範な内容で,作者付として著名な｢観世大夫雪上｣はその一部｡

2 1江戸末期筆｢享保六年書上｣　一冊

前本の転写本で'ほぼ同装｡首部に目録を加えてある｡

22慶応三年筆｢御能親非望晶｣　一冊
前本と同装･同筆の仮綴枕木｡共表紙｡無題｡寛文初年以前と推定されている能楽諸家の演目と習事の書上が主体｡該部分は能楽研究所蔵の｢御能組井誓口組｣全三冊とほとんど同内容｡

その後に四座1流の役者と紀伊殿役者･水戸殿役者の名を連ねているのが特色で'この役者付は出目岩上より数年早い万治頃のものと認められ'江戸期の能役者付としては最古のものであろう｡宝生姪の分に役名の脱落があるのが惜しまれる｡末尾に｢貞享五収辰年八月日｣｢慶応三丁卯年十二月日　写之｣とあり,貞享の分は親木の年記と思われる｡

23江戸後期筆｢御公儀上り申候鼓万難上中下覚｣　一冊
仮綴の枕木｡共表紙(題記なし)｡表記の如く首苦し'種別(脇能-七番目'及び習物)に分けた約一五〇番の曲に'上々･上･中上･中･下などの位付を頭書する｡前本の観世新九郎家の曲目書上と'曲順は異なるが曲名･泣付ともほとんどl致し'若干の誤脱がある｡

24江戸末期筆｢観世流小鼓習事目録｣　　l冊
袋綴の小本(1-6×Su｡藍色表紙｡無題｡正保三年に観些刀信が思い出し次第に書き付け'寛文二年八月十八日に宗与(元信)から観世新九邸に贈った由の奥書ある本の写し｡薄菓紙に墨付14丁｡約1-0丁の余白がある｡豊成筆らしい｡

25観世新三郎豊成筆『一調書上』　一冊
仮綴の中型横木｡共表紙に題記と｢観世新三郎｣の名がある｡

l調･太鼓空調･神空調･乱仙独吟一調二調l声二調l管の他日｡朱の加筆がある｡年記がないが天保末年頃のもの｡
26安政二年豊成筆晶戊謡曲日録』　　T冊

中型横木｡1-5×聖袋綴｡水色地格子模様表紙.金砂子散らし題算｡料紙薄菓紙｡シテ方諸流の能･習事･嚇子･仕舞･独吟
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乱曲･仕舞の名寄｡観世鉄之丞(嘉永五年七月)･金春大夫(寡永二年三月)･宝生大夫･金剛大夫･喜多六平太(天保十五年六月)･大蔵庄左衛門の諸家の分｡末に｢安政二乙卯年八月良辰豊成｣と奥書がある｡観世鉄之丞から借用して写した由を､挟み込んだ別紙に言う｡
27文久二年豊成奥書『諸流書上狂言日録』　一冊

袋綴の横本(1-9×…禦｡水色地格子模様表紙｡絵入り題茶｡鷺仁右衛門の名寄(狂言･習事･風流･啓間･語･小舞)､鷺仁右衛門の狂言井間あど名目書'大蔵弥右衛門の名寄井名目書(狂言･語･小舞･風流･語｡十二月付)'大蔵千太郎の狂言井間アド名目書(九月付)'大蔵八右衛門の狂言名寄(天保十五年六月付)'同(無年記∵同人の琴言アド順名目付井絵釈御座候狂言之分'同人の狂言間習事(天保十五年六月付)'同人の狂言アド名目付
(無年記)'鷹伝右衛門の狂言アド名順書(戊八月付)の各種書上

を合写した末に｢文久二王成年正月十五日　豊成｣とある｡

(a)琴盲目録に関する書付　　l枚

前本に封入.鷺伝右衛門の分は嘉永三年であろうという｡
28文久二年豊成筆『古今謡曲名寄』　　1冊

26と同装｡イロハ順の謡名寄｡見出(目録)の後に'｢左にあつむところの謡名寄は家の古書にょつて見やすからんためか-はなせしものゝ'同物異名あまたあるまに-＼しるし侍りぬれバその数のいや多くこそみゆれ｡またもとより文字のわかたぎるハ本書の儀かながきにしるす｡されバ文字ハたしかなれど義理のわかたぎるハ菜のまゝあらハし置ぬ｡いつの日かたしかなる

ものになさまくほしくおもふになん　文久二王成年霜月良辰豊成(朱印｢催花｣)｣とあり'末尾にも同年記の奥書がある｡別名や国別をも注記する｡約千八百番｡

(a)古今謡曲名寄曲数書付　一通

前本に挟み込む｡イロハ別に前本収載曲の曲数を書き'｢惣〆千八百弐拾七番也｣と言う｡異名同曲の多き由をも注する｡

29文久二年豊成筆品田伝授目録』　一冊
前本とはぽ同装(題茶小異)｡十五代観世大夫元章が明和改正謡本刊行と併行して定めた伝授事の目録｡末堅剛本と同年記の奥書がある｡26･28や本書は槽書ながら豊成筆らしい｡

30天明三年『御役者分限帳』　　1冊
中型横本｡1-0×SI｡仮綴｡共表紙に題記｡天明三年当時の四座一流と新組･触流の全能役者･役人の氏名と禄高を記す｡｢惣

合三百四拾四人｣とある｡原本奥書｢天明三突卯林鍾初旬　松井慶次郎帳面二而写之｣｡書写奥書｢右壱冊大蔵氏より借用元治元甲子年卯花月上旬写之　筆者　中西芳之助｣｡中西は豊成の弟子｡別に｢芝　観世氏｣と豊成の署名もある｡

3 1嘉永四年豊成筆『当家取高之覚』　一冊

仮綴の中型横木｡共表紙に題記.地方･切米･配当米･扶持米の四項に分けて'それぞれの受取り高や手続き'札差料等の諸経費などを詳細に記録する｡松平出雲守からの七人扶持'小笠原大膳大夫の三人扶持'松平美濃守の五人扶持のことを貼紙で追加｡全体が豊成の筆｡紙袋入り｡
32享保以降『大名衆相伝事細帳』　一冊
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中型横木｡仮綴(大幅帳式)｡共表紙の題記に｢宝暦九己卯年正月吉日改｣と肩書があるが､明和以降天保六年までの書き次ぎがあり'享保二年以後天保六年までに諸大名に相伝したことの目録｡氏名を列記し'相伝事と年月を書き込む形｡

33弘化五年筆｢御出入屋敷向手控｣　一冊
仮綴の小型升型本(_-5×1-0)｡共表紙に年記がある｡観世新九即が出入していた大名家四十余家の住所や位置'用人等の氏名'連絡依頼の能役者名などを書き連ねた手控え｡全十丁｡

34安政四年『門弟方より間合事留書』　一冊
小型横木｡袋綴｡茶色表紙に題記｡豊成の筆｡加州の湯浅平次'尾州の高凹伊右衛門'平戸の松浦乾斎から問い合わせてきたことへの返答の書き留め｡慶応四年の高田善次郎への返答'明治初年出京後の大塚村田中勝次郎宛無心状の案文を書き加える｡

35天保･慶応『御役者姓名控』　一冊
仮綴の枕木(1-5×㍑)｡共表紙の題記の左右に｢天保十三壬寅年五月吉日　観世新三郎｣とあるが'後半に慶応二年七月改めの分をも書き加えてある｡四座一流の家元クラスの父子の名のみを連ねる｡天保分は42名｡慶応分も42名｡

36江戸後期筆『文禄禁中御能組』　一冊
仮綴小型本｡共表紙に題記｡文禄二年の宮中での豊臣秀吉らの演能の番組｡末に舞台略図あり'前円利家(羽柴筑前守)分をすべて秀吉演能と誤った形の本｡

37観世元章編『将軍宣下御能目録』　一冊
袋綴の美濃本｡浅葱色表紙｡朱色題策｡徳川歴代将軍の将軍宣

下祝賀能の詳細な番組｡役者の講･年齢を注記している場合も多い｡慶長八年の家康(三日間)から宝暦十年の十代家治(五日間)までの分｡装帳も書式も観世宗家蔵の『雲上散楽会宴』(禁中能の番組集)と同じであり'同書と同じ-観世元章編と見られる｡次本を書写するために観世宗家から借り出したままになった本であろうか｡
38江戸末期筆『将軍宣下御祝儀御能組』　一冊

袋綴の半紙本(捌×1)｡水色地格子模様表紙｡斐紙題琴前本の転写本｡数十丁の余白紙を残し'後表紙に｢豊成(花押)｣と署名がある｡

39｢観世新九郎豊成父子出勤番細控｣　一冊
袋露の小型横本｡青表紙｡豊成と小太郎父子が出勤した公儀関係の番組集｡嘉永七年閏七月から幕末まであり'東部に明治十一年六月以後の青山御所での能の番組(十三年四月まで)をも付

載する｡若干は番組以外の関連記事もある｡

40明治二年大蔵千太郎虎長筆『両御神事記億』　一冊
仮綴半紙本｡共表紙の貼題叢に｢醐諾諾両御神事記億｣とある.明治元年十一月二十七日の春日若宮祭に金春一座のみで参勤(松之下式と御旅所の翁｡後日能はなし)した際の諸記録と'翌明治二年二月の薪猿楽に金春座が参勤した際の記録｡願書の控や当日の装束付･番組など'かなり詳細で'明治初年の南都両神事の実態を知る好資料｡末に｢明治二巳年二月十五日　於奈良記之　大蔵千太郎虎長(朱印)｣と奥書がある｡薪能には観世小太郎(豊好)も出勤している｡
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4 1江戸末期筆『諸記録』　一冊

袋綴の中型横木｡共表紙に題記｡家蔵の断片的古記録を前後不同に書写した由の前書があるが'筆者不明｡新九郎家歴代の紫調免許と鼓預りについての書上(安永以後)'享保十一年西丸奥御用出仕の際の起請文前書､元禄六年重昂奉納の筒についての書付(宝暦二年の文書)'天保十四年正月付幸五郎次郎より触流しあて願書'寛政十年大蔵千太郎相続の際の親類弟子達名文書'文政十三年奥御用出仕の際の起請文前書､嘉永六年嶋屋書兵衛あて願書(水戸家出人許可の依煩)､弘化四年宝生大夫あて鹸書
(田安家出人についての依頼)'その他各種の文書を写す｡慶応

四年の分が最も新しく　これは別筆らしい｡末尾の刀･脇差に関する記録のみは豊成筆｡

42弘化四年観世新三郎豊成筆『由緒書』　　一冊
仮綴の半紙本｡共表紙に題記｡先祖以来の由緒書｡末尾に｢弘化四未年十二月　観世新三郎｣とある｡草稿で∵訂正や貼紙による追記が多-'朱筆も混じる｡全部豊成筆｡

43弘化四年観世新三郎『由緒書』控　　1冊
仮綴の半紙本｡共表紙に題記｡前本を別人が清書した形で'前本の追記の環も本文に生かされている｡墨筆や朱筆の加筆･訂正があり'末の弘化四年の年記を未練で消し'｢明治三庚午年関十月　観世新九郎(花押)｣と朱筆奥書がある｡

44観世新九郎豊成筆『由緒書』　　一冊
仮綴の半紙本｡共表紙に題記｡年記は無いが嘉永六年以降の由緒書｡前二本とは内容を異にLt享保六年書上を参照した形で'

俊増大夫･幸松次郎･官増五郎･美濃権頭･官増親賢'以下歴代の順｡豊次･重次の項がすこぶる詳細｡

45弘化二年佐藤忠次郎筆『先祖書』　　一冊
倣綴の半紙本｡共表紙に題記があり'また左下に｢小普請組堀田主税支配　佐藤忠次郎｣　とある｡末に｢十二月　佐藤忠次郎(巳三十六歳)(花押)｣とあるが'内容から見て｢巳年｣は弘化二年に相違ない｡佐藤家は新九郎家六代の新九郎豊重の三男で元禄二年に御廊下番に召し出された佐藤権之助豊恭の家で'権之助豊恭-又三郎豊住-金三郎忠恕-金之丞忠理-鉱次郎正苗-忠次郎隆都と続いたことが本書から知られる｡

(a)嘉永元年九月十七日付'南部文蔵書状　　l通

観世新三郎あて｡佐藤忠次郎が小普請組土岐信濃守支配である旨を返答した書｡南部は四谷伝馬町岡部藤兵衛内｡
46明治三年観世新九郎豊成筆『由緒菩』　　一冊

仮綴の半紙本｡無表紙｡静岡県在住時代の由緒書で'43の朱訂分を更に訂正した形｡自己の分と三代の又次郎重次と四代の新九郎豊勝の分のみで'豊勝の途中で終り'末に｢元本由緒書十枚目ノ表へ続ク｣と注する｡原本にあたるのが43｡
47明治三年観世新九郎豊成筆『観察書』(甲)　　l冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記o十五人の親額の名を列記し､末に｢明治三乗午年閏十月　観世新九郎(草名)｣とある｡共表紙の裏に'心覚えのために書き留めたもので書上の控ではない由の豊成自身の注記がある｡
48明治三年観世新九郎豊成筆『親類書』(乙)　一冊
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前本と同装で同内容｡但し共表紙裏の注記は無い｡
49明治三十六年官増豊好筆『官増家系図書』　一冊

袋綴の中本｡草模様表紙｡黄色題茶｡厚紙の株に｢宮増系図Lt題茶に｢官増氏系図写｣とあるが'内題に従った｡薄菓紙を用い'朱筆で釣書にした新九郎家の系図｡官増観覧から官増豊好まですべて官増姓にLt　元信を五代目に数える｡首都に｢明治州六年七月調査訂正記ス｣とある｡次本と一対.

50明治三十六年宮増豊好筆『服部家系図書』　一冊
袋綴の中本｡自表紙｡斐紙題等｡厚紙の幌に｢服部系譜略全｣'題叢に｢槻甜服部家略系譜全｣とあるが'内題に従った｡新九郎家の別家たる観世惣兵衛家の系図で'前本と同書式｡信光を初代'豊俊(事実上の初代)を六代目とLt　十代目が服部照国'通称小錦治｡

5 1元文四年田原清助筆『服部氏先祖霊名考』　　一冊
仮綴半紙本｡共表紙に題記｡京都の紫野瑞光院と寺町の乗願寺の位牌や過去帳に記載されている観世新九郎家の関係者の法名と忌日を列記Lt誠心院の石塔八基と乗顧寺の石塔三基の図も添える｡末に｢右於京都御先祖霊名書付差下シ申侯　尤年月相知れ不申侯義有之供　重而相考吟味仕　相知レ申供ハヾ追而可申進侯　以上　元文四年末七月　田原溝助｣とある｡

52観世新九郎家過去帳　一帖
小型折本(糊×61)｡表紙の部分は黒い板.日付ごとの過去帳で'一族のみならず'後援を受けた大名や'鼓簡作者の名もある｡天保九年の分が最も新しい｡香煙のため料紙は黒-焦げ'各所

でバラ.''1ラに切れた折本｡

53天保十年宗栄筆『御過去帳うつし』　一冊
仮綴の枕本(半紙横二つ折)｡共表紙に題記｡別に｢天保十年亥九月廿三日　宗栄書｣とあり'｢豊成改｣ともある｡前本に基づいて整理した書｡全体に豊成の喜入が多く共表紙裏には天保十三年の豊成の注記(不明の人物について考証した事など)ちあり'朱書で｢此以後当家ノ過去帳ノ中へ他家ノ霊名等書交ベカラズ｣ともある｡

54天保十三年以降豊成筆『先祖代々霊名控』　一冊
仮綴の中本｡共表紙に題記(傍審｢其外色々留審｣)(60)や｢天保十三壬寅年七月二日書之　観世新三郎(花押)｣などの墨書がある.観世大夫家代々戒名等'新九郎家代々戒名等'その他法事関係の記録や寺院への付け届けなど雑多な内容で､安政頃の追加記事も多く'東部の｢先祖等年忌繰出覚｣の項には明治三十八年の追記もある｡全体が新九郎家の系譜資料｡

(a)観世大夫清長重(文久二年穀)忌日･戒名書付　一枚(ち)寛文六年観世新九郎豊垂署名　　l枚(e)天保十二年岩井七郎右衛門書状断片　一枚

大徳寺瑞光院への位牌供養料について｡新九郎家と京都の菩提寺との連絡にあたっていたのが岩井七郎右衛門｡

55｢武蔵国書飾郡之内人数帳｣　一冊
仮綴の美濃本｡表紙とも三枚｡観世新九郎が御勘定所に提出した領内の人数帳の写し｡安永三年の分(55人)一枚と'文政五年の分(41人)一枚.
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56｢琴氷四年改正高反別帳｣(蔦飾郡大塚柑)　一冊
仮綴の大型枕木｡共表紙に題記｡嘉永四年に領地検分に赴いた新九郎家内の稲垣松三郎と'大塚村の名主(小市右衛門･辰之助)の問に取り交わした新規の反別帳｡計十七筆で､各人ごとに1枚の田畑ごとに詳細に記録され､個別の年貢も記載する.取石合弐拾七石六斗九合'取永合八貫九拾七文｡

堅鼻永三年序『知行所之記』　一冊
袋綴の美濃本｡布目入り茶色表紙｡自題算｡上質の緒紙を用いた厚冊｡観世新九郎家の知行所たる武蔵国書飾郡幸手領大塚村(拝領高八十二名'物成詰込高八十八石余)の百姓が､嘉永二･三年と連続して出水を理由に年貢大幅減免を麻い出たのを磯に'弟子の稲垣松三郎と蔭山俊蔵を派遣して実情を調査せしめ'知行所の管理･年貢収納などについて新たに制度を定めた際の'諸記録の集成｡冒頭に嘉垂二年十月の観世新九郎豊成の｢改法序書｣'ついで享保十二年に大塚村を拝領Lt翌年に諸手続を完了した際の諸文書の写し'嘉永三年の百姓との間に取り交わした諸文書や新たに定めた事項の写し'嘉永四年に稲垣松三郎が現地で取捌いたことの報告'関連諸文書の写しまでが主体｡その末に｢改格年以後年々収納米代等金高略留之口｣(安政二年まで)'その他嘉永以降の記事が追記され(以上同筆｡豊成の手ではない)'最末部の万延元年･子年(元治元年)の記事は別筆｡新九郎家の領地関係の文書の基本資料｡

(a)嘉永七年筆'万蔵所持田所有者変更に関する寛　一通(ち)｢大塚村田畑定免割付｣　一通

松下伊久間知行所の年貢高を田畑の種別に記載する｡同人方用人柘相方兵衛から稲垣松三郎が貰い受けたもの｡新九郎家知行所の年貢が比較的低かったことが知られる｡

58慶応三年筆『武蔵国着飾郡之内郷村高帳』　　1冊
慶応三年八月付で観世新九郎豊成から観世大夫を通して御勘定所へ提出した書輝の控.安政四年から慶応二年まで十年間の'年貢収納高の報告｡平均が米拾七石余'永七貫余｡
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六　故実書｡雑書(冊子本その三)

-軍水十八年元信筆｢小鼓故実書｣　　1冊

仮綴の大本(2-5×2).共表紙の表に目録'裏に識語と署名(寛永拾八暦初秋十二日　重俊〔花押〕)があり'｢服部長吉殿｣などの追記もあって'五-･9･1 0と同じく元信(初名重俊)が子の長吉に相伝した本の一つ｡共表紙余白に｢二冊之内　下｣とあるが'上冊に相当する書は散供したらしい｡小鼓荒胴コノミツカスルヤウノ事'ツヾミ所々ノ名ノ事へ筒ツキ名ノ事'名胴ノ名･作者之事､革ノ事'調子ノ事付カケヤウノ譲'絹物之事'スワウヌギヤウノ番付染ヤウ/事'ツヾ､､､袋ノ事'同箱ノ事'床木ニカケヤウ'小サ刀サシャウノ事'スワウキテツヾ,､､打ヤウノ事など'技関係の故実説をやや雑然と書き連ね'全22丁｡末尾にも朱筆で｢軍水拾八孟秋六日　観世勝右街門重俊(花押)｣と奥書がある｡

2江戸中期筆『大小之図式』　一冊
仮綴の大本(cLla;×…-7)｡共表紙に題記｡奥書なしO小鼓手内方･小鼓結目方･大鼓之図を彩色で画いて説明した後に'小鼓調仕掛様之番う大鼓仕掛様之事'青襖小刀床机掛様之事'嚇子之時鼓取様之事'〆物解様之事'床机二掛ル事'素袴仕様之事'式三番御前1〓丁打様'鼓箱袋之事などの故実説を連ねる｡

3観世新十郎豊政筆『鼓之簡之見用之事音名判ノ覚』　　1耶
仮綴大型枕本｡共表紙に題記と｢観世新十郎｣の署名がある｡

｢筒之作覚｣と｢新作｣の項に分け'作者名ごとに'金額と特徴を注記する｡後半は次郎大夫国忠以下九名の嚇子方の花押を集めてある｡奥書が無いが'次本によって豊政筆であることが知られる｡豊政は天和二年穀｡

4元禄五年宝生弥三郎信堅筆『箇見合判鏡之覚帳』　一冊
前本とほぼ同装｡前本を忠実に写した後に｢右観世新十邦書置侯ヲ書写者也　元禄五年申ノ六月廿一日　宝生弥三郎信墜(花押)｣と奥書がある｡また奥書のあとに豊勝･豊重･豊政･豊房の花押を追加する｡信望は豊政の弟｡

5江戸後期筆『筒之覚』　　一冊
袋接の小型枕本(83×ー)｡水色模様表紙に題記.新九郡家所蔵の小鼓胴の名称(塗りや蒔絵)と作者名の記録｡宝桁四年の年記もあるが'訂正･加筆が多い｡

6嘉,些冗年観世新三郎豊成筆『道具類留吉』　　lEE
袋綴の小型縦長本(1-0×85)｡青表紙に題記.料紙は薄菓罫紙｡壱挺入鼓箱･弐挺入鼓箱･床九･小鼓簡･拝領筒の目録と'御預り御託ヲ乗ル箱之寸法書'松平右近将監鍛鼓指之銘｡前本を参照しており'末に嘉永元年孟夏の豊戊の奥書がある｡

(a)鼓簡七種書付(前本に封入)　　一枚
7万延二年豊成編『鼓筒名紗』　　l冊

袋握の半紙本.格子模様表紙.斐紙題碁｡1-6など家伝の書物から鼓胴に関する記事を抄写し'集成を意図した書｡末に｢万延二辛酉年孟夏良日　豊成(印)｣とあるが'その後の書き加えもある｡作者や名物胴についての記事が多い｡
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8文久元年豊成奥書『楽器紗』　一冊
袋綴の美濃本｡格子模様表紙｡黒枠題篭楽笛名物日録'諸家伝来の能笛の目録'小鼓･大鼓紫調御免役者の記録'諸家伝来小鼓名物筒目録'鼓作者名'大鼓･太鼓名物筒目録など'楽器関係の故実を集めた書｡奥書｢文久元昔年八月良辰　豊成｣｡

9元治元年豊成筆『謡曲仮面抄』　　l冊
袋綴の中本｡水色地格子模様表紙｡朱色模様入り題茶｡仮面名始(出目仲満志秘書∵仮面譜(菩多古能著)･観世万作面(寛永十年識語)･金春万作面･金剛互E･宝生方面(以上三種は寛文元年宗与在判の文書の写し)等の能面関係請書の合写｡｢右仮面之書,当流家ヲ統l子之外'他見有間数老也｣の識語と'｢元治元甲子年八月良辰写之　豊成(印)｣の奥書とが'別々にある｡仮面譜以外はこれまで知られていなかった能面資料.

(a)仮面名始に関する豊成書付　一枚

9に封入｡文政十二年八月大蔵弥太郎虎文奥書本を大蔵千太郎より差越し'元治元年に写した由｡

(也)仮面譜に関する書付　一枚

9に封入'同書成立年代に関する豊成の考証｡
1 0慶応三年豊成筆『仮面作者附』　　1冊

仮綴中型横木｡共表紙に題記｡内題｢仮面作人｣｡ほとんどは菩多古能の『仮面譜』と同内容ながら'末尾に同書にない記事があり､｢代々花押｣をも付載した末に｢千時文政十二己丑年七月調｣とある｡書写奥書は｢慶応三卯年十一月日写　豊成｣｡

(a)仮面書四種に関する豊成書付　　l枚

10に封入.自己所持の四種の本に関する書付｡10と同年記.
〓文政八年金春殆年奥書『手術要』　一冊

仮綴の中型横木｡共表紙に題記｡｢稽古之条々｣と｢撃鼓要｣の二部から成る鼓伝書｡心がけ的な記事が主体｡末に皇呈故から草鹿宣暗君への奥書(年記なし)があり'続いて｢此書は祖父皇量我より大聖寺家中草鹿宣昭殿江認メ破過候軍当次郎殿江戸出府之節持参被致被為見侯二付写置もの也　文政八酉年卯月上旬　金春殆年(花押)｣とあるが'花押は模写らし-､薄菓紙を用いて影写した本らしい｡金春殆年については不明｡

1 2弘化三年豊成奥書『倭楽抄』　一冊

袋綴の中本･紺表紙0日題琴　｢宝永庚寅仲秋日　源良顕識｣と奥書のある猿楽縁起説の写し｡庚寅は宝永七年｡源良顕は跡部艮顕か｡書写奥書｢弘化三丙午年林鐘書日　豊成(印)｣｡

1 3嘉永七年豊成筆『秦曲正名闇言』　一冊

袋綴の美濃本｡紺表紙｡黒枠題第｡宝暦十年序紋'北門氏勃海茂兵衛著の版本『秦曲正名望1ロ』の影写本｡奥書｢嘉永七甲寅年林鐘良辰　豊成(印)｣｡

1 4慶応三年高安澄信述『援楽愚考』　一冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記｡｢援楽｣｢散楽｣｢さるがう｣について考証した書｡末に｢慶応三丁卯年十二月　浪華住人　三世高安澄信｣とあり'別監且成の筆で｢右之援楽愚老二冊ハ大蔵虎長門弟高安又市上玄人ノ父ノ述タル書也｣とある｡

1 5文久元年豊成奥書『翁立之伝受』　一冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記｡流布の多い｢申楽翁大事｣系統の
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字ノ見分り難キ所杯有之候故'其所ヲ闘字致シ写シ置者也　文久元辛酉年五月艮辰写改　豊成(印)｣と書写奥書がある｡

(a)文久二年六月豊成筆｢翁立之伝受書付｣　　l通

1 3に封入｡前本の闘字や誤字などについての考証｡
柑元治元年豊成奥書『猿楽伝記』　一冊

袋綴の美濃本.薄茶縞模様表紙｡黒枠題第0　『猿楽伝記』の一異本｡内題は｢猿楽伝｣｡末に｢右猿楽伝記ハ其原何人ノ編集シたる者にや｡実にたしか成ものにもあらわど'事にふれて何彼の見合七心得にもなるべき事もやと'不図見当りしを幸イに又誤字なども有様なれど'只其健に写し置ぬ｡もっとも虚説の多きといふ由ハ'彼嬉遊笑覧といへる書にもいひてあれば'そをよ-心して見るべき老也　元治元甲子年林鐘上旬　観世豊成
(印)｣とある｡上欄の見出しなど次本を参照して後に加筆した

らしい点もある｡

(a)狂言関係書付　　二枚

前本に封入｡脇本家と狂言初りについての書付｡

け元治元年集成奥書『倭楽伝記』　　l冊
袋轟の半紙本｡水色地格子模様表紙の左上に題茶｡本書も『猿楽伝記』の一異本｡前本を参照してほいるが別の本が底本らしい｡末に前本に似た識語(冒頭が｢右倭楽伝記は普通に猿楽伝来記と云る書にて'本誰人の…｣となる)があって｢元治元甲子年初秋中旬　秦豊成(印)｣とあるが'そのあとに｢元治元甲

子年水月中旬写之　催花堂蔵書(印)｣とある｡豊成(催花重)が六月に書写Lt七月に識語を加えたのであろうが'1 6･1 7と同年に連続して同じ書を写していることになる点が不審｡

(a)倭楽伝記関係書付　　二枚

1 7に封入｡喜多長能の事と嬉遊笑覧のことが一枚｡新九郎家関係の記事の誤りの訂正が一枚｡

(ち)年濠に関する書付　一枚

これも1 7に封入｡｢年濠｣は｢年預｣なるべしとの説｡
柑｢能土石事之考書｣等四種合緩本　　1冊

仮綴半紙本｡｢先代旧事本記之内抜書｣(慶応元年乙丑年仲夏豊成)'｢貞丈雑記之内抜書｣(小太郎豊好)'無題猿楽由来(明治四年頃大蔵虎年筆らしい)'｢能卜云事之考書｣(嘉永大笑丑年林鐘上旬　観世新九郎豊成)の四種の仮綴本を合綴したもの｡末の一冊は諸書からの能楽起原説関係の抜書｡
1 9前田斉泰撰『能楽記』　　一冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記｡芝公園能楽堂正面に掲げてあった額に書かれていた明治十四年三月付の漢文体の文｡能の歴史を概説Lt雅なる所以を説いた内容｡朱筆で訓点を加えてある｡
些冗治元年豊成奥書『嬉遊笑覧』(巻五)　一冊

袋綴の美濃本｡水色地格子模様表紙｡斐紙題茶.宴会･歌舞の項から成る巻五のみの模写本｡奥書｢元治元甲子年林鐘良辰豊成(印)｣｡筆者は豊成とは別人｡
2 1文久二年豊成奥書『白石遺稿之内書抜』　　一冊

袋轟の美濃本｡灰色地格子模様表紙｡斐紙題茶｡新井白石署の
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『楽対』と『俳優考』とを合写したもの｡奥書｢文久二年壬成卯月書辰　豊成(印)｣｡筆者は豊成とは別人｡

22文政十二年筆｢天下は天下の論｣他　一冊
袋綴半紙本.水色表紙.打曇り模様題琴室直清(鳩巣)の｢天下は天下の諭｣と,寛永三年徳川家光上洛の際の二条城への行幸の記録たる｢二条行幸之記｣の合写本｡題叢には両書の名を並べる｡｢御当家御代々御院号出所｣なども合写｡奥書｢文政十1年仲夏写之土肥氏　文政±壷年早春写之　茂呂金朝｣.

23江戸末期筆『中将姫一代記』　一冊
袋轟の半紙本｡渋塗り茶色表紙｡大版題策｡寛政十一年の港河道人の序のある書(版本か)の写し｡奥書なし｡

24豊成筆『催華堂雑記』　　1冊
袋綴の半紙本｡薄茶色表紙.網目題琴催華堂は豊成の雅号｡山東京伝の『骨董集』からの抜書'宣長の『古今集遠鏡』からの抜書,その他請書からの抜書が主体で'内容は多岐に亘り'芸事･謡曲詞章に関する事項も含まれる｡所領関係の書留'書物目録などもある｡奥書なし｡

25天保三年『御謡初御給仕書』　一冊
仮綴の中型横木｡天保三年正月三日の江戸城での謡初の記録｡十七献の酒宴の次第と役人の名が主体で､芸事関係は一切書かれていない｡共表紙左下に｢松平伊織｣とあるのが筆者か｡

26江戸末期筆｢正月三ケ日宮中酒宴次第･役人付｣　一冊
仮綴の小型横本｡共表紙に｢正月朔日｣と題Lt右端に｢邦｣｢組頭｣などとある｡三ケ日の江戸城内の酒軍謡初の式次第

と勤仕する役人名の詳細な控｡人名から見て内容は弘化四年頃のもの｡爵初の四海波は観世鉄之丞｡
27豊成所持『年中衣服略記』　一冊

仮綴小型枕木｡共表紙に題記｡1年中の公儀関係の出仕日に着用する衣服を,月別･日別に小字で記したもの｡末に｢豊成｣の署名がある｡

(a)弘化四年西丸出仕メモ　一枚

衣服のことがあり'宝生流盛久についてのメモと併記｡
28文化十年正月改『年中諸式控』　　1冊

仮綴の枕本(大幅帳式)｡共表紙に題記と年記がある｡観世新九郎家の年間の行事日(元日･節句･晦日など)の料理献立や配り物等の目録｡弘化元年の歳暮の出した分と到来分の品名･人名目録など'後年の加筆もある｡

29天保十三年以降『年中行事』　一冊
前本とほぼ同萄題記は｢盆暮之覚｣を書き直したもの.年記は｢天保十三壬寅年　七月吉日｣｡内容も前本と同額であるが'朱筆をまじえた加筆が多く'詳細･雑然となる｡表紙の追記に｢此帳面ハ雑･-草稿故能々増補シテ本帳二認メ可置老也｣とある｡追記の猿が豊成の筆｡

30嘉永四年以降『年中行事覚帳』　一冊
小型枕本(75×1-).袋綴｡青表紙に題記｡83･29と同じく新九郎家の年間諸行事に関するメモ帳｡冒頭に｢嘉永四亥年改此長1両置候を手本二致候事｣とあり'慶応三年の記事まである｡最終記事は｢た-わん塩之覚｣｡



54　引安政五年筆『年中定例記』　一冊1　仮綴中本｡共表紙に題記し,また｢安政五着告｣｢正忠書｣

ともある｡七月から十二月までの定例行事や進物などのメモ｡豊成の加筆が多く筆者の正忠が'湯浅平次取立の門人稲垣松三郎(後に蔭山昌蔵)であることも'豊成が末に明記している｡
32正月二月定式事書付　一冊

仮綴の半紙本｡共表紙｡題記なし｡正月元日から三月三日までの観世新九郎家の定まった行事についての書留｡幕末の害｡
33明治三年豊成筆『古今和歌集等書抜』　　1冊

仮綴中本｡共表紙｡ほとんどは古今集の歌の書抜｡

34筆者不明『七夕七々吟』　一冊
仮綴美濃本｡共表紙に題記｡第l行に｢星夕七々の吟　冷泉為村卿｣とあるが'歌は47首｡誰かの筆跡の代表として残されたものらしいが'筆者･年代不明｡

セ　謡本･狂言本(冊子本その四)

-豊和(豊照)所持観世流『独吟』　　六冊
袋綴の小型中本｡水色表紙｡題叢には各冊とも｢独吟　苛｣などとあり'青黄赤白黒紫の大冊｡朱で詳細な直しを加えた観世流乱曲の謡本で､全冊見返しや末に豊和(豊照の前名)の署名や印があり'赤の冊に｢文化元初秋下二日｣'黄の冊に｢文化甲子季秋十一日｣'白の冊に｢文化二乙丑年七月廿二日｣の年記もある｡〔青〕玉とり･近江八景･和国･四季･報の滝･香椎･高野物狂･さねかた｡〔黄〕定家一字題･内府･須磨源氏･径山寺･嶋廻･阿古屋松･上官太子･反魂香｡〔赤〕苛占･松浦物証･舞車･賀茂物狂･隠岐院･飛鳥川･由良物狂･博多物井｡

〔自〕横山･更科･五輪砕･太刀掘･兵揃･星･蛙･笠取･舟立
合･弓矢立合｡〔黒〕初瀬六代･東国下･西国下｡〔紫〕願書･起請文･勧進帳｡以上40曲を収め'貞享四年奥付の山本長兵衛刊『乱曲集』(付三曲･三読物)に'白の冊の太刀堀以下の七曲を加えた形｡強弱の指定もありへ　20曲の謡い出しが｢ヨハク｣｡本文は豊和とは別筆｡

2豊照所持薄茶色表紙観世流謡本　三冊
七騎落.住吉詣｡よろ法師.袋露の半紙本o長形題茶｡各冊とも末に｢豊和｣(豊照前名)の印があり'住吉詣は鼓の手付を書入れた緑色で｢文化九壬申年十一月朔日　豊照(花押)｣の署名もある｡他二冊は朱や黒の直しのみ｡節付は観世流｡
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3豊照所持下掛り二番綴本(喜多摂待･金剛淡路)　1冊

前本とほぼ同装｡題茶には｢淡路｣とのみある｡両曲とも末に｢豊和｣印があり'朱や禄で鼓手付を書き加えてある摂待の末には禄で｢文化八年四月於神田橋二勤　(花押)｣と豊照の署名がある｡内題に｢喜多｣　｢金剛｣を注記｡
4豊照所持観世流二番接木(千手･道明寺)　一冊

袋轟の半紙本｡茶色表紙.二枚の曲名題茶を並べる｡千手にの皇別本尊と同じ-｢豊和｣印がある｡両曲とも朱筆で鼓の手付をも書き込む｡

5革水七年豊成筆金春流藤本『富士山』　一冊
前本とほぼ同装.末に｢嘉永七甲寅年弥生良辰写之豊成(印)｣とある｡内題に｢金春流｣と肩書｡

6幕末筆宝生流習物十二番綴謡本　一冊
大原御幸･砧･卒都婆小町･鶴鵡小町･木賊･望月･石橋･道成亨鷺･妖捨･桧垣･関寺小町｡袋鐙の半紙本｡格子模様表紙.絵入り横型題笥薄英紙｡宝生流の習物のみを集めた本｡豊成肇(版本の影写)らしく首部五曲には観世流や謡抄を参照した注記がある｡鵜鵡小町には墨筆や縁でかなり詳細な鼓手付が書き込まれており'文久二年四月二目に豊成が勤めた際の書入れもある｡木賊･石橋･妖捨･閑寺小町以外の八曲に朱の直しがあるのは,後代に服部小錦治が措古した際のものらしい｡

7安政三年奥書金剛流謡本『碇潜』　一冊
袋綴の半紙本｡桜模様磨出し紺表紙｡打曇り模様題茶｡内題に｢金剛｣と肩書｡末監蒜の筆で｢安政三丙辰年孟夏昔日　観

(以下破損)｣と奥書がある｡
8豊成所持観世流謡本『江島』　一冊

袋露の小型本.樺色表紙｡打曇り模様題篭　｢豊成｣の印があるのみで奥書なし｡
9江戸後期筆上掛り謡本『弓矢立合』　　l冊

仮綴中型版本｡共表紙に題記｡奥書なし｡

1 0江戸末期筆『奥習一調謡』　　l冊

袋桜の半紙本｡紫色表紙の中央に長形自題萄目鼻初めの内題も同題｡小鼓一調に謡う部分のみに詳細な観世流節付を加えた本｡小鼓の手付は記入していない｡奥書なし｡蟻通･春日竜神･野守･山姥･堪二二輪･竜田･浮船･玉薯･江口･芭蕉の十一曲｡

(a)豊成筆頭越番手などに関する覚書　l枚

前本に封入｡玉葛･山姥のl調の手付の事も混じる.

‖文化八年豊照奥書『大蔵流能間ノ部井竺芸釈』　　品
袋綴の中型横木｡紫色表紙の右に題驚問竺岩鼓が関与する部分の文句(下掛り節付)二十二曲分と'聖ロで鼓が関与する部分の文句五十四曲分(同上)を抜害し'嚇子事についての注記を加える｡奥書｢文化八草未年八月　豊禦印｢豊和｣)｣.

e!江戸末期筆『鷺流会釈望遠』　　l冊

袋綴中型銑本｡灰色地格子模様表紙の中央に題琴嚇子の会釈が入る警口六十五番分の文句･節付を抜害し'大半の曲に鼓の粒付を墨(大鼓)と朱(小鼓)で書き込む｡次本と嘉の書｡奥書がないが幕末の写し｡
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ほ江戸末期筆『鷺洗会釈警晶謡』　一冊
前本とほぼ同装(表紙は次本と同じ)｡間狂言で会釈が入る部分の抜書と節付二十l曲分(別に｢末社｣共通の謡)｡題其の注記によれば'前本が甲'本書が乙にあたる一対の書で'本文も同筆ながら､本書には粒付が書き込まれていない｡

1 4慶応三年筆『大蔵流間』　上下二網

袋綴の中型横木o水色地格子模様表紙.墨流し模様入り題碁には｢間之部　上(下)｣とある｡内題は両冊とも｢大蔵流間｣｡奥書が無いが'次本と一揃のものに相違なく'本書も慶応三年の書写であろう｡上冊は脇能･修羅二二番目'及び四･五番目物の一部で一〇二番へ下冊は四㌧五番目物で一〇三番'計二〇五番の問狂言を収め'幕末頃の諸流上演曲のアイがほとんど全部収められている｡但し習い問の分が無く'それをまとめたのが次本｡

1 5慶応三年筆『大蔵流習問』　　1冊

袋技の中型横木｡日と同じ紫色裏紙｡前本と同じ題茶に｢大蔵流習問之部　全｣とある.前本と同筆｡末に欧文があって｢慶応三卯文月｣と年記がある｡習物の問のみを集めた冊｡平間一役之部(ま井･輪蔵福部神･江島遺著･夜討曽我･船弁慶)･巷間之部(雲林院･大社･輪蔵･江嶋･殺生石･加茂御田･自髭道老･白楽天鷺蛙･嵐山猿聾)･習替間之部(八嶋那須･船弁慶名所教･芭蕉薬草愉品･半蔀立花･安宅只立只付)･習間の部(秦日竜神苧朝長芋道成寺･望月)･重習間之部(春日竜神町境･朝長俄法･土革打切･石橋)の五部に分けて27種の問聖己の語

り干セリフを収めるO

1 6大蔵弥太夫筆『船弁慶問船ノ中問答』　一m

仮綴半紙本｡共表紙に題記｡別に｢大蔵弥太夫書｣とも墨書｡弥太夫は宝生産の狂言方｡末に｢文久二成年　豊成｣と署名がある｡

1 7万延元年豊成筆｢船弁慶鷺洗セ-フ｣　一冊

(マ､)

仮綴半紙本｡共表紙に｢船弁慶波頭井前後アイシ之内脇狂言セリフ　鷺仁右衛門方｣と墨書｡末尾に｢万延元年　豊成｣と署名がある｡

1 8服部小錦治筆『爪盗人』　一冊

袋桜の半紙本｡青表紙｡白題差｡明治末か大正初年の写本｡流儀は鷺流らしい｡
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八　実技関係手付類(冊子本その五)

-江戸中期筆｢秘｣印小鼓伝書　　上中下三冊

仮綴(袋綴夙)の美濃本｡共表紙｡奥書が無いが'現れる人名などから宝永-正徳頃の書写と見られ'多分新九郎恭豊の筆であろう0習事･秘曲の額の小鼓手付集｡三冊とも表紙に豊成が
｢秘(有枠)印三巻之内｣と墨書しているのにふさわしい伝書｡三

冊一筆｡後人の書入れや貼紙訂正も少々ある｡l部に朱筆入り｡上巻は鵜鵡小町･木賊･卒都婆小町･小原御幸･関寺小町･桧垣･暁捨の七曲の手付(粒付･手付･心得の額が混じ'詳細)が主体で26丁｡末尾に八頭の大小の手付を付記する｡中巻は｢習事芦一と題し､道成寺(すこぶる詳細)･乱･両役の流し二二読物色々･流八頭色々･半流色々･触法二二段退･安宅延年二ニッ頭･大返シ･鷺-日拍千･本下略･半下略･自働

･金剛返･送留･翁無･本開口･半開ロ･置鼓色<,･平調返りの各習事について'粒付の類をまじえ'大鼓･大鼓の手付をも併記したりして詳述する｡本文33丁｡下巻は｢壱調之集｣と題Lt江口･野官･熊野･玉蔦二二輪･龍田･海士･鵜飼･蟻通･放下僧･太刀堀･香椎･須磨源氏･松浦物狂･王取･反魂香･俊成忠則･賀茂物狂二南野物狂･砧･卒都婆流･善知鳥･藤戸･白楽天･道明等の25曲の一調謡の
手付｡文句の右に粒や手を書き入れ'別に一調一管の際の注意などを末に書き添えた曲もある｡本文38丁｡

(8)｢秘印｣三巻之書に関する整成書付　　l枚

前本に封入｡｢元偉比之物成べシ｣と言うO

2江戸後期筆『習事秘書』　一冊
仮綴の中型桃本｡共表紙に題記｡装膜を同じ-する次本と一対の軍りしく'豊戒は｢習(有枠毎弐冊之内　上之巻｣と表紙に墨書を加えている｡習物の手付で､文句の要所を抄写して墨筆で手付や粒付を書き入れる形｡式三番(全文を引-)･放下僧小

｢!....‥

153　観世新九郎家文庫目録(中)

歌･勧進帳壷占･通小町主都婆小町姦鵡小町･小原御苧木賊･妖捨遠垣･撃道成寺塁流･石橋･望月の諸曲を収める｡奥書が無いが'宝暦-安永頃の書か｡次本参照｡
3江戸後期筆『習事邦』　　l冊

前本と同装同筆｡豊成が表紙に｢習(有枠毎弐冊之内下之巻｣と墨書を加えている｡五段次第･五竺声･活経心魂ノ刻･他州坂廻向ノ手･郁邸夕慣金剛返シ･融筋ノ舞･松風身留･脇能置
撃礼脇･大洗･聖違鼓･千歳風流･開口･松亀風流など'

個々の習い事に関する手付･粒付･心得の類を集めており'末尾部分には大故習の頭付頬をも収めている｡表紙見返しの豊成の付記には｢此習事和書ハ寛文比杯之手配り共色々替-タル所有,又近代ノ手配共沓-タル所有'是ハ中比之書物ナルべシ｣とある｡

4江戸後期筆『小鼓覚書』　一冊
仮綴小型横木｡共表紙の題記は見返しの付記｢此小鼓覚書ハ豊照書物之内二入込有タル書物也｣と共に豊成の加筆｡2の『習事秘書』と同筆｡｢小鼓番手｣と首害した個々の曲の要所の替手の手付･粒付(文句を抜著して手付を傍記)や半越などの粒付'柏崎笹ノ拍子等の諸記事'一調謡の要所の手付･粒付(上官太

子玉取･鼓滝･松浦物狂･横山二二非寺･放下僧等の11丁が
前半｡余白四丁を挟んで後半は｢聞書之覚｣と題する文章体の諸心得約30ヶ条七丁(江三七イ'江口クセマイ'道明寺脇能ニスルトキ'卒都婆小町ノ次第ノ事'本ノ頭ノ事'有紋無文ノ蜘子など)0

5江戸後期筆『風紋秘曲集』　　天地人三冊
袋綴の半紙本｡紺表紙｡切箔散らし斐紙題寄｡奥書なし｡文章での説明と粒付･手付を混じて記す小鼓の秘伝集｡天の冊は'式三番･脇能置鼓･礼脇･開口･風流･半開ロ･座敷開口･僧開口･翁無･誓口置鼓･法会舞･五段次第･五段二戸･本流･八頭･修羅置鼓二二番日置鼓･見掛置鼓･四段次第･刻詰次第･着ヌ通行･上り僧下り僧･平調返･甲ノ掛壷ハ物着･半流･自拍子･自働･延年･坊ノ舞･懐中･膝行･見留･合掌甲送り留･大返･半返二一段返･下略･半下略･璽7諸口伝･次第

二戸名･打様心持･稽古心持･能動大意･能始り･鼓矢声･拍子真理･用鼓文字･船立合･弓矢立合の諸項(目録による)から成り､-など家伝の詔書に基づいて整理したものらしい｡地の冊は'俄法･乱･鷺･道成寺･石橋･望月･甥鵡小町･木賊･伯母捨･槍垣･関寺小町･読物を収9'秘曲の手付集.人の冊は二調手付集と言うべき内容で'三井寺以下82曲の文句抜書に手付を書入れた部分が主体で'冒頭にl調打様之事'末に謡無き時の一調･蘭拍子一調が付加されている｡
6豊綿筆｢閑地一調書｣　一冊

袋綴の中型構本｡共表紙に｢曲舞｣と題記｡奥書が無いが'末に｢豊綿様御覚書也　和(草名)｣と豊和(豊照)の識語があり'豊綿(文政八年没)筆と見られる｡関空曲舞謡)の文句を書写Lt柴で手付･粒付を書き込む｡香椎･上官太子･須磨源氏･俊成巾心度･実方･鼓滝･嶋廻･近江八景･賀茂物狂･松浦物狂･初

辛

婚六代･歌占･王取･径山寺･隠岐院･同･舞革･同･横山･
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太刀堀の20曲を収めるが'*印の二曲には手付が無い｡見返しに豊成の筆で｢聞由一調書　豊綿｣とある0
7江戸後期筆青裏紙大本｢式三番翁立｣　一冊

*

袋綴｡表紙には題記なく'本文冒頭に右の如-ある｡式三番の詳細な小鼓手付で'故実･作法の頬も記す｡△○⑩ツチの記号に掛声を傍記して'頭取･胴脇･先手の三人分の粒付を並べて書き'謡の文句もある｡三番嬰の部分の粒付はやや簡略｡白紙
一丁を置いた末尾に｢瀬戸氏源義墜秘而写之｣とあるが'瀬戸

義堅については不明｡以下三本と同内容で'ことに次本とは文字づかいまで酷似する｡先後関係が不明確ながら'本書を転写したのが次本らしい｡文化八年奥書の1 0よりは早い時期の書写｡
8江戸後期筆中型横木｢式三番翁立｣　一冊

仮綴｡無表紙｡前本と同内容で'末に瀬戸義墜の識語もある｡⑩ではなく0を用い'掛声が｢エイ｣ではな-｢へイ｣となるなどの相違はある｡前本との先後関係が不明確ながら'稀に記事の脱落-があり'本書が転写本らしい｡

9江戸後期筆仮綴大本『式三番翁立』　一冊
共表紙に題記｡⑩を0に改め'一部の文字が違い'掛声が前本同様｢へイ｣になっているが'7の影写に近い転写本で'字配りはすべて7と同じ｡末尾の瀬戸義堅の識語は無い｡

1 0文化八年豊照奥書『翁打方』　　一冊

袋綴の大本｡薄茶色表紙｡雲母模様題篇o題筈の書名は違い'冒頭の見出しも｢式三番翁｣と改めているが'内容は前三本と同じく'7の摸写本と認められる｡但し粒付は記号ではなく'

大鼓の分詞⑳以外はホ･タ･チ･フ･ツの文字で示す.末尾に｢文化八年八月廿一日　観世豊照｣と奥書がある｡前三本に無い加筆が少々あり'注記などに朱筆を用いる｡
‖享和三年豊和奥書『習事書』　　1冊

袋綴の小型枕木｡薄茶色表紙左端に題茶がある｡料紙は薄菓紙で'本文墨付16丁'余白28丁｡最終丁に｢享和三亥年三月十一日　観世豊和(花押)｣と奥書があるのは'最初の記事と同じ頃に書いたものであろう｡その後書き継いだもので'文政年間の演能に基づ-記事が多い.礼ワキ粒付･三番日置鼓調留粒付･観世方道成寺乱拍子粒付･櫓垣之事･角田川念仏之打様之事･松風見留･大返･宝生望月ノ段之事･今春流乱七段･宝生道成寺之事･朝長像法之事･昭君之事･観世方望月･延年舞など'習事に関する手付や心得が主体｡末部の嘉永二年の宝生海人懐中舞と宝生老松紅梅殿の記事は豊成の加筆｡
1 2享和三年豊和奥書宝生流｢望月｣手付　　1冊

仮綴半紙本｡無表紙｡宝生流寛政版を影写し'朱筆で小鼓手付を書込む｡末尾に｢享和三年十月十八日　観世豊和｣と奥書｡弘化二年九月宝生大夫所演の番組を付記｡
1 3江戸末期筆宝生流｢望月｣手付　　l冊

仮綴半紙本｡無表紙｡前本の模写｡架の手付は若干用語などを変更している｡奥書が無いが手付は豊好筆らしい｡

1 4文化頃豊照筆小鼓手付入り習事五番謡本　一冊

袋接の中本｡薄茶色表紙｡長型題量に曲名を列記｡観世流節付で恋重荷･砧･卒都婆小町･桧垣･鷺の五番の謡曲を書写Lt
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空欄言問に苧苧-色の三色-付蒜塞き込む｡五番の曲名を列記した扉に｢豊和｣,末竺･最(花押)｣と署名があ｡,雲を葦したのは豊和時代の豊讐あろぅが､豊成にょる後代の加筆も多く,前黄色の分はほとんどそぅらしい｡

墓はほとんど叢の筆｡恋重荷の末蔓化十年の記事'卒都
婆小町の末に｢享和三五月豊和｣(塞)の署名'櫓垣の歪｢享和元年二月十六日夜□之｣の鷲がある｡左の八点の文書を挟み込む｡

(a)砧｢宮漏高-｣前後の手付に関する文政十毒害付議

｢一通り弟子へ相伝之分｣と豊成加筆｡

(ち)宝生流砧｢ほろほろはらはら｣の部分の手付に関する豊墓

掛酢緋緋緋諌
(f)慕(朱)壷成(墨)両人筆槍垣要所覚書　蒜(g)槍垣後場の要所の手付に関する書付一通(A)豊成筆櫓垣｢いつをかぎるならひぞや｣の部分の書付l杖

1 5文化元年豊和奥書手付入り諸本　lEE

望月壷成寺･石橋の三番綴｡袋綴の小等本｡薄茶色表紙｡

要望壷の曲名を列記｡観世流節付の雲完や讐墨で手
付や実演の記録量き入れてある｡｢文化元甲子年葉月日慕

(印)｣と奥書｡左記六点の文書を挟み込む｡

l　(a)慶応三年豊成筆喜多流望月書付　義

(ち)豊成筆喜多流望月相違部分書付一枚(C)宝生流蘭拍子粒付その他書付　二通(((損Fd e-q la弼脚湖禰掛頼一通
柑文化年間豊和筆'芸事覚書　一冊

仮綴小型中本｡共表紙中央に｢他見筈｣,右に｢文化葦甲子三月膏｣･寺に｢観世豊和｣と墨書｡芸事に関する断片的メ蒜で,相手役流儀にょる相違についての事項が多く狂言の嚇子の事も多い｡文化三年の記事もある｡
1 7文化三･四年豊和筆『覚帳』　lEE

仮綴の中型模本･共表紙.表警後表紙の墨書誉れば文化三年十盲から翌年十盲にかけての豊和の董メモ帳｡冒頭部は,真序諌田壷渉楽同･乱同･乱菅の笛唱歌｡続いて朝長･柏崎･陀羅尼落葉-仏原･小塩･&官･墓･歌占夫瓶遅々･羽衣･夜討曽我･逆鉾壷北･胡蚊の手付(比較的簡略)や断片的諸記事など｡表紙に｢他見無用｣とある｡盟蒜印喜多流『御裳濯』手付一冊袋露の半紙本｡茶色表紙.自題驚近衛流貢で御裳濯の謡本(節付喜多流)墓写し,墓言付や粒墓込む｡末尾に｢豊
和｣印がある｡手付は簡略｡

19豊和署名観世流『玄上』手付　高
仮綴の大本.共裏に題記と｢豊和｣の署名がある.観世流玄上の詞葦を室写し,朱筆で簡略な手付を書込む｡



156八　実技関係手付頬

担dlP後期筆観世流｢夕顔｣手付　　l冊2 1江戸後期筆観世流｢正常｣手付　一冊

両珊同装で'仮綴半紙本へ無表紙｡ともに観世流諸本を株写して手付を朱筆で書込むo奥書は無いが豊和筆か.
22手付入り六番合桜本　一冊

袋綴の半紙本｡六番の曲名を列挙した厚表紙は後補のもので'性質を異にする手付入謡本六冊をもとの表紙をも残して合綴した本o感陽官以外の謡曲には小鼓手付が書き込まれているが､精粗の差が大きい｡次の諸曲を収める｡
〔金剛流富士山〕　薄茶色表紙｡手付簡略｡｢豊和｣の印がある｡〔観世流版本感陽宮〕　共表紙｡奥書の類なLo〔宝生流調伏曽我〕　共表紙｡奥書はないが'朱と緑で書き込ま

れた手付は豊成の筆｡
〔宝生流歌占〕　共表紙o手付は墨･朱･緑の三色･奥書｢天保

三辰年五月　豊成｣｡
〔宝生流小鍛冶〕　共表紙｡｢文久三翼亥年正月　豊好｣と奥書か

あるが'尖･票の小鼓手付は豊成の筆｡
〔上掛り求塚〕　共裏紙｡謡本は観世流節付｡末に先で｢文化四丁卯年四月十八日　豊和｣とあるが.三色の手付のうち緑の分は後年に豊成が害き入れたもの

23文政九年豊照筆『色t,和』　　一冊
色紙大の升塑本o大和綴D打曇-模様のある色紙四倍大の紙を折り重ねて料紙に転用している｡共表紙中央に題記し､右上に

｢文政九年二月二日Lt左下に｢観世九郎豊照｣とある｡井筒一

セイノ事､乱頼子鶴杜大夫方弟子､箱伝之分手付'野守白頭之事の≡ヶ条を記すの.みて'全八丁のうち六丁は白紙.
軍又政十二年豊栄所持陥能六番手付　　l冊

仮綴の中本o高砂･白非天･養老･加茂･郡淑･弓八幡の六番の磯子所の文句を抜菖Lt間拍子･手付･心得を若き込む｡曲名を列記した共表紙左下に｢豊栄｣､本文兼に不明の花押'後表紙に｢文政十二巳丑年正月十八日｣とある｡豊栄は豊照の長子で皇紀の養子だったが'文政十二年十二月廿l日に穀したo手付が豊栄粥か蚕か不明確.
25文政天保年間豊紀輩『習事和』　　l冊

袋接の中型株本｡黄土色表紙に題記｡見返しに｢観世新九郎豊紀(花押)｣とある｡文政四-天保十二年の年記が散見し､長期にわたる豊紀の芸事書留｡首都の貰唱歌は前木と似る｡以下個々の曲の習事に関する記事が並び､宝生熊野三段之舞･朝長徴法･重キ造成寺∴風山白頭･八島弓流･松竹風流など｡緯半は自己が勤r崇.1際の記鉦｡末尾五丁分は子の豊成の弘化三年･安政三年の道成寺出勤の書留.
26天保年間豊成難『一調和』　　二川

袋桜の小型横木o青表紙｡両冊とも表紙に題記しt l冊は｢天保巳四　豊成｣'一冊は｢天保八酉　豊成｣の墨書がある0第l冊は江口以下25曲､第二冊は二人静以下30曲のl調手付集｡かなり長期にわたる書写らしい｡手付は朱筆が主体で墨筆も混じる｡55曲のうち天鼓のみは嘉永七年本(1 4)に含まれていない曲｡
27天保八年豊成奥書'小鼓手付･太鼓頭付等　一冊

157　現世新九良隊文庫目録(中)

袋綴の小筆本｡黄土色歪｡末に｢天保八↑酉年正月下旬
蔑(花琶｣とあるが･か-長期にわたって書留めた芸蔑係の害-弓八幡･西王母立方朔霜布刈嵐山･江

の島の小警付(謡の文句董毒し,寒雲毒や心得の
警誓込む)､惣右衛門流の姦苦(巻網〔惣神楽の讐唱

歌〕壷苧伏早船橋養護尼董･車僧〕,誓看墓流節付芸文墓写して朱で書き込む)､草太鼓等雷沫髄渉琴同神琴電流神楽,董流蓬雲など｡その他孝経の全文,塞-外名寄二調至などもあ｡,腎的記

紬掛野害輿戻㍗. ''.　∵
袋綴小型驚｡浅葱色裏芸の票と｢天保十二丑年林讐辰畳成｣の年記(後表紙にも同年記の観世新三郎豊成の署名)がある｡前半は森田醍渉楽･警音取･序之舞篭り･本ノ音取･掛-り竪琴高苦楽･大ペソ･イロへ･笠序之辞去段神楽七ツゆ｡などの笛唱歌聖体で,途中覧化十年観世至山姥笥花之舞の記慧どの異質の記事も混じるo#簡物着･金奉賛･高高子壷甲田村長胡牢紅葉狩替装束･宝生石橋連撃･観世安悪急進之出壷剛高砂真之伝など,特殊品や中書の等･毒で,慧年間の演能記録に

讐く｡雷新しい年記-氷六年｡天-恵後草葉年

･r;..　　:　..

右の紙背は何かからの誓らしい｢山伏摂待解｣｡実竿三年以降豊窒『小誓書』　高袋讐小型中本｡芭表紙｡赤色-末に天等毒五月の
蓋の奥慧あるが,その頃か,喜久毒に,-晶間の芸

の書讐･首都は芸･景･豊紀らの書留の写し聖体｡途中から豊成自身の見聞･出勤-つ-葛で･習事に関す量が多-,故以外の事にもわたる｡出勤した番驚喜の歪付載していることが多い…輪誓納･江口替之打B･至梓之出･杜若粟野-南砂作物など,内容多彩｡左の文書峯人｡

一　｢ヽ

(a)松風見留書付(,D)悪筆掌置要事(筒唱警粒付)(e)宝生杜若沢辺之舞毒唱歌(a)地頼子割付け粒付(碁鮭執罫紙使用)(e)豊成筆宝生来鮫金春流太鼓手付(f)明治十石畳豊島起請文後半粒付(g)延年孟笛唱歌(ヵヵリ主管)(i)卒都婆小町謡に関する書付(-)宝生融酌ノ舞農園(望三蔵同封)一枚(-)弘化四年豊成筆宝生流起請書付(大望春流)

一過

一枚一遍一遇l杖一過
二虚.

一枚l通

(也)起請文手付

通



15　(1)文政六年豊照筆宝生松風灘返し手付　1枚

(m)豊成筆杜若イロへ書付　　　　　　7枚

八　実技関係手付類

(量草空ハ年豊成筆宝生高砂作物書付(神舞手付等)　這(o)安政六年筆杜若恋之舞春日流唱歌　　7枚(p)万延元年豊成筆金剛石橋書付　　　一枚30天保十五年豊成奥書『当流色(,細』　　Tm
袋綴の小型中本｡水色表紙｡有枠題叢｡未に天保十五年の観世新九郎豊成の奥書があるが'天保年間の書付は首都のみ｡大半は安政以降の記事で､兼は明治十年｡実演記録に基づく芸事関係の記事が大半ながら､故実的記事も混じる｡末の三分竺は白紙.左の八塩の文吉を封入o

(a)三太郎流次苧一七イの手付　　　∵杖(,a)遅々乱に関する考証　　　　　　蒜(C)宝生融遊曲金春太鼓書付　　　　　1枚(A)金剛融遊地金春太鼓書付　　　　一枚(e)慶応三年喜多大平大安苧望月･遅々乱重出番組　蒜(f)明治十年豊成筆敬法大鼓手付　　　一枚(ど)同右'森田流墜空白取唱歌　　　　一枚(h)宝生望月獅子大牢笛頭付(f-九の三点一包み)　蒜
製革茄五年豊成箪宝生流『道成寺』手付　歪人三脚

仮綴半親木｡各冊とも共表紙に｢嘉永五三千年間二月十六日｣
｢豊成｣｢宝望繭乏内天｣などと聖声があり,三冊が表の

ものo天之冊は｢WiH道成寺｣と題Lt宝生流諸本を書写して朱筆墨筆で手付や心得を書き込む｡地の相は｢宝生道成寺乱

拍子手附｣と屈し､乱拍子前後の詳細な粒付妄付｡人の冊は｢宝生流関拍子手配附｣と屈し'地の冊の草稿的内容｡天と地の冊の末には表紙の分と同年記の生成の朱筆奥書がある0
32豊成筆観世流『道成寺』手付　一冊

仮綴半紙本o観世流道成寺謡本を書写〔アキ--柑)して朱筆
(一部に撃墨で加筆)で手什宝扇えた部分が前半o後半は,

関拍子片山九郎右舷門江引渡シノ分､安政四年青山下野守へ引渡シの分o月掛岸鼓手付､二段次第手配り,乱聾.埋りかい,関拍子打方など｡豊戊から乱拍子を相伝したシテ方や小鼓弟子の氏名､明治十二年の喜多流高田伊右衛門への相伝の事情なども付記｡共表紙に曲名と｢豊成｣の署名がある｡

(礼)豊成筆観世道成寺乱拍子書付　l枚
慧東成筆宝生流『釆殿･浦島手付』　　合空冊

仮拐半紙本｡共表紙o別々の本だったの〕盲信したものo来殿は中人前からキりまでの璽早皇軍し,李墨の両筆で手付を垂冒込み､末に亭水五平正月に宝生弥五郎が雷撃姦作すべ-蔑成に小鼓手付の改訂を依頼した際の文吾の写しや,新之東方待謡などを付記する｡浦島は後場の詞茸に墨筆で小鼓手付宝日き込む｡

34豊成筆宝生流『穎拾』手付　1冊
仮綴半紙本｡共表紙に｢宝･tl奴括｣の題記三･豊成｣の署名かぁる｡宝生流寛政版を模写Lt朱筆(l部は苧諒)で手付や粒を書込む｡未丁に嘉永五年閏二月廿五日の宝生大夫所演の際の相違古三七イ･序之舞)を加筆｡左の二点を同封｡

159　観世新九郎家文庫目録(辛)

(a)妖捨要所太鼓頭付(詳詞草に朱筆で傍記)　仮綴半紙本一冊(b)宝生鏡捨金春太鼓手配(今夜のあきかぜ…)　　l杖35革空ハ年以降豊成筆『観世万能頭附』　一冊
仮綴半紙本.共表紙に題記し､｢革聖ハ甲寅年　二月良辰　豊成｣　｢草稿迫三書也｣などと墨書｡観世蛭の所演出m番の曲名をl頁二郎ずつ五番綴謡本の組合せ順に列記Lt各曲の舞や登場の雅子事の種醇を荘記した書｡曲によって精粗の差が著しく'妖捨･耗鵡小町･関寺小町･道成寺･木賊･石橋･恋重荷･構･鷺･望月の十番は曲名のみ｡朱筆をまじえ､長期にわたって書き込んだ跡が顕著である｡左記六点の書を封入する｡

(a)破之舞･太鼓物イロヱ手付　　　　一通(b)雲林院ワキ爵書付　　　　　　　　　l通(g)革墾1年豊成等谷行(鉄之壷･彦太郎)書付　　l通(也)千手･土ぐも書付(五月晦日観世流番組裏)　　l枚(e)慶応三年筆第六天高安流道行　　　一枚(I)掲鼓ヲ撃ア花ヲ催ス事(明皇雑録技書)一枚36革氷七年豊成奥書'謡本革人｢新曲十三番手付｣　一冊
袋桜の小型中本｡青表紙｡横型題茶に曲名を列記する｡節付をも加えた観世流諸本(書体･書式はl様でない)に朱や環で詳細に鼓の手付を書き込む｡由の末や空欄に注記的記事も多い｡代主･逆矛･忠信.禅師曽我･吉野天人･住昔話･ゑほし折･第六天･綾上･合甫･大瓶狸々･璽崇船･璽n金札の十三曲｡天明の新十番から恋重荷を除き'禅師曽我･絃上･岩船･金札を加えた形o奥書｢軍部七甲買年正月良辰　観世新九郎豊成(花押

印･朱印)｣｡書き込みはすべて豊成筆o左記四点を封入o

(a)嘉永七年師走豊成筆メモ　一枚(.a)豊成筆烏帽子折切組観宝両統手付　　l杖(o)豊成筆絃上｢岩越す渡｣考証　一枚(a)豊成筆絃上｢嬰子もおどる｣考証　一枚
空拳氷七年豊成署名『1調伝書』　　天地人三冊

袋綴(非線装)の半紙本｡共表紙に題記｡一調謡の文句を書写して朱筆で粒佃や手付を書き加えた1調手付集｡各冊に｢琴光七甲寅年林鐘吉辰　豊成｣と署名があり'火で手付を薫き入れたのが豊成らしい｡三冊とも｢秘印三巻之内｣と表紙に墨書する｡天の巻は｢内之部常1調伝書｣と題し､江口･高砂･難波二二井守･雲林院･源氏供養･桜川･殺生石･寵太鼓･鳥追･土葬･花笠･埠九･l二井寺･小菅･笠之段･網之段･玉之段･放下
僧･善知鳥･女郎花･鏑木･松虫.八嶋･殺生石･夜討曽我･道明寺･白楽天･難波･高砂切の30聖地の巻は｢外之試常l調伝書｣と題Lt芭蕉･采女･半蔀･班女妄蚕山二天静･千手･杜若･百万･柏崎,鐘之段･笹之段･鵜之段･熊坂･顧前･碓･舟橋･小袖曽我･春栄･弓八幡の20曲｡人の巻は｢別一

調伝書｣と題Lt老松･自髭･蝉九･花監･賓芹居士･碍･藤戸･阿漕･俊成忠度･感陽官のln曲.計60曲｡

(a)豊成輩一調伝書奥書草稿　二枚

前本の天･人の巻の末に封入｡1つは｢天地人三巻1調手付如此　草稿故誤等可有　此後能々相改　別本量目直置べし｣D　他の一通は同意異文.年記はともに｢春先七年六月吉日(艮辰)｣｡



160八　実技関係手付棋

38弘化-安政頃豊成筆『役安手控』　一冊
仮綴小型中本.共表紙に題記と｢弘化元辰年　十二月吉辰　豊成｣の年記･署名があり'末にも軍氷の年記があるが'弘化元年以降安政三年に至る問の豊成の芸事覚書.出勤した際の書留が主体で'本丸･西九二一九二億御殿'その他諸大名家などでの催しでの'宝生流･金剛流相手の際の記事が比較的多い｡宝生融筋之舞･宝生烏城大和之舞･春日竜神白頭別習など'末近-の記事は詳細｡左の十点の文書を封入する｡

(a)羽衣本越lセイ･ハノ舞書付(罫紙)　　1枚(也)右の写し(札幌安酒会社罫紙｡鉛筆書)　1枚(C)同右(同右o未筆書)　　　　　　　　l枚(a)大鼓粒付　　　　　　　　　　　　一枚(e)大小鼓粒付紙片　　　　　　　　　　　三枚(-)養老新之東方道行文句　　　　　　　一枚(ど)葛城大和舞太鼓手付　　　　　　　　一通(h)革永四年豊成筆金剛老松･仁右門方百万間セリフ一枚(-)熊野三段非･膝行手付　　　　　　　　1枚(･.1)宝生岩城大和舛(金春流太鼓)書付　　　l枚
39安政二年豊成奥書'小鼓手付･注釈入り謡木　　上巾下三冊

袋編の大木o磨出し模様入り黒表紙｡打曇り模様題茶に曲名を列記Lt｢三巻之内｣｢上(中･下)｣と付記｡三冊とも末に｢安政二乙卯年孟夏艮辰　豊成(催花里印)｣と奥書がある｡観世流または宝生流の版本嘉本を節付まで影写し'約半数の曲の上欄や本文中に手付や磯子事の注記や語句の注釈などを書き込む｡

朱･禄も混用｡軍人の精粗は一様でない.すべて豊成等であろう0料紙は蒋薬紡o所収出は次の通り｡(*印が冨人のある曲｡宝は宝生洗謡本を影写した分)
〔上=本文墨付1-6丁〕*楊貴妃･*夕闇･凍放下僧宇*歌占宝･*安

宅･蟻通･通小町･*善知鳥･阿漕･*昭君で∵千手｡
〔中=本文墨付1 10丁〕　弱法師･*藤戸･*当摩･俊寛･嘩九･景

清･護法宝･*遊行柳･定家｡　〔下=本文墨付85丁〕弓矢立合･*隅田川･綾鼓宝･求塚宝･摂待宝･小原御幸o左の五点の文善を挟み込む

(a)慶応二年八月豊成軍楊貴妃装束付書付　　1通(b)安宅演出に関する豊成書付　一通(C)当麻出羽二段返観世流小鼓金春流太鼓粒付.手付　一枚(A)喜多流遊行柳小鼓打様に関する豊成書付　一枚(e)嘉永五年豊成輩金剛流大原御幸書付　一枚40安政二年豊成奥書『風鼓覚書』　一冊
袋桜の半紙本｡格子模様灰色表紙に朱色模様自題答｡墨付31丁｡余白27To末尾に｢安政二乙卯仲秋日　秦豊成(印)｣と奥書があるのは'30などと同様書初めに記したものであろう0当流五段次第･当流真之l声･九郎兵衛方相手之時五段次第･回真之〓p･当流本越l声･和布刈之次第など'相手役や曲ごとの打方をも含む次第二声の各種の手付･粒什集｡左の三点を封入｡

(a)石川丈山略伝書抜　　1通(b)｢憶｣字に関する字典からの抜吾　一枚(U)森田流舟弁慶舞唱歌に関する書付　一枚

161　観世新九郎家文庫目録(中)
41安政二年豊成奥書宝生流『豊干』手付　一冊

仮綴半紙本o共表紙に題記｡奥書｢安政二年卯弥生良辰豊成｣｡諸本を模写し､朱筆(一部は墨壷)で手付を書き込む0
42江戸後期筆『宝生源氏供養曲芸入』手付　l冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記と豊成の署名があるが'ク七の詞章を書写し朱筆で手付を加えたの望見成以前らしい｡表紙裏に加筆した弘化四年二月廿四日松平聖等撃の重大夫所演の記録は豊成筆｡左の一点を同封｡

(礼)源氏供養グセ前後の手配り書付(豊成加筆)　蒜

聖還筆『道明寺』『飛鳥川』手付　合空冊仮綴縦長半紙本｡本来は別々に書写した本を合綴したもの｡道明寺は明治十七年刊金剛流山岸本を模写し(同書の直しの分を朱筆で書-)･縁筆で小鼓の手付や心得を書込む｡奥書は無いが豊成筆｡飛鳥川は詞章を書写し･朱筆で手付を書込み､末に慶応三年金剛鈴之助所演の際の装束付を付記する｡奥書｢慶応三丁卯年四月廿九日写之　豊成｣｡
44慶応四年豊成奥書『温々乱』手付　一冊

仮綴小型半紡本｡観世流謡本･↑り端森田流唱歌(小雪付を失記)･乱森田耽唱歌(里)･金春流乱(六望段の唱警手付)÷り端諸
流段数･乱の段数二噴流乱唱歌(手付東軍七段乱手付･観世呂掛り之乱(唱警弄)･宝生七人狸々･喜多乱壷出など'乱の手付集｡末尾に｢慶応四成辰八月観世新九郎豊成｣と奥書があり'共表紙に｢豊好｣ともある｡

45文化年間豊和筆'特殊謡手付　七冊

薄菓続を用いた仮綴中本｡共表紙に題記と｢豊和｣の筆名がある｡翁･弓矢悪口･勧進帳･起請文･蟻通i手朗詠詩二琴うたの七冊｡謡の詞章を害写して朱筆で手付を書入れているが'翁には手付,･A無く,琴うた(成陽官の1部)には節付すら無いo未完のまま終ったのであろう｡弓矢立合に｢文化二乙丑年七月廿二日豊和(印)｣,千手朗詠詩にも同年記'翁に妄化三等十月廿三夜豊和｣と奥書があり,他冊も同じ頃の書写らしい｡

(礼)豊成筆九視舞相違文句抜害(翁の冊に同封)　l杖46文政十三年皇紀奥書『起請文』手付　一冊
薄菓紙を用いた仮綴中本｡共表紙に題記と｢豊紀(花押)｣の署名がある｡正尊起請文の部分を片仮名で亮九字に書き､節付を加え,小鼓の粒を右に,大鼓の粒を左豊田平喜o小鼓の分は朱筆,大鼓の分は墨筆が主体｡末に｢文政十三庚鼻年七月日官増十亮　観世新九郎蓋(花押･朱印)｣と奥寛

4-江戸末期筆『起請文大小之手附』　一冊
前本と同装｡共表紙左下に｢豊紀｣とあるのほ豊成が前本の署名を模写したものQ内容も前本の写し｡但し大鼓の分を禄筆'小鼓の分を朱筆で書分け､手付の用語を少々言い変えている｡

48文化年間豊和筆二調謡手付　十冊
薄菓紙を用いた仮綴中本｡王之段主苧鳥追･班女･碗由･放下僧切･松虫切二弄寺葉二諒寺曲妄太鼓の十讐'全冊朱の手付入｡放下僧の末に｢文化三宰十言廿四日豊和(辛名)｣と奥書があり'他冊も同じ頃の書写であろう｡

49豊成筆一調謡手付　八冊
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45等と同装｡千手朗詠二筒砂･士ぐるま･土ぐるま･鳥追･放下僧･松虫･寵太鼓の八冊o一調謡の部分を書写し､朱で手付を加えるために用意した本であろうが'千手朗詠と土車の一冊以外は手付未記入｡六冊に豊成印があり'前本と一緒に包んだ包紙の曲名下に豊成が自己の筆である由を記している｡

50豊成筆'観世流謡本書入れ手付　四冊
薄幸紙を用いた仮綴中本｡共表紙に題記し'あこぎ･通小町･綾上･禅師曽我の四冊｡阿漕以外の三田は兼に｢豊成｣の朱印があり､四冊を包んだ紙に仙名と｢豊成書｣の識語があるo観世流謡本を書写して手付を朱筆または緑で書込む｡但し絃上の朱筆は節の直しで'手付は無い｡

5 1嘉永七年筆『1噴流笛唱歌』　　1冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記と｢嘉永七甲寅年｣の年記の他に'右肩に｢甲印四冊ノ内　を号｣とある｡奥書なし｡神舞･男舞･安宅舞･中ノ舞･下り端･大べシ･カツコ･早舞･早笛･序之舞･舞働･楽･神楽の笛唱歌｡奥書なし｡

Si元治元年豊成奥書｢一噴流笛唱歌｣　一冊

仮綴半紙本｡共表紙に所収楽名を列記Lt右肩に｢甲印四冊ノ内弐号｣とあるD序之舞･真之序･楽(小鼓手-はり付)･富士太鼓掛り･耶邸掛り･唐船掛りの笛1.H歌の後に'｢右1噂流笛唱歌六ヶ条家元1噂幸太郎方･～)借用致写置老也　右之喜不詳外見者也　元治元甲子年霜月廿九日　豊成｣と奥書があり'さらに郎邸空下唱歌(小鼓手付入)を付記するo唱歌は豊成とは別筆らしいo後表紙に｢豊好｣と署名o
_..p　-----11　　､､･　　　　J=.PJ I-r　　　　　----　　-　　1-IJ-㌻t-

163　観世新九郎家文庫日録(中)

小型株長本｡序之舞以下各種舞事のカカリやオロシの部分の唱歌集｡末尾は｢是ヨ-以下藤本生五郎高書｣と注する豊成の追記で,前半にも豊成の加筆がある｡末に｢豊照｣と署名｡
甲県議筆｢春日流盤渉楽｣唱歌　l附5-豊成筆｢一暗流盤渉楽｣唱歌　1冊60豊成筆｢春日万乱之譜｣　一冊

右三冊同装で,薄菓紙を用いた仮綴中本o各冊表紙に｢豊成｣と署名〇三冊一緒の包紙に｢安政二卯年八月新九郎豊成｣とある｡

61万延元年藤本森助輩『森田流翁唱歌』　一冊
仮綴中型横木o｢万延元申年十月吉日藤本森助書之(朱印｢正建｣)｣と奥書｡袋蓑に｢此翁一式ノ葦歌ハ森田流聖丁藤本森助之章也　観世新九郎豊成｣とある｡

62万延元年豊成筆｢開口音取置鼓｣　一冊
仮綴中本｡音取の唱歌に朱で小鼓の粒を書き添え'音でワキの仕方を書き込む｡末に｢ワキノ仕方ハ権之助書也｣とあ｡'青筆の分は進藤権之助の筆C笛は森田流｡表紙裏に'万琴蛋十二具日に御本九移綻祝儀御能仰せ出芦れ'進藤宅で打合せの折に控えとして書いた由,豊成の付記がある.全四丁｡

63万延元年畳成筆｢開口置鼓｣　一冊
仮綴中本｡前本の写しで,笛の唱警除き,小鼓粒付主星のワキ仕方のみ｡この青草も進藤権之助の筆の由へ豊成が付記｡

64文久二年畳成奥書,範宝両流離筋之琴書方太鼓手付　1EE
促綴半紙本｡共表紙に内容を列記し,右上Qr丙印壱冊｣左下

(a)畳成筆､真之序の序の跡の小鼓に関する書付　　l通

笛が一噂･森田の場合'大夫が観世･その他の場合の注意｡

53文久二年豊成筆『l噂神楽大鼓金春付』唱歌　一冊
仮綴半紙本｡共表紙に題記し'右上に｢甲印四冊ノ内　三号｣へ左下に｢文久二成年十月艮辰　豊成｣とある｡余白や帖歌の後に神楽に関する諸注意を付記Lt末にも同年記の奥書がある.

X元治元年豊成奥書『l暗流上ガカ-惣神楽』唱歌　　l冊

仮綴半紙本｡共裏紙に題記(付記あり)Lt右上に｢甲印四冊ノ内　四号Lt左下に｢豊成｣とある｡唱歌の他に惣神楽に関する注記もある｡末尾奥書｢元治元甲子年霜月廿九日　豊成｣｡
55豊成筆『森田楽唱歌』　　1冊

仮綴半紙本｡共表紙に題記し(付記あり)'右上に｢乙印二冊ノ内｣､左下に｢豊成｣とある｡楽と耶郷楽の唱歌で小鼓手付をも朱記する｡富士太鼓楽ノカカ-､その他付記の頬が多い｡

(a)天保十四年豊成筆､朝長懐法左書流太鼓手付　　二枚

真革行の三種ある内の草と形の打ち方の手くぼ-｡

56豊成筆｢森田托乱唱歌｣　　l冊
佼綴半紙本｡共表紙に内容を列記Lt右上に｢乙印二冊ノ内｣へ左下に｢豊成｣とある｡八赤子割の罫線を印刷した特殊な料紙を主体とし､観世乱(左書方太鼓付を朱記∵宝生鷺乱･観世乱(金春太鼓付を朱記)の唱歌を書き込む｡三曲の途中の普通紙に

小鼓手付の額を付記する｡

(a)豊成讐｢金春流乱付二流書付｣　　1枚57豊照華『森田流笛章歌』　一冊に｢豊成｣とあり,末尾にも｢文久二言年五月豊成｣と奥
雫かある｡観世融務之舞の観世流太鼓手付(八拍子割印刷罫紙

の分,文章体に別記の分と両様)と,宝生流融酌之舞の観世流太鼓手付(文草体)o宝生の分は足取囲の略図も付記o
望遠奥書,獅子森田流唱歌･観世流小鼓手付一冊

仮綴中本o共表紙に内容の略記と｢豊成｣の署名があるo望月藤子と石橋獅子の小鼓手付を､森田流唱歌の右に朱記する｡末

歩frlTlキ

尾に｢右ハ鉄之垂清済所望二付別二認メ達し申慣節'如此如書記置　豊成｣と奥書がある｡望還筆『朝長懐法』左書方双･形の太鼓手付　二E
仮綴半紙本o共表紙に題記｡星付三To末に｢右ハ文政八酉年林産於豊綿宅清陽壷照･錬三郎去次郎'右打揃申含相済,其後豊照右ノ通双･形ノ二色控置タルヲ'又後二豊成仮二写シヲグ者也｣とある｡大小の手付も付記｡監還筆『電流盤捗楽』唱歌ならびに小鼓手付　蒜

仮綴中本o共表紙に題記と豊成の署名があるO唱歌の右に中萩手付を朱記する｡

68中林筆『宝生新之丞謡謡入用之分』　一冊69豊成筆『宝生新之丞方謡抜書目録』　　1冊
両珊合綴｡ともに仮綴半紙本｡68は下掛り宝生流の文句がシテ万宝生流と相違する部分の抜吾集｡共表紙の題記の左に｢右宝生大夫方相手之節之詞万也｡依レ之､宝生流謡本卜引合'相違之処而己抜書ナリ｡余ハ宝生木之通也　中林控｣と注記｡中林は金沢在住の新九郎家の弟子069は68のイロハ別索引風の目録で'
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68の上に合綴し､共表紙に題記と｢催花堂｣の署名がある｡
70豊成筆'新之丞方俊寛･船弁慶ワキセリフ　一冊

仮綴大本｡全四To署名は無いが豊成筆らしいo俊寛は名ノリと一七イとその後のセリフ｡船弁慶はアイとの問答｡

(a)船弁慶セリフ書付　　二枚

一枚は中人直前からアヤカツ問答にかけて'他の一枚は後シテの出の直前の文句が主体｡70の補足｡
7 1明治元年大蔵虎長筆｢開口･弓矢立合･松竹風流｣　一冊

仮綴大本｡末に｢明治元辰年霜月改正之　大蔵千太郎虎長(花押･朱印)｣とあ-'五40と一対の書｡若宮祭の松之下式に新形式で勤めた際の文句と節付｡立合と風流の分には小鼓手付も少々見られる｡

72服部小錦治筆『撃鼓譜』　　l冊
綿装の大本o紙貼り厚表紙に添えた布題釜に書名と住所氏名印がある｡小錦治が小鼓を椿古した際の'謡文句抜書に傍書した手付の頬を集めて綴じたもの｡能野ロソギ･鶴亀キリ･蜂丸花の都･船弁慶ク七など'初歩的な曲ばかり｡小錦治は素人として一

時小鼓を稽古したのであろう｡

冊子本追加

〔四の項〕36蔭山俊蔵刊､森田流楽･神楽唱歌　一枚
㍑×3--の厚葉樽紙に'罫引き枠内に'表に楽､裏に神楽の唱歌を刷る｡包紙の豊成書付に｢豊綿時代門弟蔭山俊蔵卜云者自身是ヲ書テ板ニヲコツタル也｣とあり'文政以前の刊｡小鼓手付などを書込むための印刷物か｡

〔六の項〕35江戸末期筆『観音魔法』　一冊
仮綴半紙本o共表紙に題記｡観音俄法の来歴｡

〔七の項〕
1 9江戸中期筆観世流節付『式lll番』一冊

仮綴半紙本｡｢どう-たら-｣の形で､明和改正謡本以前の写本｡二日二二日の千歳の謡の分を末に記す｡

20江戸末期筆観世流節付『花がたみ』山舞　一冊
仮綴中型横木o共表紙に題記と豊成の印がある0朱筆直し詳細｡
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九　元信(休斎宗与)関係書付

1書付叛その一1

壷安三年元信筆『仕手聖止之事』　一遍
.i･. ･.. ･...-･･卜.L･]･='. ･･,_･,･]･｢･･卜‥ト.･ :.

巻･鷺轟々･安宅嘉橋-シテの装束付o識語｢右之皇道叱･完治御相伝之通也東榎ノ六同正右衛門元信観世宗兵衛殿｣｡惣兵衛蓑は元信の甥(兄豊勝の子)｡古い色紙には｢習之拍子仕手出立付之事｣と上寛
2万治元年十月三日付,観世宗与あて観世大夫重清起請文一通

奉至枚と牛王誓紙警なぐD前書に｢l､なかし八頭井本五段之言ノツモ-同出様｣以下警条の習事の名目を列記Lt｢右之粂U依執心預相伝過竺存侯毛頭他言中間敷慌但家ヲ献言斗ハ如我等堅ク誓紙させ　弥末孫迄家ヲ継享こならてハ相伝中間敷候其上享こいたさせ候書聖両も右之通堅ク誓紙ヲいたさせ　代JIL千二も警讐而相伝諸侯棟二可申付候不申及院へ共其方家へ我等家末孫迄無如在中合候へと可申付慌若其方ノ末孫二親二少年二両別レ慎仁候ハ､右之条

妄不被申供ハ､此方家ヨリ相伝可申候者也｣とある｡牛王

誓紙の末の署名は｢万治元灰戊歳十旦二日観世左近大夫重清(花押)観世宗与老･観世新九郎殿参｣｡相伝を受ける前に提出した起請文｡垂清は当時26歳｡

3宗与筆『相伝之覚』　一迫

万治元年に重清へ相伝を予定した事項の列記｡前本の前書とほとんど同内容｡末尾に｢観世宗与｣と署名｡大阪美濃紙蒜.重清の誓紙提出覧立って宗与から与えた文書の讐あろう｡
4万治二年卯月宗与あて観世大夫重清書状一通

美濃紙大の樽紙蒜o棺垣の仕舞､平調返､翁なしの礼脇についての質問o｢力治二ノ卯月廿四日観□(花押)｣と署名o端害｢観世宗与様L]U観左近Lo2の前書と関連する0

.n寛文三年完与筆'父之丞延命冠者書付　l通

文句と型と鼓の打ち横の大概｡｢‥衰失念様二書付参せ候寛文三卯十月十五日岡宗与観世新九郎殿｣とある｡6の前半部と似る｡包禦6と一旬)に豊成の筆で｢父之丞小鼓打様　元信筆｣と上雷｡

6宗与筆,父之桑延命冠苧序破急裏革行幸付　一過

前半は5と似て,文句と打ち様｡後半は前半と無関係で'｢似我与左衛門吾物之内ヌキ喜｣と首善し'｢一'草ノ中ノ行　千引ナトノ煩也｣など15ヶ条｡黄色半紙二枚継ぎ｡署名なし.
7宗与筆'薪猿楽南大門能図面　一枚8宗与筆'薪猿楽御社上り能図面　l枚9宗与筆'薪猿楽御社上り能図面　一枚

半紙大D rに観世十郎兵衛(重清)楽屋の位置が示されており'観世座が三十年ぶりで薪猿楽に参勤した慶安五年の書写と見られる｡宗与も見物に下ったのであろう｡配置等の概略見取り図｡9は8の書直しの形で､包紙(立入殿あて書状)に｢奈良官
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方治二年o慶安五年筆の分室刀治二年に整理したものかo三点

九　元信関臨書1､j~

をl括した包紙には｢奈良新能組寓覚書｣と上喜｡
1 0宗与筆｢音名ヲ得シ者｣　一過

奉書大の緒紙l枚.裏端書に｢宗節被害置ヲ以ギヤワ迄二七ウッシ置也｣とあり'観世宗家蔵宗節筆の署名ヲ得シ著』の転写｡但し親世代Uの模写が前､背名人の記事の転写が篭署名なし.日と同じ-宗与時代の書写であろう｡

1 1寛文元年宗与筆'面之作者之事･人形絵図ノ事　一過

半紙二つ折り｡観望不家蔵の宗節筆『申渋談儀』の面の条の投書と､同宗家蔵の『二聖夜人形望(宗節本は現存せず)にっいての略記｡｢当寧盛大三ノ　寛文元-し九月廿五日書之一｢権現様二存之風姿花伝ヲ写タル也｣と末にある｡
1 2明暦二年宗与蟹｢永緑四季二好事御成記｣　　l通

交渡航数枚をつなぐ｡｢コレハサル所二有ヲ写　観世休斎宗与｣と碧甥首都に明暦二年までの年数害がある.能番組の部分のみの写しで､続群書頬従所収本とは相互の誤りを訂し得るO
1 3忙保三年元信筆､慶長四年観世大夫慧崩進能番組　一過

大版組紙横折り｡表の両面に四日分の番組'裏の両面に勧進能故実や四日の振舞の次第など｡『能楽盛衰璽所収の同勧進能記録と同系で相互に補い合う.正保三年までの年数書がある･

1 4托保三年元信筆､天正廿年四月十五日関白秀次民部脚注印邸御

成能番組　　1通横折慎準牧o片側に十五番の番組｡下問少準か関寺小町を初

漬した時の能で'正保三年までの年数害がある｡別の片側にこの時の能に関する逸話を追記し'承応三年までの年数書がある｡1 3と一緒にした包紙に慶応四年の豊成の付記｡

1 5宗与箪｢観世大夫初り之事｣　一通

懐紙大の楕紙一枚｡観阿弥伝'毒町将軍家御用の華禁中出入の事'勅勘の事など｡観世休斎老あて京手際正(京極工膳正高通)書状(観世新九即は療養に専念すべしとの内容)の紙背｡

1 6宗与筆'観世大夫初之華観世大夫次第壷春大夫次第　　1通

横折り厚莫大版筆紙1枚(紙背は宗字･常春･玄昌らの百韻連歌の名残の折)｡片面が観世大夫初之事で'1 5とは内容小異あり'猿楽由来説が主体｡別面が両大夫の歴代の実名･法名等o未に｢右近代之太夫名乗法名共氏勝子今春権兵衛二尋記之　観世正右衛門入道宗与(花押)｣と奥書｡

け万準毎宗与筆｢観世大夫次第･金春大夫次第｣　一通
1 6の別面と同内容｡末に｢右今春大夫近代之名乗戒名共今春権兵衛二粕尋記乏也　万治二亥小春廿三日　観休斎宗与(花押)観世新九郎殿｣と奥書｡

柑軍些1十l年元信筆､覚書　一遍

美濃紙二枚琵き｡末に｢-ヤドへカヘリソノマ､書之老也　寛永廿l極月六日夜四つ過　親正右衛門(花押)｣とあるD兄の新九郎豊勝宅で談合した事ども(忠之公よ-の合力銀のこと'跡目を豊勝の子に譲ることなど)を詳細に記顛した文書｡豊勝が元信に屍心を抱いていたこと､元信を冷遇していたことが知られる｡1 9･20と一旬｡
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1 9慶安三年元信筆｢覚J　一通
････..　-････　:････.･''

自己の履歴に関する覚書｡題記の↑に｢慶安三二月十四日夜雨徒然之刻吾之閑事-一社右衛門元信｣とある｡

20寛文二年宗与等｢宗与母方ノ奉｣　一遍
懐些1枚続き｡題記は冒頭の記事にのみかかるもので､自己の経歴に関する記事の方が量的には多-､相続の事情が詳しい｡

｢寛文二とら九月五日夜宗与｣と署名｡-･19とl包で､その包紙に豊好が四通としているのほ･20が二枚に離れたため.
21元信筆｢催花之窮乏事｣　　l通

鴇警撃丁花催之事(明星雑録抜書)速読由来(下学集抄写)～及びニーの催花嶺の写し(｢華｣字異なる)｡美濃紙一枚｡署名の察なしO
聖等筆,江隠和尚作沢庵加点｢歌舞之握傷｣　l通

ほぼ間合紙大の斐聖杖｡観世宗家蔵の『歌舞整版』(大徳寺江堅壷が橘昌次編の『自家伝抄』系統の伝書に加えた級文)に,沢庵が訓点･振仮名を加えた軍氷壬午(十九年)七月竺日付の文書の写し'宗与の考証加筆がある｡

‥相方治二年萱筆｢大和御萱苧五調子之次第｣一通

宗与あての三通の書状(寺島太良兵衛去極丹波守高国･神山
璽口)をつないだ紙背｡前半は若宮祭や薪猿楽の故実で'現師

弘や年用の事も唇音｡後半は他書からの技書で｢右去所二花伝書写シ･1有中ノ抜書也　本花伝書卜同前力可尋也　万治二亥十月三日観世宗与正本花伝華嘉之義無之也｣と璽買あ

る｡
讐晋童'鼓甲乙掛声陰陽説下書　l通

京極乃拡守高国から観世休斎あて極月廿五日付書状(大鼓簡出来謝礼)の紙背から表(行間と片側空欄)にヰモ書込む｡鼓の故実説で美濃確守書物からの抜書という記事もある｡署名なし｡下書の由を元信が端書に記す｡
些刀信加筆鼓之字解一遇

｢小補講会｣なる書の抜書らしい｢讐字の解｡傍書加筆が元信の筆らしい｡



一〇　故実･道具関係書付　168

一〇　故実･道具関係書付

-　書付塀その二～

-寛永廿1年元貞筆『名物之筒之事･大鼓筒之名物之事』　　1通
1-0×棚の槽紙二枚をつなぎ'表に｢名物之簡之事｣(小鼓名筒の日録と解説)'裏に｢大鼓筒之名物之事｣を書き'末に｢寛永二十l.甲申年五月下旬　元貞(花押)｣と署名｡観世彦三郎元貝は文次郎電次の孫で大鼓方｡大小の筒の作者伝を含む｡

2寛文二年結崎玄人筆｢鼓之起･鼓ノヨミ声｣　一通

美濃紙大の薄紙三枚をつなぐ｡鼓に関する故実考証で'動と働'砕動と力動に関する説もあるO末に｢寛文二王寅九月一日結崎玄人老書タマヮル｣とあり､玄人(観世金十郎重治)等らしい｡

3江戸中期筆'土鼓･小鼓花形書付　　l通

土鼓起原考証と花形の由緒｡片仮名まじり｡
4明和五年七月観世新九部類豊筆'鼓筒鑑定書　　l通

祖父折居作という0　｢鼓簡之書付｣と上書ある包み紙に'-I5-1 0とl包み｡

5江戸後期筆'鼓簡日録　　l通
二挺入鼓箱の分と一挺人の分に分けて十八個の筒の目録｡新九郎家蔵の小鼓筒目録であろう｡4等と一旬克｡

6文政九年四月七日筆山岸孫兵衛所持鼓筒に関する書付　一枚

遠州浜松天神町山･:dLL孫兵衛所持の大小筒についてo信長より拝領の由を記す箱書'五月j=l口付宅生億九郎豊重の極め(祖父折居作小鼓筒とする)を写す｡裏面は文政十年の秋田半大夫所持の三挺の筒についての書付｡4等とl包み｡

7豊絶筆､三人の折EL=に関する書付　　1枚
コヲリイ･サカイヲリイ･イヰモ-ツカヲリイの名と作の特色｡｢豊成云'右之書付ハ豊紀筆也　十l冊之本より抜吾ツタル者ト,･,へクリ｣と付記｡4等と一包み0

8宮増弥左衛門と鼓簡作者に関する書付　一通9同右　一通

問合せへの返答｡宮増が流視である事と'作者の連名｡9が草稿か控で粗紙o8は雲母引きの料紙｡4等と一包みo

1 O慶応三年正月豊成筆｢鼓簡作書｣　一通

古折尻以下'右作四名､古作分玉名'新作之上九名'新作六名計24名の簡作者の名と年代o　｢或人右之本書ヲ持来為見慎二付叫シ之種こも可為哉与写し置ぬ　右ハ大倉家ノ書物ノ由慶応三卯年正月中旬　催花堂｣と識語o旬班には｢鼓間作人書付1通｣と上書｡4等と一包み｡

日豊成筆｢狂言之大事･申楽翁之大事奥害L l通

包紙上書に｢大蔵家ニ7-｣とあり､『古本能狂言集三』所収のiE保二年五月卜部兼従筆の伝書の奥書の写し｡
1 2慶応三年七月九日豊5.室｢神代御系図技書｣　　1通

天宇受売命の系譜が主体で'後半は猿楽起原説の按書｡紙背端に｢仁印　抜書物五ツノ内　豊成｣とある｡1 2-1 7の六点は一
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包みで,包讐毒に｢三鼓孟-書｣とあ｡,驚起掌証のための誓資料集｡包紙にも讐の考証記事がある｡望遠筆,聖徳太子略伝･秦河勝伝　壷

墓紀等の抜書｡末に｢右ハ警起｡等ノ事-レ記卜恩依リ
テ墓シ置也｣と識語｡紙背讐｢義印誓物五ッノ内塩成｣｡1 2等と一包み｡

1 4豊成筆｢三鼓起原之事｣　一通
｢誓物五ッノ内｣の礼印｡｢右之通宮増霞来之書記より書抜

観世新九郎豊成｣と整叩｡12等と1包み｡
ほ元治元年四月豊成筆｢鼓之事覚書｣　l通

｢誓物五ツJ内｣の智印｡享保六年書上の抄写と'『高砂増tr
抄』から写した｢猿楽原始等｣｡ほ等と一包み0

1 6文久元年豊成筆･猿楽起原書付一過
｢笹書物五ツノ内｣の信印｡｢右ハ先代旧事本紀よ｡書出ツタル

老ナルべシ｣と璽叩｡12等とl包み｡
1 -豊成筆｢三鼓起之事｣　一通

｢五ツノ外｣と誓｡堤と右み.親賢伝来といぅ｢翌伝
受｣の事0

1 8豊成筆｢猿楽三鼓起床｣草稿(1 0に同封)　壷1 9豊輩,猿楽と能の関係についての問答　二通

問答体で猿楽と能の関係を説明し-とし毒稿二種｡内容相似し,ともに訂正加筆が多い｡翌還筆｢六芸細釈｣写し　遠礼楽射御豪に関する注釈の抄写｡｢以上中村乎五三近子述享

保十五年比ノ人血京師ノ人｣と掌がある｡蕎書｢大貫注釈唐子節撲｣｡監還筆･鼓箱銘文書付一1改一枚は石川丈山銘文=杖は前大穂万輝書の銘の分｡
22森見龍老筆,石川丈山小鼓銘写し　l枚

包紙付記｢右ハ森見鞄葦跡也天保十三壬を九月豊成｣｡
23小鼓銘字句注解(22と一包み)　姦24石川丈山作鼓箱銘文模写　二枚

l牧は葦は輪郭のみD蒜は印なしo鼓箱の蓋の銘の由､包
紙誓う｡新九郎家の鼓箱の蓋裏覧山銘があったらしい｡翌且成筆｢武江年表枝幸｣　　l通

能段者及び能に関連ある記事のみo翌還筆,徒然苧兼好に関する書付一過
27七夕前夜にあ冨結う時竺l遍唱える歌　蒜

望見和筆｢小鼓物こたとへ粂｣　一通上下を朱で縁ど｡した料紙｡｢鼓は大竹のごとし｣など､『音曲玉捌集』巻五の｢物に誓への条三を鼓に寄葦言い直したMヶ条の短文｡末に雪｢豊和｣とある｡旬紙に豊成の付記があり,『音曲玉捌集』との関係を指摘する｡
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二　芸事関係書付

-　書付煩その三　-

二括されていた文書はなるべくまとめて掲出したため'本項
以後は順不同で､他種の文書も若干混じている)

l江戸中期筆｢昭君出立之幸二南砂出立之事｣　　l通
3--×訓の大版の相続l杖｡二曲のシテ･連･脇の装束付.高砂ツレの持物は幕'後シテの面は三日月｡

2元文三年顛豊筆｢鵜祭書付｣　一通

鼓に関連する要所の型や磯子事についての書留D末に｢元文三年午三月朔日松平陸奥守様二両大蔵庄左衛門勤｣とあり'その際の記録｡伊達文庫蔵『能組留』によればその時の小鼓は観世権九郎(後に新九郎｡楚豊)の役｡同人の筆であろう｡

3安政五年豊成筆｢観世養老水波之伝壷生融酌之舞｣手付一通

五月十一日に黒田家で勤めた際の記録｡太鼓は観世左書｡注記が5に言及Ltその方が宜しと言う｡4を同封｡

4豊成筆｢唐船楽サホノカ,リ｣森田流唱歌　　l杖5文久二年五月豊成筆｢宝生融酌之舞｣左書方太鼓手付　二枚
3の後半を整理した形｡一枚は舞台見取図への書込み｡

6文久二年五月豊成筆｢観世融筋之舞｣左書方太鼓手付　l杖

舞台足取図入り｡5と同種05と一括され'3･4をも同封0

7万延二年二月豊成筆｢左書方二段返シ｣手付　二枚
二枚とも地拍子の八ツ割罫を刷り込んだ料紙｡一枚は小鼓手付を朱で加え'一枚は越ノ段からの分で羽衣の文句を朱で加筆｡罫の欄外に注記08を同封Lt g･10とも同包0

8江戸末期筆｢左書方二段返シ｣手付　1枚

豊成の注記があり､7の資料になった文書らしい｡

9豊成筆｢金春惣右衛門方二段返シ｣手付　二枚
1枚は7と同じ八ツ割刷込み料紙o同じ時の書写であろうO l枚は越ノ段の後の手配りのみの紙片｡10を同封Q



1 92　1.0江戸末期筆｢金春惣右衝門方二段堰了言付　這
一一　芸事関係書付

豊成の端書があり､9の資料となった文書らしい｡

;ー江戸後期筆｢小鼓観世流l調日録｣　　1通
｢蟻通之伝受｣で打つ分18曲と｢不相成類｣23由の目録と､｢相

勤不申候｣　l調習事六種の名目.紙背1杯に豊成の考証があり'服部惣三郎皇紀から松浦侯へ差出した書付の写しと言う｡

1 2豊成筆｢覚｣(習事日録)　一通

置鼓･次第之類二七イ之類･アイシ之類･イロへ立廻り之頬
･大鼓祈･出羽之塀･大小祈ノットツトメ7ヅサ･早鼓･打切之

類･舞働之叛に分けて'習事の名を列記｡以下1 9まで同包｡

1 3豊成筆｢覚｣　一通

観世竜虎の間'庄左衛門方の構う　シャギリの文字のことなど｡

1 4豊成筆｢覚｣(楽･神楽･破之舞についての書付)　一通1 5豊成筆｢覚｣(｢謡名目ノ内考書｣)　一遍

檀風の壇･檀･接字や摂待の摂字についての詮議や木難の見過の語義考証などo壇字の辞書抜吾の紙片一枚を同封0
1 6豊成筆'当流一調由来書付(未完)　一通1 7文久二年二月豊成筆｢巻絹之内覚｣　一過

明和改正本の文字づかい抜書と｢1ヲ以テ貰グ｣についての説｡

1 8慶応二年八月豊成筆､鵜飼難語考証書付　一遍
｢せつして倶ひし｣へ｢かたみて魚はよもためし｣など｡

柑慶応二年八月豊成筆'俊寛書付(｢ライ紙｣の語義)　一遍

天保初年の書付の清書と言う｡1-1 9は同包.以上の‖～1 9は｢業用等覚書｣と上吾ある包紙にl括同包｡

20江戸末期筆'質問四ヶ条　一通
高野物証ク七･弱法師舞･愛染川(乾かきなで)の鼓の打ち方､花臣女御留についての質問｡松浦侯などからの質問かO

型草些冗年八月筆｢自然居士フショウノ舞｣手付　　l杖
同年八月八日の近右衛門(梅岩か)所漬(小鼓は孝三郎)　に基づ-朱筆の書留｡フショウノ舞は三段舞らしい｡

22安永四年筆｢宝生安宅延年之舞･観世遅々乱置壷｣書付　　l通
正月十八日奥能の所演に基づ-書留で､型や磯子の要所o安宅は大蔵六歳'遅々は幸四郎次郎が小鼓｡

23江戸末期筆｢段ナヲ-数雅子｣書付　二枚
l枚は笛唱歌t l枚は小鼓手付｡

24江戸末期筆､下懸り諸本に無き曲十八番書付　一枚
以上の2-24の五点はコヨ-で一括｡

25豊成筆｢宝生融筋之舞｣責付　　二枚
l行が二-きり分の罫引料紙で､1枚は金春流太鼓の手配り〇一枚はそれに小鼓の粒を朱で加筆Lt裏(罫引)は宝生融選曲の金春流太鼓手配り｡26と同包｡

26江戸末期筆｢宝生融衝之舞｣書付　　二枚
普通の半紙o l枚は太鼓が観世流の襟の小鼓手付と太鼓手付o一枚は舞台足取り図に太鼓手配りを書き添え'注記に｢矢ノ倉様ヨリ此国井太鼓手クバ-ハ聞合七相調候分｣とある｡

27文政五年藤井権兵衛滋禿筆｢宝生流乱拍子｣　　1冊
仮綴半紙木｡同年四月神田橋御殿(一橋家)での演能後の記録｡小鼓手付主体ながら笛唱歌や大鼓手付をも含む｡筆者藤井はこ

観世新九郎家文庫日録(下)

の時に小鼓を打った山崎善次郎の師で新九郎豊綿の弟子o望且成筆'神田橋御殴道成寺に関する書付　l通27の末の番組の善次郎についての書留と拝見者列記｡
29江戸後期筆｢宝生流蘭雅子之伝｣　一冊

本文は一枚｡要約した形の小鼓手付o共表紙裏の豊成書付には｢豊照より中林山三郎江相伝之時分之和之由｣とある0
30文政六年十二月豊照筆'宝生流道成寺覚　1通

神田橋(一橋家)での演能に基づ-書留｡中之段後の手配りなど027-30の四点は軍部五年に豊成が同じ包紙に一括｡
3 1豊成筆｢小鼓手之内之事｣　一過

調緒を握る左手の扱いについての注意が主体｡
32豊成加筆｢森田流惣神楽笛之譜｣　一通

罫引紙(一行二-きり)｡鼓の手を架や禄で書入れる｡

33江戸末期筆｢一噴流真音敢｣唱歌　一遇34藤本森助筆｢森田流カブラ音取｣唱歌　一通
右の二通とも表題以外の分も少々加わる｡翌且成筆｢喜多烏頭カケ-｣書付　一通

前半がシテの型,後半が小鼓の手組｡金剛もほぼ同じと言う｡
36豊成筆･善知鳥カケリ由緒書付　一過37豊成筆'喜多流小書四種書付　一過

絵馬女体･投馬天狗白頭喜界白頭壷竪最の特異な手や磯子の位について略記035-3-の三点は35の包紙竺括0
3-慶応三年豊成筆｢喜多富士太鼓狂乱ノ楽｣書付一遍

1 9　同年九月廿六具平大方梧古能の際の書留｡唱歌に讐位主3

や粒を書加え､頭注にシテの型を記す｡包紙にも注記あり｡
39豊成筆｢喜多ゆ室二段ノ舞t書付(短いメモ)　一連40江戸末期筆｢喜多流五段神楽｣小鼓手付　一連=江戸末期筆前田家家督相続日程報告　l通

右二通同筆同封o包紙の豊成書付に｢慶応二丙寅年｣と季@｡
42安政五年豊成筆｢喜多流融｣中書四種書付　一通

解之舞･曲水之舞･遊曲之舞･遜曲の四種の左書方太鼓手付が主体｡舞台足取囲入りO包紙に年記｡
43江戸末期筆｢宝生流鶴亀曲文句｣(節付･S故事付入り)　l通44文政十一年皇紀輩｢金春醒｣手付　l通

四月十一日本丸御能の際の記録｡要所の小鼓手付｡
45豊成筆｢玉音一調覚書｣(粒主体の手付)　一遍壁草水五年正月貞光安兵衛筆｢金剛絃上楽｣唱歌　一枚

先年の一橋御殿での金剛の絃上に関する豊成の加筆がある｡
47江戸末期筆｢大蔵弥右衛門方問｣七-フ　一枚

43147の五点(もとは42も)は二括同包0

48弘化元年十二月豊成筆｢金剛兼平手聖　l通
要所の文句や節や型の書留｡十八日の本丸御能の際の記録｡

49万延二年正月豊成筆｢金剛葛城神楽｣覚書　這
要所の文句と手付と｡当流次第之覚を付記｡48と同包｡

即文久二年二月豊成筆｢皆車ノ会釈壷聖段｣手付　l通

粒入-手付｡｢但諸流共大抵国事也｣と言う｡
51江戸後期筆｢金剛小鍛冶白頭｣位付　這

文句を抜暮して位付(序破急)を傍記｡50と国包｡



94　5 2観世新三郎(豊成)所持'乱唱歌･手付　一通1

森田乱唱歌(鼓手付朱記)･五流乱段数･乱下り端手付二暗流

一一　芸事関係書付

打方二時乱唱歌等｡包紙に｢観世新三郎｣と署名がある｡
53豊成筆｢金剛花月中音｣書留(文句と節付)　一過54豊成筆｢金剛鉢木｣書留(観世と違う文句抜書と手付)　一通55慶応二年五月豊成筆｢金剛七騎落｣書留　一通56慶応二年五月豊成筆｢金剛巻網｣書留　一道

右二通は金剛宅梧古鮭の際の書留｡55は観世と違う文句と節｡56は要所の文句に金春太鼓と観世小鼓の手付傍記o53156同包0
57豊成筆｢盤渉序舞｣書留(唱歌と手所の手付)　一通58江戸末期筆'五段次第･真ノ二戸手付(57と同旬)　一通59豊成筆｢観世獅子之覚書｣　一通

観世流の石橋獅子の唱歌(森田)に手付を傍記｡望月は要所のみ｡

60江戸後期筆､源氏供養福三流脇語り　　l通61江戸後期筆､船弁慶福三流｢舟ノ内語｣　一通
右両通同筆･同包｡60は｢福方｣と首記06 1も福王統であろう｡

62豊成筆'観世羽衣･野守覚書　一通
表が羽衣彩色之伝う裏が野守自戒･天地之声の要所の手付｡裏は文久元年四月所浜分を追記｡63と国包｡

63畳成筆｢観世羽衣彩色之伝｣書留　一通
62の表側に基づ-後の浄書｡文久三年正月所浜分を加筆｡

糾豊成筆｢善知鳥遡り形｣(観世流の型のみ)　一過65文久二年八月豊成署名｢観世善知鳥趨り形井配｣　　l通
64を清書し'朱筆の手配りと舞台足取囲を加える.64-66同包｡

66明治十二年筆'宝生善知鳥カケリ舞台足取図　一通
宝生九郎所演を｢清水氏二煩-写取ヲク｣由を豊成が付記｡

67畳成筆'出羽越ノ替手粒付･宝生藤栄小歌粒付　一通
罫引紙｡藤栄の分は豊成幼年の頃習得せし粒付の由を注記｡

68豊成筆｢宝生笛覚書｣　　二通
一通は千歳之舞と翁之舞の鼓や笛の手をも加えた舞い方書留で'

翁之舞は図入り｡一過は千歳之舞の足取囲と主要な型｡

69文久二年三月豊成筆｢金春翁之舞略覚書｣　一通
翁之舞(天ノ拍子以後〕の手付主体の型付｡同年二月廿二日の本丸能での所演に基づく記録｡70を同包｡

70豊成筆｢金春翁｣小鼓手配り　一遍71文久三年正月豊成筆｢金剛翁覚書｣　　四通
1通は正月廿二目金剛宅能初番組で別人筆o l通は同月十九日の申合せの記録で翁之舞の詳細な粒付･手付｡一道は地ノ拍子跡の足取囲と塾o l通は下掛り翁の座付きの次第と大蔵八右南門方の千歳の舞い方｡右四通l包み｡

72豊次郎筆｢喜多翁之覚書｣　　1通
足取囲の下部に型を書く｡豊成眠気に付豊次郎に書かせたもの｡

73文久元年十二月豊成筆'春日流三番三唱歌　一通
鈴之段の序と操之段留めの部分のみ｡72と同包｡

74安政五年六月豊成筆｢狂言アイツ略覚書｣　一通
唐相撲･宗論こ触物(以上大蔵)･煎物･宗論(以上鷺)の些二三Ll釈の手付｡文句に粒を傍記｡75と同包｡

門EjlP末期筆｢仁右衛門方八尾｣キリ謡手付　　1通

195　観世新九郎家文庫目録(下)

76天保十四年豊成筆'鷺流如意宝樹風流手付　一通
五月二日の表御能の記鋲｡風流後の置鼓から次第までが主体｡

77畳成筆'風流文句書留　一通
謡う部分の文句のみo曲不明｡鶴の出る千歳の風流｡カザシ文句を傍記し､それは婚礼用のカザシ｡流儀も不明｡

78嘉永二年十一月豊成筆｢開口置鼓書留｣　一通
春日流唱歌が主体｡高安彦太郎方での申合せの際の記録｡

79豊成筆'春日流唱歌(三番三操之段序)　一枚
右四種､｢風流開口覚書｣と墨害せる包紙に同包｡

80万延二年筆｢餅風流大蔵八右衛門万謡文句｣　一通
八右衛門方から貰った文書｡包紙に豊成が由来を記す｡

81革氷二年十一月十五日付'豊成あて鷺伝右衛門書状　一通
松竹風流の演じ方についての書状｡82と同包｡

82嘉永二年輩'鷺流松竹風流書付(演じ方と主要な文句)　一通
十月廿二日に鷺伝右衛門方より到来の旨､包紙に豊成が注記0

83江戸後期筆｢流･八頭｣書付　一遇

粒付まじりの手付で､心得･由緒的な事も記す｡普通の打ち方と真ノ打様を併記Lt半流しにもふれる.かなり詳細｡
84江戸後期筆､流シウケ･八ツ頭粒付　一通85豊成筆'羽衣キリ流シ･八頭手配り　　1枚86豊成筆､三笑キリ粒付(｢右ハ蔦野･1申合済｣)　　1通

右四種一括の包紙に｢欝調べ侯節之覚書豊成｣とある0
87畳成筆｢流八頭打方｣(羽衣キリ粒付)　一通

八拍子罫引紙｡統語之段と八頭之段の両粒付を別記｡

以下の六種は､冊子本を含めて一括され'包紙の豊成書付によれは万延二年に東本願寺の依頼で高田伊右衛門に相伝したものを'高田が書写して返還した文書群である｡冊子本にもそれに関する豊成の付記がある｡

88万延二年豊成筆｢風流之幸二付心得方･床机御免心得方｣　一冊
仮綴半紙本｡全四丁｡故実の説明が主体｡

89万延二年豊成筆｢風流･開口置鼓･流し八頭｣書付　一冊
仮綴小本o全六To松竹風流の主要部の文句と塑(82の写し)･開口置鼓の手付とワキの型､流し八頭の手付と心得｡

90万延二年豊成筆｢開口置鼓｣手付　一冊
仮綴中本｡全五丁｡脇方進藤の場合の粒付と脇の型を詳記Lt高安･春藤の場合を別記する｡

別万延二年豊成筆洗シ八頭打方(罫引航｡87と同内容)　　l通92万延二年豊成筆､海士二段返し鼓手付　一通
左書方太鼓手付と観世流小鼓手配り｡

93万延二年畳成筆二一段返し粒付　一遇
八ツ割罫引紙.左書方太鼓付に小鼓粒付を朱筆で加える.

94豊成筆'海士赤頭要所書付　一通
右三通同包.海士赤頭も高田へ伝授したことの1つo



-二　能楽史料書付　196

〓l　能楽史料書有

-　書付類その四　-

l江戸中期筆'文革l年｢於禁中関白秀吉公御能｣番組　　l過

大版の描紙五枚をつなぐ(今はバラバラ)0初口の冒頭部の式三番と弓八幡を欠く本の転写o比較的善良な本文0

2慶安三年豊重筆へ習事書上　一通
二つ折懐紙一枚に脇能以下32項の名目を列記した兼に｢拍子様之心持習御座候能共あまた御転院へ共先為指立分大形書付上中慎以上　慶安三年壬十月十日　観世新九郎豊｣とあるo捷書かo

3江戸初期筆へ室町期天皇･将軍代々｢覚L l通

小鼓観世家の人の調子御免の事を付記｡もと九1 0･1 7と同封｡

4江戸中期筆､万治元年観世大夫重清起請文写し　一通
九2の写し｡禍害(告成筆)には｢下雷｣とあるが写しであろうD

5江戸後期筆､元禄十年観世織部重記起請文写し　　1通

道成寺相伝の際の新九郎(豊房)あて起請文の写しO原物不伝0

6江戸中期筆'四座役者目録抄写　二通
1通は宮増･農次･重次の記事抄写の後に豊勝以下田代の新九

邸の名を連ねる｡一通は観世庄次郎垂政･垂二郎元貞･観世与四郎･金春三郎･同弥三郎の分で'元信･長吉の記事を追加｡
7江戸中期筆､大鼓万奥書写し　一通

観世垂二郎元貞(寛永廿年)'宝生彦五郎豊早(貞享五年),宝生

弥111郎信聖の署名を他文書から模写したものo

co宝永頃筆｢児玉伝左衛門親煩書｣　　l通

児玉は新九郎豊房の妻の実家｡筆洗～正徳頃の文書｡

9明治元年春日若宮祭松之下諸役配置図　一枚
五40と同筆で大蔵千太郎虎長筆｡もと6-8の包紙0

1 0仲谷某筆､浅葱調措御免賀敬一通

歌は｢ことしより浅黄桜の名も高-花も実や増道そかしこき｣｡日と同封.包紙の豊成加筆は延宝元年紫調認可の豊重とする0
日久寿筆'謡初出演を賀する和歌　一通

歌は｢千代を経ん年も鼓も老松のよはひをチ､と人に譲らん｣｡包紙の豊成書付は恭豊の時と推定している｡

1 2四月二十日付'御預鼓に関する触流しあて報告｢留書｣一通
七代豊房までの分を記載｡正徳頃の恭豊筆の文書であろう0

1 3享保二十年四月福王茂右南門盛有筆､紫調免許祝辞　一通

厚葉堵紙.観世新九邸整芋企春三郎右衛門繁元の両人の紫詞免許(四月七日)を祝っての漢文体の祝辞o末に和歌一首｡

1 4正月四日付､新九郎(矩蓋)あて観世織部(清尚)書状　一通

件三十即の奥御能乱置童の相手を幸四郎次郎に勤めさせるについての挨拶o新九郎の勤める高砂にも言及o安永四年の書状0
1 5文政末年頃中西孝三郎筆､中西家由緒書　1通

伊達藩御抱え観世流小鼓方中西家の七代分の由緒雫初代は元文五年撃二代目が宝暦十二年に伊達家へ召出された由0

1 6豊或筆､天保八年三月触流し廻状写し　　1枚

家斉から家慶への将軍代替り祝賀龍番租内示廻状の主文などo

197　　観世新九郎家文庫目録(下)

1 7天陳十三年西艮久等鵜飼｢かだみ｣語義考証書付　一過
｢此手跡ハ西良久老也　天保十三年｣と豊成書付o書状らしい0

1 8嘉永六年四月廿一日付へ加賀美彦右南門書状　一過

観世新九郎あてo銀子l二枚を添えての伝授依頼状｡
1 9文久二年二月廿一日付'右田岩兵衛･相沢永右衛門書状一通

｢龍ノロ細川様より錠三枚被下｣などと豊成が付記｡
以上1 4-19はl包み0

20十月五日付'新三郎あて重治郎書状　　1通
所用のため稽古断りの状｡薪三郎は豊成｡重治郎は宝生大夫子0

21安政二年十月豊成筆｢宝生家代々法号｣　　1通
旬紙に観世大夫家文書の写しという｡14代までの法号と命日｡

22文久二年正月豊成筆｢狂言目録口書｣　一過
五27の『詩流書上狂言日銀』の項目別目録｡かなり長大Q

23豊成筆｢鷺仁右衛門力会釈有之慎狂言目録イロハ分｣　一通
七12の『鷺流会釈狂言謡』に基づく索引｡大蔵流分も加える｡

24慶応四年正月豊成筆'所持狂言本｢覚｣　一適
所持する五種の狂言本の日銀｡22-24の≡点同包0

25豊成筆'風流名寄(大蔵方十番と鷺方十五番)　一枚26豊成筆'官増五郎信親と豊次の関係書付　　l通27明治二年薪能場所図　　三枚
薪御能場図一枚と御社御能場図二枚｡大蔵千太郎虎長筆か｡

…8明治元年春日若宮祭南大門交名場図　　1枚
同包の27と同輩｡9ともとは一組のものらしい｡

29豊成筆'明治二年七月英国人御馳走能書付　一通

番組や鉄之丞ら四名からの通達書の写しと後の付記0
30明治十二年八月十l目付､金春式部あて豊成書状控　　1通

岩倉公より猿楽起原を差出すべしとの通達ありとの報知｡

31明治十二年九月金春広成書上｢猿菜原記｣写し　一冊
墨付七To糸を脱Ltバラバラ0猿楽伝説と家系抜粋と｡30の連絡に応じて提出した文書の写Lo二種同旬0

32十月付､観世新九郎あて伊勢守書状　一通
書状形式の入門誓紙｡花押があるが誰か不明D廷P後期筆o

E31阜和三年六月へ九鬼和泉守隆国起請文　　lz通

大版奉書1枚｡入門誓紙o新九郎(豊綿)･権九郎(豊照)あてo九鬼隆国は摂州三田藩主｡
34寛政九年間七月五日､小笠原若狭守信成誓紙　一通顎L草和二年八月廿三日'日吉甚四郎誓紙　一通塾草空ハ年二月､松平兵部喜通誓紙　　l通37万延二年正月'奥村徳次郎誓紙　一過38文久元年十月九日､湯浅平次数量誓紙　一通

以上五種の誓紙は､起請文の午王誓紙の部分のみを切離して一括してある｡34･35は新九郎･権九郎あて｡36は新九郎'37･38は新九郎･小太郎あて｡34の小笠原信成ほ七千右の､36の松平兵部は六千石の旗本｡35の口舌甚四郎は観世座の地謡方か｡38の湯浅は加州藩小鼓方｡37の奥村は十五才0
39明治十五年九月'野村二郎昌豊誓統　一通

新九郎あてo野村は十五才｡高田米久取立と包紙にある0

40明治十五年十二月へ人見恒民誓紙　l通

｢-岳芦･毒ALJj.ぎ),わも芦訂∴ー<F.WuJiE-§Bむ窒8



1 9 8　4 1同年同月十一日付'観世新九郎あて人見恒民書状　一通

入門の挨拶状｡包紙に高田栄久取立とある｡右二種同包｡

一二　能吏史料書付

_如元文四年板倉佐渡守殿にて御渡被成侯書付写　三通
42明治廿一年十一月付｢観世流小鼓芸事継続方法確定証｣　二通

宮増豊好･湯横平次連署｡豊成殴後に'湯注を芸事相続者'官増を家督相続者に定めた際の両者間の取り決め書｡本文は五ヶ条.湯浅が芸事上は観世姓を名乗る由も見える｡1通は湯浅へ譲った道具や書物(書名不記)の目録｡

.Jブ=

甲は｢大夫共へ｣と端書のある､願書提出の際の手続きに関する通達｡乙は｢廻状之写｣と端書あり'切米手形受取りなどの手続き｡丙は謡初人数書など文書の書式や宛先などについての通達｡包紙に由緒が書かれているのは甲の分についてらしく'乙･丙(両道同筆)は甲とは別の時のものか｡但し包紙の豊成書付は三通を同時のものとしへ新九郎恭豊筆とする0

44江戸末期筆へ宝生大夫家三代忌日書付　一枚
蓮阿弥･宗阿弥･養阿弥の分｡｢練三郎より到来｣と豊成加筆｡

45江戸末期筆'宝生大夫法名等書付　二枚
一枚は十四代の法名｡一枚は友子の法名と忌日で豊成加筆｡

46慶応二年栗山順之助筆｢小笠原家略譜｣　一枚
小笠原大膳大夫家の歴代の代数･法号･実名･名乗り･父･母･誕生日･誕所･位官･逝日･寿･治世･葬所をl覧蓑にまとめた大坂厚紙l枚04-49とl括した包書に豊成が由来を記す0

47元治元年八月廿三日付'新九郎あて勝野兵馬書状　一通
小豊原大塔大夫が右京大夫と改めた由の通知.

48慶毎九年閏五月付'新九郎あて常圧右衛門書状　　1通
小笠原左京大夫妾腹豊千代丸殿を嫡子になす由の通知0

49慶応三年豊成筆､小笠原左京大夫死去に関する書付　一枚

199　　観世新九郎家文庫目録(下)

二二　領地･家譜関係書付

-　書付摂その五～

-享保十二年十二月廿大目付出頭通知書　二通
一通は大久保佐渡守から観世大夫あて'一通は触流し両人から

新九禦恭畳)あてD旧知行を拝鎖した際のものの由'包紙に記す｡観世大夫分には新九郎同道のことを含む｡

2文政八年'豊照相続時の知行に関する文書写し　一通

名代大蔵六歳が受領したものの由､包紙に記す｡

3天保三年｢松浦青山様より御扶持方被下院御書付｣　1通

辰十二月廿二日付'岩佐郷治･坂尾孫助より新九郎あて書状｡
4天保十二年閏正月廿六日､御目付への書上控　三通

一袋｡享保十二年の地方拝領文書の写し｡新九郎畳紀の提出｡
5天保十三年五月廿九日､養子縁組許可善　一通

堀田摂津守殿御宅にて仰渡しを受けた由'旬紙に書付けてある｡養子は新三郎｡

6寛政八年十一月廿日付'川譜請国役金納髄収書　一通7寛政十1年十1月十八日付'同右街収書　　1通8天保十1年十l月七日付'同右領収書　　1通

右111種l包みo幸手領関係の文書06は布施孫lll郎t rは榊原小兵衛'8は山本大勝名義の｢覚｣｡観世新九郎あて｡

9天保十二年十一月廿八日付'同右領収書(森親之助名義)一過

ー〇八月十八日付､観世新九郎あて井上美濃守書状　一通

駆込訴えをした幸手簡大塚村百姓の引取の連絡状｡9と同包｡井上は寛政十～享和元年の大目付.包紙の豊成書付は勘定奉行と誤る｡文中に牧野備前守(老中)の名が見え'寛政末年の文書｡
〓江戸末期筆'彩色入り知行所(幸手蘭大塚村)図面　一枚

二枚続きの図面の南側半分｡田･畑･川･堤等を色分け｡
1 2江戸末期筆'日光街道道程図　　1枚

浅草から草加まで｡二枚目が幸手簡までだったらしく大塚村までの里程を書込む｡‖･12は｢知行書類｣と題した袋入り｡
1 3江戸中期等貞享三年拝領町屋敷図面　一枚

48×74cm｡芝新銭座町の拝領地の図面で'舞台もある自家の間取り図と他人に貸した分の惣図0店賃も記入し'かなり詳細o計三八三坪.1 3-23は袋入り｡

川豊好筆'安政地震以前の居宅間取り図　　l枚

薄薬紙'13の居宅部の透写｡署名は無いが豊好筆らしい｡
_ 5江戸末期筆安政二年以前貸地分見取り図　一枚

美濃阪大の薄紙｡13の貸地分と一致するが店賃が違う｡
1 6豊好筆安政地震後の居宅間取-図　　1枚

14と同筆｡美濃版大の薄紙｡舞台も無く'14よりも縮少｡
1 -豊好筆'明治三年静岡出立以前の居宅間取り図　一枚

16よりさらに狭まる｡隣家の名も一部記載.
1 8畳好筆'明治九年居住地寸法固　　l枚

下谷御徒町三町目五拾七番地｡土地百二坪｡建坪拾五坪｡
1 9安政以後らしき居宅間取り図　一枚

題｢
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1 6と似て小異｡未完｡1 6の改築案か｡

20江戸中期筆へ居宅間取り図　一枚
48X63cm｡_3より広くより古い時期のものらしく舞台は九尺の橋がかり付き｡1 3以後の分とは全体の形がかなり違う｡

2 1江戸中期筆'京都所有地寸法図　一枚｡

奉書大｡綿小路適北､鳥丸通西側｡約三百坪｡

22江戸中期筆､京都所有地長屋棟割り囲　　l枚
83×41cm｡｢今迄長屋之絵図｣とある｡

23豊好筆'元祖(親賢･信光)･官増･服部家墓図　一枚
建立予定の墓らしく'刻すべき戒名や年月を記した貼紙に明治十六年とあるo以上1 3-23は｢安政乙卯二年二月改正写之　地面絵図　新銭座観世氏｣と記した袋入り0

24江戸後期筆｢機外宗拶禅人下火語｣写し(三39の写し)　一通25天明四年間正月興巌紹随筆｢集雲院｣号　　l通
機外宗拶禅人二百回忌に捺し令孫泰原氏の需めに応じて集雲院なる院号を書す旨の前書がある0興巌紹隆は大徳寺四l二世｡

…6文化二年円巌宗智筆､官増親贋碑銘之記　　l通
親賢二百五十回忌に観世新九郎と卒中左衛門が大徳寺斜光院に墓碑を建てた際の供養の偏｡円厳宗智は大徳寺四二七世｡外袋の墨書によればもとは三-･2･3･28･38と同封｡

27陽甫宗敬筆､機外宗拶禅人下火語　一通
奉書大の楕紙｡裏打｡三39を写しへ訓点を施し'末に｢右｡一日観世宗兵衛豊俊請先師明叔哲和尚為曽祖父機外宗拶禅入所抱下火之語稿補其盃滅不獲止拝写呂与之　陽甫望宗敬書｣とある.

陽甫和尚は大徳寺二〇六世｡豊俊は豊勝二男o天和二年穀0
28江戸中期筆'天正十三年明叔和尚作｢賛語｣　一通

宗拶肖像に加えた賛o｢這翁六十有余霜　象山調高遊戯場　五彩還他画師手　当軒布鼓○ロ､｣なる箕に､｢噴　機外宗拶禅人肖像　令千求捌讃書目塞白云　天正十三乙酉年小春九糞　訴大徳見龍邦明叔壁書｣と後書があるO肖像は伝わっていない0

29江戸初期華､宗拶･道叱･tl水冷の生硬年月日書付　　l通
豊俊筆かo小次郎権守に関する書付一枚を封入｡

30江戸初期筆へ永裸十l年観世小次郎宛下知状(三7写し)一通3 1文化六年七月'清光院円巌筆観世新九郎あて｢証券｣　一通

高波月鼓(宮増親賢)二百五十凹忌永代柏里料五両の税収書｡大徳寺琳光院の塔所が清光院らしい｡

32天保十三年九月'清光院納処より観世新九部あて書状　一通
先住融山和尚l周忌法要の通知o菓子1折過す由など加筆｡

33十四日付'観世様あて桐谷｢希代｣　一過
書道の師らしい細谷から筆進上の挨拶｡3 1-33は同包｡

34豊成筆'観世家伝来角大金紫銅花人に関する書付　一通35同右　一通

右二通同内容で一方が他の影写｡宗拶以来の家伝の道具で茶道の大名物だった花人に関する書付で'形･寸法'山上宗二記の抜害'利休の宗拶あて花瓶褒美之状(箱書)写しなど｡34の包紙に豊成が弘化年中に酒井若狭守へ三三∩)両で謡った巾を加筆｡
36天保四年十二月十日付'観牡於菟松あて永原頁書状　　l通

新三郎と改名認可の通知o永原は加賀藩の役人であろうU

201　観世新九郎家文庫目録(下)

3-江戸中期筆､清次以来観世家系図　1枚
釣書(朱入り)の形で元祖清次以来の観世大夫家･小鼓観世家の系図を美濃版縦形一枚に書入れ'傍流の宝生大夫家や太鼓金春家の分も加える｡観世大夫は十三代重記及びその子､小鼓観世家は八代豊恭･宝生大夫は友春及びその子までo享保頃の筆であろぅ0若干加筆があるがl筆らしい0

38江戸中期筆･清次以来観世家系図　二枚
37を縦二枚続きの紙(今は剥離)に整理して書き直した形｡同じ朱入り釣書で'37と同筆｡後人加筆少々｡

39些戸中期筆･鼓観世家太鼓金春家系図　一枚
縦の美濃紙二枚続き｡墨筆釣書｡音阿弥から書初め､小鼓観世家は権九監房まで｡世代は早いが37･38より若干後年筆か｡

40明治中期豊好筆､清次以来観世家系図(37の写し)　一枚41明治中期豊好等清次以来観世家系図(38の写し)　二枚42明治三十六年十月畳好筆｢官増家系図｣　一枚
美濃版薄棄航｡初代親賢以来十四代畳好までの米軍人り釣書系図.題記下に｢那群琵汁那ス宮増豊好｣とある｡

43明治三十六年頃豊好筆｢服部家系図｣　一枚
初代借光以来十代小錦治まで.42と一対で同書式｡以上3-143の七点は五9-10に挟みこまれていたもの.

44江戸後期筆｢催花額｣模写(ニーの影写)　一枚45江戸末期筆｢観世累薬履歴｣首都模写　1通
袋には｢古系図序文直写｣と題す.観世宗家所蔵本の影写か快写らしく､虫損の跡まで写すo元清の項までo

46宝永末年頃筆観世家歴代法名等写し　一冊
墨付二丁の仮綴本o大徳寺の琳光院または清光院の過去帳及び位牌に記録された十三人(宗樋･宗節･紹活を含む)の法名･俗名･忌日等｡宝永四年照の新九郎(監房)が境後｡一名は家僕｡

47江戸後期筆｢先祖霊名寂｣　l通
雲母模様入り料紙o信光から空言で九代と親賢長竿元膜の実名･法名･忌日･行年を列記｡袋に題記｡

48江戸末期筆'先祖墓碑銘写し　一通
乗除寺の石塔五基､誠心院の石塔三基の模写(碑文も写す)と'瑞光院の11名分列記の位牌の忌日･戒名o天保11年以後の書写a

49文政九年八月廿七日付,観世九郎あて楢林寺書状　l通
宝燐院(豊勝道叱)二百回忌法要の形態についての返答｡

50江戸末期筆｢宮増家系図｣(未完)　l通5 1二月廿日付,観世権九郎あて千秋彦右衛門書状　一通

文政八年のもの｡別家の観世惣三郎豊起が同年二月七日に平戸で穀した後の葬儀等に関する聖ロ｡千秋は平戸藩の役人o法名書l杖を同封0

5-文政十l年十一月廿三日出生｢啓｣命名書　.L通聖霊四年四月廿盲出生｢弥太郎｣命名喜　l通　　ナヲ
両通同筆国包｡53に｢小泉大内蔵書｣と署名｡啓は豊成の豪商の初名｡小泉はその父で芝神明宵の神宅弥太郎は豊好の初名｡

54江戸中期筆,観世家歴代己嵩･法名･行年書付　一遍
清親までの観世家歴代の名もあるO宝永四年鞍の豊房まで｡

55江戸後期筆'小鼓観世家系図　一過

., ･･,I-I.,:.77.// J-寸写!
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未完｡俊増大夫から豊勝まで｡釣書と略歴｡

56明治初年筆'小鼓観世家歴代夫妻忌日･暮地等l覧　　l枚
罫紙｡代数･姓名･相続事由･幼名･通称も記す0

57江戸後期筆'誠心院･乗願寺関係戒名･忌日書付　　三枚
もとl通のもの｡享保十三年穀の人まで子女を含む31名分0

58安政三年筆'乗願寺関係戒名･忌日書付　　二枚
京都岩井七郎右衛門より送付の由'豊成書付｡57と同内容で先後関係不明o59とコヨリでlつに綴じてあるO

59汀戸後期筆'瑞光院よ-の法名･忌日書付　一通
観世左書方の人をも含む柑名を過去帳から抜書しての報告.

60安政三年筆'誠心院･瑞光院に関する書付　　1通
58と同じ-岩井からの文書.両院についての現状などの報告o

61豊成筆'菩提寺に関する書付　一枚62江戸末期筆'小鼓観世家歴代夫妻忌日･法名書付　　l通
信光から豊紀夫妻までと官増親質の分｡

63江戸末期筆'鼓観世家歴代忌日･法名書付　一通
草色料紙0倍光･L冗供から皇紀までと'惣兵衛家の三代分.

64豊成筆'宮増弥左衛門画像裏書写し　一枚65豊成筆､官増弥左衛門親賢に関する書付　一枚
大蔵九郎能氏と大内義興･義隆に関する考証も含む｡

66豊成筆'官増弥左衛門親賢の墓に関する書付　一枚67慶応二年刊｢年数早見｣　一枚68江戸末期筆'観世座与五郎国広に関する書付　一枚69慶応三年豊成筆'観世大夫歴代津年よりの年数書　　l枚

7 0江戸後期筆'

鈎書に加注0

7 1江戸後期華'

釣書に加住｡

72江戸後期筆'

恭豊以後系図　一枚豊照の子まで｡女子を含みかなり詳細o清親以降の統世大夫家系図　　1枚清春(清宣)の子まで｡女子を含み詳細｡清親以降の観世大夫家系図(前本の草稿)

豊成加筆｡豊成加筆｡

一枚

73豊照筆(豊成加筆)下掛り宝生流系図　　l校門江戸後期筆｢御祥月之覚｣　　l通

先祖39人の法名と忌日を月日順に並べる｡天明頃のもの｡
75江戸末期筆'幸清次郎家四名法名･忌日書付　一枚

以上54-75の22点はl托して｢墓所記録｣と題した小箱に収めてあった分｡

76豊成筆'自家紋所に関する｢覚｣　　l杖77安政三年筆'宝生錬三郎家｢紋本｣　一枚
紋二種を厚紙に貼る｡包紙に豊成の書付あり｡

78江戸末期編｢紋本｣　　l冊
厚紙を仮綴｡紋五種を貼り付ける｡十二本矢車紋は布｡

79江戸後期筆｢志野流香道統系図｣　一冊
川×82｡袋綴｡末尾部分に大蔵弥右衝門虎寛や観世新九郎豊綿の名が見える07-79の四点は｢御紋本｣と題する包紙入り0

203　観世新九郎家文庫目録(下)

一四　明治期諸書付

1書付嬢その六　-

l明治二年五月八日付'奈良聖硝取証　一通

観世又次郎あて台徳院朱印状一通と観世新九郎あて替地之書付
一通とを小太郎豊好が奈良府へ納めた際の請取証｡当時奈良下

向中の豊好が金春式部経由で提出したらしく宛名は金春式部｡
2明治元年八月十言付徳川家御暇之節｢御印鑑｣写し　一通3明治三年三月十日帰藩之節｢御証印｣(三人扶持)　一通4同年三月八目付､観世新九郎あて静岡藩復籍掛呼出状一通

右三通表｡包紙に豊成が由緒を書付.静岡移住直前の文書｡
5(明治四年)正月付､観世新九郎あて調所呼出状　一遇6明治四年正月｢増御扶持被下供御書付｣　一通

六人扶持に増す由の書付o右二通一括02-6は同包｡
ア明治五年八月付,豊成隠居･豊好家督相続顧並許可幸　一通

願書に｢顧之通(印)｣の許可書を貼りつけてある｡

8明治五年八月廿五目付､豊好あて戸籍調所呼出状　一通9明治八年四月十五日付'観世豊好｢家禄奉還臨｣　一通

東京下谷寄留の豊好から静岡県権令あて｡許可書を添付｡
1 0明治八年八月廿二日付,現金公債に関する豊好麻書　l通

東京府あてのものらしく別紙の返答書を貼り付ける｡

〓明治八年十月五日付'官増豊野書付(現金公債関係)　一枚

1 2明治八年六月十六日付'観世豊好｢貫属脊髄｣　一通

静岡県権令あて東京府への本籍変更願｡許可書を漆付｡
1 3明治十一年四月廿六日付'観世豊好｢復姓堅　一連

東京府知事あて｡観世から官増への改姓願｡余白に五月十四日付の府知事の許可書(朱筆)を付載する｡

1 4明治十一年五月十四日付､濃泉撃l郎あて書状　一通

封筒とも｡差出人不明013の文案を別紙同封o許可決定の報聖以上711 4の八点は同包｡

1 5明治二年筆･観世新九郎明細短冊(履歴書)　二枚1 6明治三年筆､観世新九郎明細短冊(内容小異)　二枚

共に役所へ提出した履歴短冊の控｡16は名刺凧竺枚も同封｡
1 7明治四年筆,観世新九郎明細短冊(小紙片同封)　一枚1 8明治七年観世豊好明細書控(短冊と二折の両通分)　一枚1 9明治十年観世豊好明細書(家族調書)　一枚

以上1-1 9の五点は同包0

20明治四年六月豊成筆｢各所相対替｣願書控　一通
田中の松村利八と横須賀の観世新九即との居住地交換願｡

21明治四年七月十七日付'田中調所許可書　l通22右同封大塚唯一郎書状　一週23明治四年七月付｢止宿御割当之儀奉醸侯書付｣　l通24同右,松村利八｢為取替申供1札之事｣　一通25同右'松村利八｢請取申侯金子之事｣　　1通
引越料拾両の領収書｡右両通同包020125は同包0

26明治七～九年'観世豊好あて前田定実書状　十七通
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明治六年十二月に東京へ出た豊好が留守を依煩した前田定実からの連絡書状｡豊好の住所は明治七年には湯島天神町｡翌年は御徒町三丁目に移る026-28はl指して袋入り0
27明治十六年九月五目付｢兄弟盟約取換之計｣　一通

神奈川県士族建部磯次郎から官増豊好あて｡
28田中戸籍調所よりの地所番付　一枚29明治六年'戸籍入用上納領収書　　三枚30明治七･八年扶持米計算書　　二枚

2･30とも田中戸籍調所発行の文書0
3 1明治六年十二月十七日付'寄留証受取善　一通

東京府第四大区第五小区の文書｡
32明治十年六月付'観世豊好明細書桂　一通

以上2-32は同旬.もとは26-28と同じ袋入り.

33明治三年三月十六日付'観世新九郎あて小泉勝富書状　一遍
篤寵屋善助方よりの借銭について迷惑かけぬ由の苦約0

34明治八年八月付'野田与八受取証(観世豊好あて)　一連35明治十1年六月付'野田与八借用証(官増二十出川あて)　　l通36明治十五年九月付'田辺徳太郎｢預り金ノ証｣　一通37明治十七年八月付､田辺徳太郎｢証書｣　一通
養母(豊成二女)や妹の養育料支払いの確約など｡以上33137は同包o l137は内容を表に略記した紙袋に一括0

38明治年間官増家関係証書･届書粁　　1綴
仮綴o証書の現物や届出書額の控などを綴じたものu明治1 2年の家屋(御徒町三丁目)売却の証書のみ豊成名義へ他13通はほと

んど豊好時代のもので､戸籍関係が大半｡明治33年が最終0
39明治中期宮増豊好筆｢記録｣　一冊

仮綴中本｡青表紙｡薄菓罫紙｡明治二年から18年までの官増家関係の諸届煩の挫｡冒頭に｢明細記｣と屈して静岡時代の事を整理して記す｡静岡関係のことは他にも経緯説明の文がまじり'1-32や38と重複する記事もある｡3･39と十二元川～79とは布製の紙入れ入り0

40明治二十一年輩｢観照院殿葬儀入費帳｣　一冊41明治二十一年筆｢観照院殿香莫姓名帳｣　一冊42明治二十一年筆｢寺御参詣芳名帳｣　　1冊
右三冊は豊成が明治21年10月12日に娯した際の葬儀関係の記録で'4･4･45等とともにl括袋入り｡

43観照院殿葬儀関係受取証　一袋
領収書六通と41の下害一枚｡40142と同じ袋入り｡

44明治十七年筆､大蔵鏑之疾病･葬儀関係明細書　一冊
大蔵虎1(狂言大蔵流家元)の母舗之(豊成の長女.豊成宅に同Lm中'同年四月四日穀)の療養中の諸人賓や葬儀に関する記録0

45明治年間死賢者法号　　l袋
豊成の分一枚'鋪之の分二枚'他二枚(一枚は大蔵千太郎死去の書付)0

46大蔵千太郎内(鋪之)より両親あて書状　　1通
年不明｡誰かの婚礼祝賀の状｡明治十年頃のものか｡

47明治十年頃､不明書状　一通
全三枚の書状の末尾を欠く二枚分らし-'宛名も筆者も不明o

観世新九郡家文庫目録(下)

文中に｢お-ら殿御聾阻｣｢野蒜｣など芸言があり､豊好の妹-らが野田与八と結婚した明治九年以後'静岡から璽兄への状らしいが,0.I,･5 1の益頭望尿とは別室らしいo讐明治二十九年)六月二言付,豊好夫妻あ盲増直書状　l通
三枚に小字で抑ごまと書-｡渡通して銭箱の服部小錦治方に同

讐た直後の書状らしく,文面から明治等と断定盲る｡直
は豊成の妻で明治等73歳穀o娘くらの養子1輔(くらの姉田辺ゆうの二男)を伴なっての渡道｡竺月廿七目付､官増豊好あて官増直書状一遇小錦泊は新潟出張中で苫小牧の白沢方-居中の書状o明治3年か賢かであろう｡半紙義｡了輔は岩見沢在住｡

50日月十,<n付,｢御姉様｣あて益簸るい書状　l通

益頭塀は官増直の妹｡小錦治が銭箱停車場勤務時代の書状であり､北海道の姉への最初の書状らしいから､29年か0
51明治竺年有村盲付･官増直あて益頭額書状　遠

封筒とも｡北海道胆振国勇払郡苫小牧村白沢栄作警官増悪あて.駿河国志太郡焼津村益頭額よ-･白沢は服部小錦治の妻清の実家o直の妹讐嫁した益頭家造成壷好が静禦移住した際にも厄介になり,大正年間にも服部家と親交が続いたo

cI.L岩窟筆'題詠和歌草稿　一枚

若菜三首と暁夢三首｡朱訂入り｡聖且好筆｢送額賀先生別謡曲｣　1枚

55弘化二年筆｢覚｣　一過
1　-..-_･･=･･･-･･-･･-=で,鐘ム完ど讐州o裏面に豊戊の書付があるo以志-警十点は｢父母･姉妹姦族筆跡｣と題した小箱に一括されていた分｡

追　　加

〔五の項〕
59嘉永l毒頃豊成筆『色々おぼえ書』　l佃

仮綴の中本｡由緒書の写し,｢元信書物目録｣,｢年代記Lt大蔵六蔵に関する書付,｢筒上中↑作之事｣,｢当家弟子家之革､恭豊筆掛物写し,歴代略譜･宝永二年本丸慰能(宝生の関寺小町あり)番組など内容雑多｡明治年間の加筆も混じる｡

〔八の項〕
73豊成筆『乱如』　一EE

仮綴中本｡シテ方五流の乱寺｡端の段数'森田二噂両派の笛唱歌､それに対応する小鼓手配り'宝生和合ノ乱の型付等｡天保-安政の間に書き足したもの｡

205

和歌の師との別れを惜しむ小謡｡

54筆者不明,草葉年八撤去雫の詠歌十三首

一通



206あとがき

あ　と　が　き

昭和50年6月15日付で北海道千歳市の服部康治氏から法政大学
能楽研究所に寄託された｢観陛新九郎家文庫｣の日録を'本誌の第二二二･四号に分載した｡全体の項目と'各項目ごとの点数は左の通りである｡

一道具類二　軸物･巻千･短冊の頼-‥　　　　　　　　13(付2)
IIr　慶長以前の古文書…-=　　　　　　　…血

四　版本の穎(冊子本そのl)-　　　　　　････36(付4)五　能楽史料の炉(冊子本その二)-･　　…-････59(付1 1)六　故実書･雑書(冊子本その三)--‥　　　…･35(付9)七　宗本･狂言本(冊子本その四)……　　　　-･20(付1)八　実技関係手付類(冊子本その五)‥…･･･　-･73(付Eg)九　元信関係書付(書付類その1)……･　　,･･･2

TO　故実･道具関係書付(書付類その二)≡---三･･2

〓　芸事関係書付(書付類その三)---‥　---94二一能楽史料書付(書付類その四)･･････　～･…‥‥49
t I]I　領地･家譜関係書付(書付類その五)･･･…････-79一四　明治期諸書付(書付類その六)･･･-･-三･･---=55

括弧内に数を示した封入文書をも加えると'総数七一九月に及
ぶ｡移管時の概算より大幅に増加したのは､日録作成の段階で仮日録に1持してあった分をなるべ-細分したためである.T四は

二二に含めて差支えないものであるが'番号が三ケタになるのを避けてあえて分離した｡

目録作成のための調査の過程で､第二号収載の〟｢観世新九郎
家文庫｣解説″の中に述べた同家歴代の事績に補正すべき点がいろいろあることに気付いた｡官増蔑好の妹｢くら｣が生涯結婚しなかったとしたのもそのl例で､T四38によれば彼女は明治九年に野田与八と結婚している｡明治十四年には姉｢ゆう｣の次男了輔を養子にしてともに豊好宅に同居しているから'早く不縁になったか夫に先立たれたかしたらしいo後に石浦通宏氏が入籍して官増姓を嗣いだのがその｢くら｣の家であった｡

なお｢観世新九郎家文庫｣は昭和50年12月から一般に公開され
ている｡前号所載の蓑章の論考が五22･30･40等を活用し､日本庶民文化史料集成第三巻『能』(昭和53年6月'三一書房刊)が'

『享保六年書上』の底本に五20を'『猿楽伝記』の校合本に六1 6･
1 7を使用しているなど､学界での利用も始まっている｡目録掲載がその傾向に拍車をかけるであろうことを期待している｡


